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第一章  バガヴァッド・ギーターの普遍的視野 

バガヴァッド・ギーターは誰もがよく知る聖典です。単に宗教的に神聖な書物というだ

けではなく、必ずしも特定の宗教に限定されない、私たちが日々生活をしていく上での

ガイドとして広く一般に受け入れられている書物ですから『バガヴァッド・ギーター』

という書名を聞いたことがない人はあまりいないと思います。私たちが一般的に考えて

いるような宗教では人生のすべてを扱うことができません。 

宗教が、人生全体ではなく人生の一部分を扱うものであるとしたら、バガヴァッド・ギ

ーターは宗教的聖典ではありません。人間の一側面あるいは私たちが人生に求めるもの

の一つに応えることではなく、私たちおよび私たちが必要とするものすべて、私たちの

すべてに応えるのがバガヴァッド・ギーターの意図するところだからです。 

他の聖典とは異なるこの特徴のために、バガヴァッド・ギーターの意義およびその教え

を理解することは少々困難です。この偉大な聖典を解説する書は実に多く存在しており、

今もなお注解書が書かれていますが、深く読み込めば読み込むほど新たな発見があるこ

のバガヴァッド・ギーターの意味するところが完全に理解されているとは考えられませ

ん。毎朝昇る朝日のように、読むたびに新鮮さが感じられるからです。 

この特殊性と包括性がバガヴァッド・ギーターのアプローチであり、他の宗教的教えと

異なる点です。バガヴァッド・ギーターはマハーバーラタというインドの壮大な叙事詩

の中のエピソードであり、古代インドのある状況下で誰かが誰かに与えた教えであると

聞いたことがあると思います。 

私たちは、この叙事詩を他の小説や戯曲と同じように、余暇を楽しんだり感動を得たり

するために読むかもしれません。しかし、バガヴァッド・ギーターをエピソードとして

含むこの叙事詩は劇的な表現スタイルで語られ、さまざまな人間の思考や態度が登場人

物の中に巧みに描き出されていますが、祖母が孫に読んで聞かせる類の話ではありませ

ん。 

このような叙事詩が私たちの精神を高揚させ、心を揺さぶるのは、登場人物と私たち自

身の人生における様々な側面との間に相通ずるものがあるからです。私たちは登場人物

の中に自分自身を見るのです。登場人物や場面の描写が、異なる状況における私たち自

身あるいは私たちの人格の異なる側面を表しているために引き込まれるのです。 
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マハーバーラタの登場人物、ヒーロー、ヒロインは私たちの中に存在しており、異なる

状況、時期における私たち自身なのです。私たちの人格にはさまざまな層があり、それ

らの層が、その典型として、この偉大なる叙事詩マハーバーラタの登場人物の描写と一

致しているのです。 

なぜシェイクスピアの戯曲に心動かされるのでしょうか。それは、そこに私たちがいる

からです。シェイクスピアの巧みな筆が描く特徴的な登場人物はすべて、何らかの形で

私たち自身と一致しています。シェイクスピアの作品の登場人物はすべて私たちの中に

存在しており、私たちがすべての登場人物なのです。ですから私たちの中で登場人物と

の共感、共鳴があり、シェイクスピアの戯曲を学ぶことで刺激を受けるのです。 

シェイクスピアの劇、ホメロスの叙事詩、あるいはマハーバーラタで表現されているの

は人間の本質そのものです。昔話ではなく、人類史上いかなる時代を生きる人間にも当

てはまる人間描写なのです。特定の人物に関する物語ではありません。人そのものに関

する物語であり、登場人物の名称は重要ではありません。重要なのは、人間世界の中で

登場人物が示す態度、人格、行い、そして個人および社会的な特徴の描写です。 

宇宙の進化における永遠なる一部である登場人物の人格は、さまざまな人間を通して表

現されます。登場人物は、世界が通過しなければならない特定の段階であり、各個人が

世界の一部なのです。皆すべての段階を乗り越えて行かなければなりません。 

登場人物はすべて私たちであり、私たちがすべての登場人物です。したがってマハーバ

ーラタは、この種の他の叙事詩と同様に、国全体の文化、あるいは人類全体の文化を描

こうとしており、教訓を与えるのに最も有効だと考えられる特定の状況下でメッセージ

が伝えられるのです。 

バガヴァッド・ギーターは、インド文化の木になったマハーバーラタという大きく熟し

た果実の中核です。各章を通して語られるギーターの哲学的メッセージは、叙事詩の登

場人物の劇的な描写で表現されています。マハーバーラタの物語、この偉大な叙事詩は

人類という舞台で繰り広げられますが、その中核にバガヴァッド・ギーターがあります。 

逆の視点から見ると、マハーバーラタの物語はバガヴァッド・ギーターのためにあると

言えます。この叙事詩の偉大なる作者は、この最高傑作で二つの目的を果たします。彼

は、私たちの魂が必要とする教訓を記すと同時に、私たちの人格を形成する様々な心理

学的側面に訴えかける作品を書き上げたのです。 
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先述のとおり、バガヴァッド・ギーターの教えは一般的な意味で宗教的ではありません。

外面的にはヒンズー教の教えに見えるかもしれませんが、バガヴァッド・ギーターは今

日知られているようなヒンズー教、仏教、キリスト教、イスラム教、あるいはその他の

宗派といった意味での「宗教」の教えではありません。インドで書かれた聖典ですが、

それは単なる偶然か、あるいは宇宙の歴史的流れの必要性によるものであったかもしれ

ません。いずれにしてもバガヴァッド・ギーターはインド人ためだけのものではありま

せん。ギーターは、すべての人がどの時代にも必要とするものです。 

したがって、バガヴァッド・ギーターはその昔クリシュナがアルジュナに示した教えで

あって、今日の私たちに直接関係あるものではないとして片付けることはできないので

す。バガヴァッド・ギーターは永遠の教えであり、私たち一人一人にとって時代を超え

た意義を有するのです。時の経過や地理的、社会的、あるいは政治的な変化によって、

その意義が失われるものではありません。バガヴァッド・ギーターの教えは人生の移り

変わりを超越したところから発せられるものであるため、人生の有為転変による影響を

受けるものではないのです。 

ギーターの各章末に記されている短い文章は、ギーターの教えの永遠性、実用性、およ

び神性を示しています。バガヴァッド・ギーターは単に一時的な価値や意義ではなく、

究極的実在の知識を示す教えなのです。すべてが過ぎ去った後に残る何か、その何かが

バガヴァッド・ギーターが示す知識の探究目的です。それは絶対的存在、ブラフマンの

知識、「ブラフマ・ヴィディヤ」と呼ばれています。 

それ以上超越できない実在を絶対と呼びます。他の何とも関係も持たない、非相対的な

存在であるためにそう呼ばれます。私はあなたと社会的に関係しており、あなたは私と

同様に関係しています。よって私たちの経験的存在は、あるものが他のものに掛かる相

対的なものです。しかし、絶対は他のものとの関係の中で説明できるものでも、定義づ

けられるものでもありません。 

しかし、私たち、そしてその他のものすべては、その存在が他の存在によって左右され

ます。たとえば、私たちはこの世界のさまざまな要素に依存して生きています。太陽の

光、水、空気、食べ物を必要としていますし、社会の協力と保護など、その他多くのも

のを必要としており、これらの外的要素がなければ数日のうちに死滅してしまうでしょ

う。私たちは自立した存在ではなく、他の要素に依存して存在しています。この世界で
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は特性や個人、物が相互依存しています。したがってこの世界は相対的であり、絶対的

存在ではないと言うのです。 

しかし、この世界における事物の相対性は、相対ではない何かが存在する可能性を指し

示すものです。相対的であると私たちに感じさせる何かがなければ相対性という観念が

生じることはありません。私たちが相対性を意識することを可能とするもの自体が相対

的であることはありません。 

ですから、相対的ではないものの存在を認める必要性があるのです。ウパニシャッド等

の聖典では、それをブラフマン（絶対的存在）と呼びます。これは言葉で言い表せない

ものを言い表すために、また、私たちの目で見えるもの、あるいは考えうるものすべて

を超越するものとして存在しているはずのものに与える名称なのです。 

バガヴァッド・ギーターはしたがって、各章の終わりに書かれているようにブラフマ・

ヴィディヤ、絶対的存在の知識です。また不思議なことに、ウパニシャッドとも呼ばれ

ます。名称と形態という現象世界の表面的な見掛けの背後にある本質の深奥部を探究す

る奥義です。ウパニシャッドとは秘密の教えです。目でみることのできないものを扱う

ので秘義なのです。見掛けとは関係ありません。 

ウパニシャッドの主題はこの世界の名称と形態ではなく、名称と形態の背後にあるもの

です。ウパニシャッドの主題は五感で知覚することができず、おそらく心で適切に捉え

ることも出来ないものと関連しているために、秘義的な教えと見なされているのです。

ウパニシャッドとはそのようなものであり、ウパニシャッドの教えの真髄であると考え

られているバガヴァッド・ギーターも、崇敬の念を込めてウパニシャッドと呼ばれるの

です。 

興味深いことに、各章末に書かれているウパニシャッドという言葉は複数形です。“Iti 
Srimad-Bhagavadgitasu Upanishatsu” 一つのウパニシャッドではなく、多くのウパ

ニシャッドが凝縮されて収められているということのようです。バガヴァッド・ギータ

ーの各章が完結した一つの教えであり一つのウパニシャッドであるということなのか

もしれません。 

各章どころか一節だけでも完全な教えだと考える人たちさえいます。ギーターの一節か

らインスピレーションを受けた信仰者もいます。どのページでもよいのでバガヴァッ
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ド・ギーターを開けば、直ちに心にインスピレーションを受け、精神の高揚がもたらさ

れるでしょう。 

ですから、一つのウパニシャッドではなく複数のウパニシャッドのエッセンスが凝縮し

て収められているのです。神の「詩
うた

（ギーター）」の詩
うた

という言葉も単数ではなく複数

です。バガヴァッド・ギーターの言葉という薬によって、人間が経験しうるあらゆる病、

苦しみを癒すことができるように、多くの章と節を通して教えが与えられたのです。人

生のあらゆる病を治す薬です。 

バガヴァッド・ギーターはまた、すべての聖典のエッセンスであるとも考えられていま

す。（Sarva-Shastramayi Gita）すべての聖典、あらゆる教えを、なんらかの形でバ
ガヴァッド・ギーターに見出すことができるとよく言われます。その教えは万象の背後

にある実体に関する深遠なる秘義であり、見せ掛けの世界に対する想いを満たすためだ

けのものではありません。私たちの感情を刺激して想像力を満たすためではなく、究極

の意味で私たちのためになることを意図した教えなのです。 

また、バガヴァッド・ギーターは絶対的存在に関するアカデミックあるいは理論上の教

えでもありません。なぜならバガヴァッド・ギーターは、究極の実在に到達する道を歩

むための実践ガイドラインでもあるからです。つまりギーターは、ブラフマ・ヴィディ

ヤのみならずヨーガ・シャストラ（ヨーガの聖典）でもあるのです。これらの両側面を

合わせ持つ聖典は多くありません。人生の一側面に焦点を当てるのではなく、すべての

側面のバランスが取れています。それは理論と実践であり、実践には理論が先行します。 

目的を達成するための実践方法についての理解、それが理論です。理論を把握していれ

ば実生活の中でどのように実践すればよいかも分かります。理論の実践が日々の修行で

す。絶対的存在の知識がブラフマ・ヴィディヤであり、実践的なヨーガの教えがヨーガ・

シャストラ、つまり絶対的存在に到達するための手法です。 

さらにギーターの特徴は上記にとどまらず、私たちの想像を超える素晴らしい内容にな

っています。各章末に “Krishnarjuna Samvada”（クリシュナとアルジュナの会話）と
書かれているように、ギーターは神と人間の会話なのです。絶対的存在と相対的存在の

間に存在する関係を浮き彫りにするために、クリシュナとアルジュナのやり取りが用い

られています。叙事詩自体が特別な芸術性を持って書かれており、読者が楽しめる華麗

な物語となっていますが、そこには教訓が秘められています。 
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マハーバーラタの登場人物は人間の永遠なる特質を表すものだと述べましたが、クリシ

ュナとアルジュナも然りです。二人は永遠の現実であり、単にその昔に生きていた歴史

的人物ではありません。この叙事詩で語られているのは、この世の歴史ではなく、宇宙

で繰り広げられている永遠のドラマであり、したがっていつの時代のどのような状況で

あっても、すべての人にとって意味あるものなのです。永遠の実在が永遠の個人に与え

た教えであるがゆえに、その教えも永遠のものなのです。 

私たちには本質的に永遠である何かがあり、その本質的に不変である何かが、至上者
か み

と

不変の関係を持つ私たちの個体性です。それゆえにギーターは、単に過去のある時点に

必要とされたその場かぎりのメッセージではなく、マハーバーラタという物語における

特定の戦いの場面を、永遠なる人間の本質に永遠なる絶対的存在との関係の知識を伝え

るために必要な舞台としてマハーバーラタの著者は選んだのです。 

個体と絶対との合一が、この物語の最終的な帰結です。アルジュナとクリシュナの調和

が、私たちと全存在すなわちブラフマン、絶対的存在との調和です。 

すべての国々あるいは民族の物語であり、また私たち自身の物語である、この宇宙の物

語は、森羅万象の父である創造主へ帰入しようとする万物の動きの物語なのです。この

世界は神に向かっています。これは被造物の物語です。これが進化と呼ばれるものです。

これが欲望と呼ばれるものであり、また求道心と呼ばれるものです。これが欲求であり、

要求されること、必要性であり、これが飢えと渇き、これがこの世界のすべてです。私

たちが必要とするものとは、それがどのような性質のものであれ、私たち皆がその時々

に関与している特定の進化の状況によって必然的に生じるものです。 

ここまでの紹介で、バガヴァッド・ギーターの教えの広範囲にわたる包括性が想像でき

るのではないでしょうか。ギーターが触れていないことは何もなく、また教訓の言葉の

背後には計り知れない秘密が隠されています。私たちが自分自身をより深く探究すれば

するほど、より深い意味をギーターから見出すようになります。 

私たち自己の外面的な部分がギーターを読めば、外面的な意味しか見えてきません。言

語学者、サンスクリット学者等の学者として読めば学者としての解釈しかできません。

ジャーナリストや小説家として読めば、感情に訴えかける美しいストーリーがそこには

あります。心理学者として読めば、人間の精神の神秘が解明されるのを読み取るでしょ

う。理性論者として読めば、宇宙のさまざまな真理を立証する論理が見つかります。 
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そして、求道者としてギーターを読むとき、私たちはそこに、私たちが自信を失い前途

に光明が見えずに絶望しているときに、私たちを慰め、癒してくれる親、私たちを見守

ってくれる父や母を見出すのです。 

バガヴァッド・ギーターとは、このように途方もなく奥深い聖典なのです。叙事詩マハ

ーバーラタの一部、挿話として収められているバガヴァッド・ギーターは、先述のとお

り人類の特性を表しています。インドだけではなく、さまざまな進化の段階にあるすべ

ての国々の文化を示しています。 

そして驚くことに、霊的な教訓であるこの聖なる教えは、人々が武器を手にして攻撃を

開始しようとしている重大な局面、興奮状態の戦士たちが配置布陣されている、今にも

戦いが始まろうとしている戦場で与えられたのです。 

私たちは戦争がどのようなものであるかを知っています。その戦争が始まる寸前の時間

が永遠の教えを与える時だというのです。学校や大学で教えられたのではありません。

崇高な教えを与えるのですから教会やお寺、大学、アシュラム、修道院などの場所のほ

うが適当であると考えるのが普通だと思います。精神世界の話に戦争や戦闘、流血など

は無縁です。永遠なる教えと、マハーバーラタが描く恐ろしい戦争の状況との間にどの

ような関連性があるのか想像できないかもしれません。 

しかし、これもバガヴァッド・ギーターの特殊性です。ですからバガヴァッド・ギータ

ーは伝統的な意味で聖典とは言えません。戦場で布教されることなどあるでしょうか。

神や宗教の話をするとき、私たちは神聖な心持ちで敬虔な態度をとります。私たちにと

って神聖さとは罪深い環境とは無縁のものですが、戦争以上に罪深いものがあるでしょ

うか。これ以上ないほど忌まわしく、望ましくないもの、人が人を殺し合う恐ろしい状

況です。しかし、その戦争の場が教えを与えるのに最も適した時機だと考えられたので

す。 

多くの人たちが、バガヴァッド・ギーターのこの不可解な舞台設定の特殊性について不

思議に思い、その謎を解明しようと試みました。バガヴァッド・ギーターが特殊である

ことは間違いありません。しかし、私たちが生きるこの世界もまた特殊なのです。 

人生の問題は宗教的な問題だけではありませんから、いわゆる宗教的な教えだけで幸せ

になれると考えるわけにはいきません。私たちが考える宗教とはどのようなものでしょ

うか。聖典とは、あらゆる世俗的なものから切り離されて、打算的な世間の環境に汚さ
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れない環境で、恐れと敬虔な気持ちを持って扱われるべきものだと私たちは考えていま

す。私たちの宗教観とはそのようなものです。 

世の中には多くの宗教があり、私たちはそれら宗教の教えを実践していますが、私たち

の苦悩は変わりません。宗教をもってしても私たちの悲しむべき状況は変わりません。

私たちは公然とあるいは隠れて涙を流していますが、わが子のように寄り添ってきた宗

教は私たちに慰めを与えてくれません。 

支えや慰めを必要とする時、私たちは宗教に頼ろうとはせず、他に支えを求めます。私

たちには、今日私たちが頭で考えているような宗教では解決できない様々な困難があり

ます。これについては、これ以上の説明をするまでもないと思います。 

私たちは毎日、問題解決のために東奔西走しますが、問題が生じるたびに、必ずしも教

会やお寺に頼ろうとはしません。これは私たちの人生が教会やお寺の宗教の世界に限定

されたものではないということを意味しています。私たちは、私たちが礼拝する神、信

仰する宗教、聖典の教えに満足していません。何らかの理由で常に不幸せです。人間は、

これまで常に不幸であり、今日もそれは変わっていません。そして、この状態がいつま

で続くのかも分かりません。 

私たちの不幸を解決する策はないのでしょうか。真の幸福を得て不幸に終止符を打つこ

とは可能でしょうか。もし可能だとしたら、それを究明する価値があります。そしてバ

ガヴァッド・ギーターは人生全般の問題解決という、人間の一側面に限定されないテー

マに取り組みます。 

信仰や宗教活動が人生のすべてを扱うものではないことを私たちは十分知っていると

思います。私たちは部屋の中では敬虔であっても、外を歩いているときや買い物をして

いるとき、あるいは旅行に出ているときなどは、まるで別の宗教を実践しています。こ

のような普段の生活で直面する様々な状況に宗教の精神が浸透すれば、私たちは真の宗

教を実践していると言えるでしょう。その時、私たちがどこにいようとも神のご加護が

あり、日々の問題解決のために別の神々に頼る必要などなくなるのです。 

一時的な現象世界はすべて永遠の現われですから、永遠なるものによって一時的な状況

も解釈できるはずです。そして永遠のメッセージであるバガヴァッド・ギーターは、世

俗的な日常生活においても私たちを守ってくれるものなのです。ギーターはすべてを与

えてくれる母親のような存在です。霊的あるいは宗教的なものに限らず、すべてのニー
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ズを満たしてくれるのが母親です。甘い物が欲しいときには母親にせがめばよいのです。

これは冗談ではありません。ギーターは、このような些細なことに関することを含む、

人生における様々なレベルの緊張から解放されるための教えなのです。 

バガヴァッド・ギーターは私たちの外面的人格のみならず、この宇宙の完全なるすべて、

森羅万象と関係している私たちの人格の本質の要求を満たすものです。私たちは単にリ

シケシやウッタランチャル州、インド、あるいはそれどころか地球の住民ではありませ

ん。私たちは様々な次元界に行けるパスポートを持っているのです。私たちは神の世界

の住民であり、この地球だけが私たちの生きる世界ではありません。したがって私たち

には、この世界の特定の国の国民として、あるいは特定のコミュニティーの一員として

の義務や責任をはるかに超える務めがあります。私たちが生まれた国や社会の枠や境界

線を超える義務があるのです。 

私たちが法律を守り、特定の環境を支配する、あるいはその環境に効力を持つ法律に従

うとき、私たちはその法律によって守られます。法律は必ずしも私たちを罰するだけで

はありません。法律に従っているときには、私たちを守ってくれるのです。しかし、私

たちが法律を無視して従わないでいると罰せられます。つまり、人生における私たちの

苦しみは、この世界で効力を持つ法に従わないことが原因だと言えます。 

私たちは、自分が生まれ育った国や市町村の法律を守っていると考えるかもしれません。

それで十分なはずだと。家庭内の規則だけを守っていても、国全体の法を守っていなけ

れば、家庭内の規則が私たちを守ってくれることはありません。たとえ家庭の法を守っ

ていても、国の法を破れば国の法に追求されるのです。この例えをさらに押し広げるな

らば、国際法もまた重要であり、自国への愛国心に固執し、国際法をないがしろにすれ

ば、それも私たちに良い影響を及ぼさないでしょう。国際的な枠組みに従わないことで、

国全体が不安定な状況に置かれることになりかねません。 

すべてにおいて、このような状況が当てはまります。自国の法に忠実であっても、より

高次の法律に背いているかもしれません。国際法のみならず、惑星間の法、宇宙の法と

いうものもあります。それらについて無知であると罰せられることになるかもしれませ

ん。バガヴァッド・ギーターは、そのような普遍的な効力を持つ宇宙の法のしくみを示

すものなのです。宇宙の法に従えば私たちは自国の法をもその中に包含する宇宙の憲法

により、この上ない保護を得られるでしょう。バガヴァッド・ギーターの教えとは、そ

のような素晴らしいものなのです。 
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第二章  人生という戦場 

前章ではバガヴァッド・ギーターの舞台背景が戦場であり、マハーバーラタの中でも際

だつ挿話だという話をしました。前章で見てきたとおり、バガヴァッド・ギーターは私

たちが余暇を楽しむために書かれた物語ではなく、人間の魂の救済のための永遠なる教

えを伝えることを意図したものです。そのために、バガヴァッド・ギーターはヨーガの

聖典、ヨーガ・シャストラと呼ばれるのです。 

ギーターの言葉はヨーガ実践に関する教訓であり、私たちが人生を通して経験する対立

のために必要とされる教えなのです。マハーバーラタ全体が対立の物語です。私たちは

ヨーガの実践が、対立を解消するために、異なる方向性を持つ力を克服し均衡をとるた

めのものであることを徐々に理解するようになります。 

宇宙全体が二つの方向へ動いています。求心性と遠心性と呼んでもよいでしょう。空間、

時間および外在性の方向へと宇宙を駆り立てる外へ向かう推進力がある一方で、内面的

に宇宙の完全性を維持しようとする推進力があり、これら二つの傾向が世界全体の特質

を表しています。そして世界のこの特質が私たち一人一人に反映されているため、私た

ちは常に求心的な側面と遠心的な側面を持っているのです。 

私たちには活動、社会関係、さまざまな接触という、外に向かおうとする衝動があると

同時に、自己の完全性を維持しようとする強い衝動があります。人間関係や社会福祉の

ためであっても、私たちは自己の主体性を失いたくはありません。すべては自由を失い

たくない、すなわち自分の立場、存在する場所を失いたくないという欲求にかかってい

ます。何かのために自分の立場を失ってもよいとは誰も思いません。しかし、個として

の独立性、自己の立場を失いたくないという思いと隣り合わせに、外へ向かいたいとい

う抵抗し難い衝動があります。 

私たちは明けても暮れても忙しく走り回っていますが、それは、完全に内側に向いた生

き方、個としての立場を維持するだけでは人生が完成しないことを示しています。外の

世界、宇宙との調和が必要とされています。自己の独立性と立場を保とうと躍起になっ

ている一方で、他の人たちや物、目の前に広がる広大な世界を認め、調和のとれた関係

を築かないわけにはいきません。 

私たちはある意味、時空間的ではない不可分の存在でありながら、時間と空間の世界に

も生きています。私たちは両刃の剣のような存在、あるいは、ある時は一つの衝動が勝
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り、ある時は別の衝動が勝るという具合に、同等の力で異なる二方向に引っ張られてい

るような存在です。 

私たちが経験するこの心理的な窮境の背後にある宇宙的衝動をインド哲学、特にヴェー

ダンタ哲学、サーンキャ哲学、ヨーガ哲学では、サンスクリット語でプラクリティと呼

ばれる、現象世界を作り出す根本的な物質原理のプロセスだと説明します。宇宙の根本

原質をプラクリティと呼びます。プラクリティは、サットヴァ、ラジャス、タマスと呼

ばれる力、エネルギー、あるいは特性より成ります。 

タマスは不活発、固定性、不動性という特性を示します。すべてを時空間の外の世界へ

と引き込み、すべてが外の物と関係するよう強いる衝動をラジャスと呼びます。サット

ヴァは、内的な個としての存在を維持させる、平衡を維持して人格の中のさまざまな層

の整合性を失わないように、あるいは外の社会との関係のバランスがくずれないように

する欲求です。 

精神の内的構造のバランスが保たれていないと神経症になり、精神病理学的な患者にな

ってしまいます。健康とは人格の内部的な層の調和が取れている状態のことです。バラ

ンスが崩れていると、私たちは肉体的あるいは心理的に病気なのです。ですから内的な

バランスを保つ必要性があります。しかし、内的なバランスを保っているだけでは十分

ではなく、私たちは外との関係でも同様のバランスを維持する必要があります。 

例えば、あなたと私はバランスのとれた関係にあらねばなりませんし、土、水、火、空

気、エーテルの五大元素、あるいは気候条件や外の環境と呼ばれるその他さまざまな状

況との間にもバランスの取れた関係が必要です。この世界は個人的にも宇宙的にも対立

で満ちあふれています。人生は戦いであり、この事実に注釈は不要でしょう。人生は生

まれてから死ぬまで奮闘です。日々何かと対立しているのが人生であり、私たちは常に

目前の状況に対処する必要性を感じています。 

私たちは、朝目覚めるや否や現実との葛藤と向き合わねばなりません。私たちの内にも

外にも葛藤があります。私たちが常に幸せでいることができないのは、幸せとは内なる

平衡をもたらす力、サットヴァ・グナが優勢になった結果だからです。私たちの内と外

でバランスが取れていれば、その限りにおいて私たちは幸福で喜びに満ちあふれていま

す。私たちの中にラジャスが優勢な時には、すべてのバランスを乱そうという傾向があ

ります。私たち自身の人格を乱すこともありますし、外の世界との関係が乱されること
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もあります。均衡の乱れはすべて喜びを失う傾向を意味し、不幸、悲しみの状態だと言

えます。 

人生全体がこのような葛藤の場です。ホメロスの『イーリアス』や『オデュッセイ』を

読めば、あるいはミルトンの『失楽園』、ヴァールミーキの『ラーマーヤナ』、『マハ

ーバーラタ』を読めば、そこには同じことが異なる言語と表現法で描かれています。物

語を通して描かれているのは、激しい葛藤の情景であり、自らが陥った状況が、出来事

の原因を十分に理解していないために悪化していく様子です。 

私たちの状態が悪化するのは、なぜこのような状況が生じたのかを理解していないから

です。なぜ葛藤が生じるのか。なぜ私たちは常に幸福でいることができないのでしょう

か。内的および外的な関係において調和、平衡が保てないのはなぜでしょうか。簡単に

は理解できないことです。しかし、このような状態が長く続くことはできず、私たちも

このような状態が続くことを望んでいません。 

私たちは当惑しているだけの人間ではありません。生きていくなかで時折働くことのあ

る、私たちの中に植え付けられた理性の光、直感のひらめきは、この世界で生きる私た

ちの状況が嘆かわしいものであっても、よりよい状況への希望があることを教えてくれ

ます。外との関係と内側の不安定さを強めるラジャスの力が優勢になるとき、私たちは

完全にバランスを崩してしまうときもあり、そのような状態に陥ると正常な思考さえで

きなくなってしまいますが、私たちは常に絶望と失意に陥っているわけではありません。 

それほどの状況は希です。激しい苦しみの中にいるときには、外の世界、宇宙の在り方

に対して不満を訴えるであろう私たちも、通常はこの宇宙には正義があることを理解で

きます。いつもそうだとはいきませんが。問題を解決する必要があるのだと冷静に考え

ることができる瞬間があります。葛藤を解決しなくてはならないという強い思いがある

こと自体が、葛藤が解決できる可能性を示しています。全く実現不可能な期待を心に抱

くことはないからです。期待は望みが持てるものであり、完全な否定ではありません。

いつの日か、なんらかの形で状況は良くなると確信するとき、それは内なる洞察の声で

あり、内なる完全性が、超物質的な言葉で私たちに語りかけているのです。 

洋の東西を問わず、偉大な文豪が書き残した叙事詩は人生のドラマを描写したものです。

演劇にはさまざまな状況、場面、脚色があり、それぞれが個別のものなのですが、全体

として完全な劇を形成します。劇を演じる登場人物は一人一人が独自の演技をします。

劇の登場人物が皆、同じ場面で同じ状況を演じるわけではありません。演技をする俳優
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は皆、他の俳優とは異なる演技をします。しかし、劇は全体として完全なものです。ま

とまりのないカオスではなく調和であり、観客は劇を楽しみます。 

劇を見終わった観客は満足し、「良い劇だった」と言って劇場を後にします。「この俳

優はこのような事をし、あの俳優はこのような事をした。両者には何の関係もなかった」

とは言いません。私たちは長時間にわたる劇の中の多彩な場面の繋がりを理解していま

す。個々の場面は全く異なるものかもしれませんが、演技の背景にある完全性が、喜び

を与えるものなのです。人生も同様であり、それが叙事詩の意図するところです。 

私たちには、この宇宙で繰り広げられる物語の背景にある全体性を理解できません。私

たち自身が宇宙と呼ばれるこの偉大なる活動の場の登場人物です。「この世界全体が舞

台である」とはシェイクスピアの言葉ですが、私たちは皆、劇を演じる役者なのです。

ただ、自分が物語を演じる登場人物であることを常に意識しているわけではありません。 

この、登場人物であるという意識は不幸な出来事によって私たちからもぎ取られてしま

いました。劇を演じる役者を例に取ってみましょう。一人の役者が他の役者との関係を

忘れたとします。その役者は、まるで自分と劇全体との関係を忘れたかのように好き勝

手な振る舞いをします。彼は舞台監督がいることを知りません。自分の演技の目的も知

りません。ただ単に勝手気ままな演技をしているだけです。そのような役者は劇全体を

台無しにしてしまうでしょう。これが私たちの毎日の行動です。私たちは自分が、至上者
か み

が舞台監督である人生というドラマ全体の一部であることを知らずに、ドラマを台無し

にしているのです。神は演劇の全体を見ています。 

バガヴァッド・ギーターは、この素晴らしい世界の背後にある完全性、および孤立した

個体が互いに調和していないために生じる対立の最中においても調和を認識する必要

性を論じます。困難はプラクリティのバランスに偏りが生じることで起こります。 

外在化および安定化の力であるラジャスとサットヴァの他に、第三の状態としてタマス

（不活性）があります。科学では「静止」と「運動」という言葉が使われます。科学に

サットヴァという概念はありません。そのような考えも及ばないのかもしれません。万

物はすべて不活発な状態か活動状態かのどちらかです。皆この二つの状態のどちらかに

あり、時には二つの状態がある種の割合で混在していることもあります。 

私たちは、同時に外の世界と私たちの人格内で働く、このような対立する力の場に生き

ているのです。つまり、宇宙全体が形而上学的な意味での戦場です。バガヴァッド・ギ
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ーターの教えが、なぜ礼拝堂や修道院、お寺などではなく、戦争という場で与えられた

のかが理解できると思います。 

もちろん宇宙全体が礼拝の場だとも言えます。ある意味で宇宙は至高存在、絶対的存在

の神殿です。ですから森羅万象を通して神を崇拝することができます。そしてこの森羅

万象の世界は、サットヴァ、ラジャス、タマスという三つの特性の組み合わせによって

表現されるのです。 

バガヴァッド・ギーターの第一節には「ダルマクシェートラ」と「クルクシェートラ」

という二つの重要な言葉が出てきます。宇宙は途方もない活動、対立、戦いの場「クル

クシェートラ」であるとともに、正義と法の場「ダルマクシェートラ」でもあります。 

私たちの体の全細胞を統合して一つの人格を形成する法則が働いているように、対立し

ているように見えるこの世界の力を統合する法があります。私たちの体を形成する細胞

は、それぞれが他の細胞と異なるものです。そして生命力が無くなると崩壊し、五大元

素に戻るのです。体は朽ち一体性を失います。 

私たちの思考はそれぞれが異なるものであり、毎日何千ものことを考えたとしても、自

分がその思考者であることを私たちは知っています。昨日何かを考え、今日も何かを考

えています。昨日の思考と今日の思考には一見繋がりがないように思えますが、それら

に繋がりがあることを私たちは知っています。私たちがその思考者だからです。精神構

造においても肉体においても、そこには統一原理があるのです。これがダルマ、万物を

統一する法です。 

万物が個々のものとして散在、あるいは無意味なカオスとして存在するのではなく、完

全性、意味のある完全体という有機的な構造を万物に与える仕組み
シ ス テ ム

のことを法と呼びま

す。ダルマとは法です。正義と呼んでもよいでしょう。宇宙の仕組み上不可欠なものが

宇宙の正義であり、正義が個々の事物の観点で働くのが法
ダルマ

です。 

この世界にはさまざまな活動、動き、変化、変容があり、万象の多様性を織りなしてい

ます。しかし、多様性だけがこの世界の真相ではありません。原子から太陽系に至るま

で、この宇宙のあらゆるところに有機的秩序があります。原子にしてもその状態はカオ

スではありません。原子核によって電子がコントロールされるというように、その構成

要素によってバランスが維持されています。太陽系も太陽の影響力によって惑星間の秩

序が保たれることで、素晴らしい状態が維持されています。 
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私たちの中でも同様の力が働いているために、私たちは個人として有機的な体を保って

います。私たちの人格も無秩序なものではありません。私たちには一貫した、論理的で

系統的な思考を行う能力があります。混乱、相違、個別化、エゴイズム、外在化、等が

あるにもかかわらず、全宇宙、全世界、私たち、原子、全被造物の中でダルマが働いて

います。 

これら二つの傾向に調和をもたらすのがヨーガの目的です。外向的で忙しすぎ、魂の抜

け殻のようになってはいけませんし、冬眠中の蛙のように自己の殻に閉じこもり外の世

界とまったく無関係であってもいけません。ギーターの教えの核心とはバランス、平静

であり、秩序の欠如しているものに秩序をもたらすことです。 

事物の調和が取れていないように見えるのは外在化の力であるラジャスの影響による

ものです。バランスを維持するために、あらゆる場所で常に万物が奮闘しています。奮

闘とはすべて、あらゆる人生の分野、あらゆる存在の次元においてバランスを維持しよ

うとする努力です。国家法、社会法、自治体の法律、家族法、その他のさまざまな種類

の管理制度はすべて同じことを意味しています。すなわち、調和を維持する必要性であ

り、調和はあらゆる場所で、また人生のあらゆる側面において、いかなる時でも維持さ

れなければならないものです。 

例えば、私たちの体あるいは人間社会のどこかでバランスが欠如している場合、私たち

は直ちにそれに不安を覚えます。小さな棘が足に刺ささると、一瞬で私たちは不機嫌に

なります。どれだけお金や地位があっても関係ありません。棘のことが頭から離れない

のです。ずっと足に刺さった棘を取り除くことだけを考えています。人々の心の平和を

乱している要素がある場合、私たちはその状態を意識し、是正するための方法を考える

ことを余儀なくされます。 

耳や歯に痛みがあるだけで一日中悩まされてしまうように、調和を乱す要素が一つでも

あれば全体のバランスが乱されてしまうのです。いかなる状況においても、少したりと

もバランスが崩れないようにすることが大事であり、ヨーガとは個人に反映されている

宇宙的葛藤に対する包括的アプローチなのです。 

対立があるというのは明白です。誰もがこの世界に不満をもっています。日々口にする

私たちの不平は尽きることがありません。未来は真っ暗だと言います。私たちは未来に

ついて懸念しているのですが、今必要とされていること、用いるべき手段、この状況に

おける私たちの生き方については十分に気づいていません。私たちはヨーガの状態にあ
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りません。私たちは時間と空間の世界で起きていることを外面的に認識しているだけで

す。五感に支配され、五感による知覚に完全に巻き込まれています。私たちは感覚世界

に生きており、全面的に五感からの情報に依存しています。 

私たちは、私たちの心を乱す五感からの情報に対抗するために必要な理性と理解力を働

かせていません。理性が不十分で理解力が薄弱である一方、五感の働きは活発で衝動的

です。私たちは、この世界の中では、とても低い位置にまで墜ちた存在なのです。五感

は活発で御しがたく、私たちはそれに見合った統合力、理解力を持っていません。 

政府の組織力を超える力を持った反乱分子がいる状況を思い浮かべてみてください。そ

れが私たちに起きていることです。私たちが持つ理性と理解と呼ばれる統合力は、外に

ある物という観点で働く五感による経験が呈する状況に対処できないのです。私たちは

五感の奴隷であり、主人ではありません。私たちは常に各感覚器官の要求のいいなりで

あり、このような状態を自由とは呼べません。私たちの理性と理解、私たちの知識と教

育、私たちの文化は、五感の情報を鵜呑みにするだけです。まるで私たちが有する能力

のすべてが、五感という反乱分子に操られる操り人形のようです。 

バガヴァッド・ギーターは、このような状況が続くことを望んでいません。宇宙全体を

統合する大きな力、中央政府ともいえる存在が必要であり、その結果として、私たち自

身そして私たちの社会の中にも同様の力が必要とされます。これがヨーガを生きるとい

うことです。 

私たちは概して、理性や高次の理解に鑑みずに、人間社会や人間関係という観点で物事

を論じるだけです。私たちには社会状況を正当化するための乏しい理性と感情的な主張

はあっても、高次のダルマ、神の力、宇宙の法の存在に目覚めるための十分な理性や理

解が欠如しています。バガヴァッド・ギーターは生徒に教え諭す教師のように、私たち

の手を取り、私たちが到達しなければならない真の自由のために、段階的に徐々に高い

レベルへ私たちを導きます。 

法と正義の働きが強ければ強いほど、私たちが得る自由も大きなものとなります。政府

の力が強ければ国民の自由が確実に保証されます。政権に力がないと国民の自由が一瞬

で失われることもあります。そして私たちが求めているのは、吹けば飛ぶような自由で

はなく、失うことのない自由です。救済と自由は同義であり、自由を享受するためには

法を認識して、その法に従う必要があります。 
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宇宙の法が自分自身やその他の事物に対してどのように働いているのかを知らずにし

て、どのようにその法を守ることができるでしょうか。自国の法律を知らずに、どのよ

うに法律を守ることができるでしょうか。法について無知であれば、間違いを犯してし

まいます。実際私たちは毎日間違いを犯しているのです。そして、法に関する間違いを

犯せば罰せられることになります。私たちはこの罰を苦悩、悲しみ、不幸、不安、何か

がおかしいという感覚として経験します。 

バガヴァッド・ギーターは、人間社会という私たちが現在置かれている状況で始まりま

す。私たちはどこかの国の国民であり、人類全体と関係を持つ人間です。私たちは常に

人間関係という観点で物事を考えます。これは周知のことです。これがバガヴァッド・

ギーターの第一章の主題であり、特定の状況下でとるべき行動に関連して、社会構造全

体が取り上げられるのです。アルジュナを人類の象徴とし、叙事詩マハーバーラタはバ

ガヴァッド・ギーターの中で、個人として私たちがどのような思考をしているかを示し

ています。 

私たちは戦いの状況に直面しており、日常生活における活動は、その戦いと向き合うた

めの努力です。会社や工場での仕事、あるいはその他のどのような仕事であれ、それは

対立、葛藤を解決するために行う努力なのです。しかし、必ずしも適切に行っていない

ために、工場で働いていても、会社で働いていても、それが幸福や満足につながらない

のです。私たちはいつも不平を口にします。「これほど努力しているのに報われない」

と。 

希望を持てず、惨めな状態になるのは、理性の光を持ち、宇宙の法を学ぶ努力をしてい

ないからです。たとえば政府を目で見ることができないように、宇宙の法を目で見るこ

とはできません。非個人的なものを目で見ることはできないのです。お金も目で見るこ

とはできません。紙幣と呼ばれる紙や硬貨と呼ばれる金属を目にすることはできますが、

お金はそれらとは違うものです。お金とは、紙幣や硬貨が有している価値であり、その

価値自体は目に見えないのです。 

宇宙の法は非個人的な働きであり、五感の対象ではありません。私たちの経験や判断は

五感に依存しており、それゆえに非個人的な力、理性、洞察力の存在を活用することが

できません。アルジュナもそのような状態でした。アルジュナも人間関係での観点、誰

それの息子、誰それの兄弟といった個人的な動機にもとづく観点でしか考えていません

でした。 
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私たちが毎朝、忙しい一日に向けて気を引き締めるように、アルジュナは出陣するため

に準備をしたのです。私たちが早朝に「今日も頑張るぞ」と意気込むように、アルジュ

ナとアルジュナの仲間の兵士たちは身構えていました。彼らは、為すべきことがあると

考え、その決断を実行に移す必要がありました。この、考えを実行するのが出陣すると

いうことです。これによってバガヴァッド・ギーターは、私たちがヨーガ実践の戦場へ

進むことを教えようとしているのです。 
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第三章 真の放棄の精神 

バガヴァッド・ギーター全体に通ずる特徴的な教えの概論に続くのがギーターの主要な

テーマです。ギーターの舞台、聖典の教えが伝授される舞台は人間の状況であり、人間

が直面している状況を戦場にたとえることができるという話をしました。私たちには、

人生を通してどのような状況であろうとも常に葛藤、対立があるからです。宇宙の構造

は私たちが克服しなければならない様々なレベルの戦いの集まりのようであり、戦い、

対立を克服することを人生における達成と呼びます。 

どのような状況にも、それに対立する状況があります。人生におけるあらゆる場面にお

いて、対立するものがなければ、行動したいという衝動は生じないでしょう。活動をす

る必要性がなくなると、何かを達成することもなくなります。達成とは、テーゼ（命題）

とアンチテーゼ（反対命題）として知られる、特定の立場とそれに対立する立場との間

に調和がもたらされた結果のことです。この二つは統合されなければなりません。 

そしてギーターの教えとは、人生において、より大きな統合を達成するために進んでい

く途方もない過程に他ならず、統合の極致、論理的な帰結に達するとき、私たちは経験

の普遍的統合と不可分の包括的な存在を達成する、統合の体現者となるのです。これは

神の実現と呼ばれるものに等しいと言ってもよいでしょう。万物の究極的バランスとい

う宇宙的な統合へ私たちを徐々に導くのがギーターの目的です。私たちは、この人生の

目的を達成するために段階的に進んでいかねばならず、ギーターが与える様々なレベル

の訓戒がバガヴァッド・ギーターのヨーガなのです。 

本書を読んでいる多くの人たち、あるいは皆が、バガヴァッド・ギーターの各章に目を

通したことがあると思います。ギーターが十八の章で構成されていて、各章にどのよう

な内容が書かれているかを知っていると思います。通常私たちは第一章をあまり注意せ

ずに読み過ごしてしまいます。ギーターの注解者の多くは、第一章は序文のようなもの

であるという見解を示しています。一般的に私たちは、序文はざっと目を通すだけで本

文を読み始めます。 

しかし、これは間違いです。ギーターの第一章は、著者が前書きや序文として書いた内

容ではありません。著者がヴィヤーサであれクリシュナであれ、第一章に書かれている

のは出版社の序文ではありません。第一章は “Arjuna-Vishada-Yoga”（アルジュナの

苦悩のヨーガ）という言葉で締めくくられています。第一章の内容も、その他の章と同
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じくヨーガなのです。聖典ギーターに不可欠な章であり、飛ばしたり蔑ろにしたりでき

る内容ではありません。 

人類全体を象徴する、この壮大な叙事詩の主人公であるアルジュナが置かれている状況

は、人類全体が置かれている状況です。私たち皆が置かれている状況なのです。先述の

ように、マハーバーラタは古代に起きた単なる歴史的な出来事の物語ではありません。

国全体の文化そして人類全体について書かれたものなのです。マハーバーラタは人類全

体に完全なる道を示す教えであり、段階を追って人類を人類の最終目的に導くための教

えなのです。そして、この叙事詩マハーバーラタの教えの中核を成すのがバガヴァッ

ド・ギーターです。 

叙事詩の文体で書かれていますが、バガヴァッド・ギーターの教えは他に類を見ないも

のです。英雄詩の雰囲気の中で起こる独特の壮大なる武勇伝の空気がマハーバーラタと

バガヴァッド・ギーターを通して醸し出されているために、外見上は巧みな言語表現に

よる、芸術的で神話的な物語文学です。しかし、牛飼いの聖典ではありません。隠遁者

や、すべてを放棄した修行僧の聖典ではありません。そこには行動を掻き立てる精神の

ほとばしりがあります。マハーバーラタを読み進むとき、私たちには果断に前進しよう

という衝動が引き起こされます。 

バガヴァッド・ギーターの教えは主として霊的なものです。真の意味での霊的な教えで

す。私たちは一般的な意味での霊性や宗教の概念を取り除かねばなりません。バガヴァ

ッド・ギーターのようなヨーガの書を読み始めるときには、私たちはまず、非個人的な

教えを受け止めることができるよう先入観を捨てなければなりません。私たちは人間で

すが、ギーターの教えは様々な段階を持つ非人格的な教えです。最終的にそれは完全に

非人格的になり、人格はまるで最初から存在していなかったように消え去ります。 

しかし、私たちの思い込みは強く、自分の人格が岩のように強固なリアリティを帯びて

いますから、バガヴァッド・ギーターの教えの背景にある偉大なる宇宙的意図を認め、

心に受け止めることが難しいのです。ギーターの師は人間の心理を熟知しています。私

たちが考え得る最高の心理学者だと言えるかもしれません。ですから、ギーターの教え

は普通の人間のレベルから始まります。 

人と対峙する、あるいは人に対処するときには、それがどのような状況にせよ、その人

の感情を考慮する必要があります。個人を行動させるのは感情あるいは感情の集まりで
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す。私たちが世界と向き合うとき、あるいは何らかの義務を遂行しているとき、私たち

の感情が私たちを特定の方向へ導きます。 

子供の頃の私たちは若い情熱に満たされ、大きな希望を抱き、自分には何でもできる力

があると考えます。「大人になったら、このようなことを達成するのだ」と将来の夢を

思い描きます。しかし年をとるにつれて、徐々に自分が生きている世界についての理解

が欠如していることに気づくようになります。若い熱意が徐々に静まり、髪に白いもの

が混じる頃には、この世界が、人生についての理解が乏しかった頃に考えたものとは、

全く異質のものであることに気づくようになります。 

アルジュナもそのような人間でした。すでに述べたように、アルジュナは長所と短所を

合わせ持つ私たち人間を象徴する存在です。人間の持つ強さと弱さの両方がアルジュナ

に表現されています。私たちには強さだけではなく弱さもあります。両方が考慮されな

くてはなりません。強さを無視して不必要に弱さだけを強調すべきではありませんし、

もう一方の極端に走り、欠点など何もない完璧な人間だなどと考えてもいけません。 

私たちは衝突する力の世界にいます。前章でサットヴァとラジャスの特性に触れました

が、五感によって時間、空間、物体の方向へ私たちを引っ張るのがラジャスです。外の

ものに影響されずに、私たち自己の統合性を失わない状態を保つのが、私たちの中のサ

ットヴァ特性です。私たちの人格の安定はサットヴァによって維持され、人生における

散漫さはラジャスに起因しますが、ラジャスもいくぶんサットヴァと同時に存在します。

そして、仕事や物事にうんざりした状態、疲労や倦怠感は、不活性の原理であるタマス

によるものです。 

私たちは常にこれらすべての特性を持っています。私たちは常にサットヴァ、ラジャス、

タマスの特性を有しているのです。これらの特性は、一つの特性が他の二つあるいは一

つの特性を抑えることで表面化します。すると私たちの気分にも変化が現われます。私

たちの気分は一定ではありません。私たちの思考も変化します。容易には理解できませ

んが、サットヴァ、ラジャス、タマスの特性の一つが意識の中で表面化すると、私たち

の世界観も大きく変容するのです。 

心理的、個体的、ならびに肉体的、宇宙的である、さまざまな働きをするこれらの特性、

性質は、私たちの体や五感の対象のみならず、精妙な形態で心理器官も構成しているた

め、ギーターはある一節で、サットヴァ、ラジャス、タマスという三つのグナで構成さ

れていないものは何もないと言います。地球上でも天界においても、グナの三性質の組
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み合わせから成らないものは何もありません。天上界の天使であっても、この世界の人

間であっても、グナで構成されていることに変わりはないのです。 

人間世界にいる私たちは、グナの力の衝突の場にいるのですが、いわゆる人生の戦場と

はグナの力の作用と反作用の場に他なりません。マハーバーラタの戦いであれ、その他

の内的あるいは外的ないかなる戦いであれ、戦いとは、宇宙の進化のためにグナの力が

相互作用するときの様相なのです。グナの力がぶつかり合うのです。テーゼとアンチテ

ーゼ両者の個体性の進化という、より高次の目的のために、テーゼとアンチテーゼの衝

突があるのです。そして、二つの力が交わり一つとなることで、まるで新しい生命が生

まれるように、低次の対立する両者が超越される統合という形の、全く新たな誕生があ

るのです。 

バガヴァッド・ギーターの第一章は大決戦の戦場における張り詰めた空気の中で展開し

ます。両軍が互いに自分たちの勝利を思い描き、敵軍を打ち負かそうと強く決心してお

り、全力を奮い起こして戦うべく、迫りくる戦争を待ちかまえています。私たち個人が、

目の前の世界を対決、活動および対立の場として対峙します。 

子供は無邪気に、この世界で何でもできる。欲しい物を手に入れたり、楽しんだり、克

服したり、自分の目的のために利用したりすることができると考えます。しかし年を取

るにつれて、この世界が自分の手には負えないものだということに気づきます。海岸か

ら見渡す大海に恐れ覚えるように、この世界の大きさは私たちに恐怖を抱かせます。こ

の世界のとてつもない大きさに畏怖するのです。この宇宙がどれほど広大なことか！五

大元素および自然界の力は計り知れません。 

私たちに関係があるのは五大元素や自然界だけではありません。社会関係があります。

自然界に関する問題については、ギーターを学ぶ上で後ほど触れますが、私たちにとっ

て目の前の問題は人間関係に関することであり、それは自然の影響よりも差し迫り、よ

り大きな私たちの注意を要するものです。私たちは暑さや寒さの影響を受けますし、引

力の影響も受けています。また五大元素（土、水、火、空気、エーテル）の影響も小さ

くありません。しかしこれらは、私たちの差し迫った問題ではありません。 

五大元素が大きな力を有していることは間違いありませんが、私たちが朝起きてすぐに

考えることではありません。私たちが考えるのは、自分に関係する人間関係や感情的な

つながりがあるもののこと、その日対処しなければならない事などです。私たちの身近

にいる人たちとの関係には、愛情と憎しみがあります。 
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慣れ親しんだ人たちの中いるとき、私たちは、そのような社会関係の秘密に迫ることが

できる状態にはありません。私たちは町の中、修道院やアシュラム、家、家族の中で暮

らしていますが、これらは社会環境です。このような人間環境、社会環境の中で暮らし

ているとき、私たちは自分の心を完全に知ることができません。水を得た魚の状態であ

り、すべてが良好だと思えるからです。自分を知るためには、魚を水の外に出してみる

必要があります。 

しばらくの間、社会関係を断ち、人との交わりを避け、買い物にも行かず、人里離れた

場所に住み、家族や親戚とさえとも距離を置き、誰とも話さず、誰の顔を見ることもな

く数ヶ月過ごすのです。私たちはそのとき、それまで知り得なかった自分を知ることが

できます。最初は落ち着かないことでしょう。私たちは、なぜか不安を感じます。すぐ

にでも再び人間関係の中に身を置きたいと思ってしまうのは、人間が社会的な動物だか

らです。そして、私たちのこの社会的な側面をないがしろにして人間の心理を正しく理

解することはできません。 

人に対して魅力や反発を感じたり、好き嫌いの感情を持ったりするのは、人間の生れつ

きの特性です。生まれながらに、このような状況があります。私たちは周りの人たちに

ついて何かしら意見を持っています。良い意見であれ、そうでない意見であれ、私たち

は人や事物に対して必ずなんらかの意見を持ち、批判します。人間世界に関する私たち

の理解に基づいて出された論理的結論という形の批判です。この、周囲の人間に対する

理解あるいは批判が、人に対する私たちの振る舞いや行動を駆り立てる力となるのです。 

人に対する私たちの姿勢は、人に関する私たちの理解の結果です。自分なりの考えがあ

り、その考えが特定の状況に対して私たちがどのように対処するかを左右します。外の

人にどのように対処するかというのが、外面的な行動として表現される私たちの行ない

であり、内面的な姿勢あるいは心理的な感情が表されたものです。 

私たちは通常、私たちを二つの異なる方向へ引っ張る好き嫌いの感情に縛られており、

この両感情の興味深い側面、すなわち愛着は嫌悪を、嫌悪は愛着を含意するということ

について考えることがありません。両者は心における二つの異なる活動ではないのです。

一つの見地、心の姿勢が、二つの表現を持っているのです。 

心に抱く特定の事物に対する愛着、好きという感情は、その事物が存在する状況から、

愛着を生じさせる一因とならない要素が排除されていることを意味します。特定の状況

において何かが含まれるということは、その他の何かが排除されることを意味します。



 

26 

 

ですから「好き」と「嫌い」はコインの表裏のように一体であり、一方が同時に他方を

意味するため、片方だけでは不可能なものなのです。 

これも私たちの中で起きている内的な戦い、私たちを好き嫌いの方向へ引っ張る状況に

よる絶え間ない葛藤です。アルジュナもこのような人間でした。彼にも愛着と嫌悪があ

りました。マハーバーラタの物語は、さまざまな愛着と嫌悪による葛藤の描写にほかな

りません。 

真理の探求者は、マハーバーラタとバガヴァッド・ギーターの物語を通して人生の教訓

を与えられるのです。論理的な思考力に混乱があると適切な理解が得られず、人間社会

を含む外の世界との適応が不十分になります。ちょっとした対立状況でバランスが崩れ

てしまうのですが、それは人間関係が内的な推進力である普遍的な三性質、サットヴァ、

ラジャス、タマスの外面的な姿でしかないからです。 

個人的な好き嫌いの背後にも宇宙的な意図があります。私たちが好き嫌いのもつれを避

けられないのは、私たちが人間状況の根底にある宇宙的な意味と私たちとの関係を理解

していないからです。私たちは常に「私には好きなものがある」、「私には嫌いなもの

がある」と感じますが、なぜそのような好き嫌いがあるのかは分かりません。なぜ、あ

る物を好み、ある物を嫌うのでしょうか。考えつく理由はすべて全く感情的なものです。 

しかし、この世界は感情で成り立っているのではありません。この世界は論理的に構成

されており、宇宙の構成要素はすべて科学的に配置されています。そして、私たちの外

面的な行動および内的な思考や感情、私たちが持つあらゆる関係は、私たちがその一部

である究極の構造が左右しています。 

より大きな枠組みにおける人間の関与について掘り下げて考えることができなかった

のが、人間アルジュナが犯した間違いでした。私たちとこの世界の事物との間に、表面

的な関係以上のより深い関係があるとは想像しがたいのです。子と親は関係しており、

友人との間にも関係があります。これは私たちが目にする外面的な関係です。しかし、

これらの関係は形而上学的に左右されるものであり、敵味方なく特定の人に便宜を図る

こともない非個人的な統治機能により、宇宙的に構成されているものなのです。 

それは敵も味方も持たないコンピュータのようなものです。すべては、私たちが、どの

ようにその仕組みを操作するか、何をインプットするか、どのように働きかけて、それ

との関係においてどのような行動をするかに掛かっています。私たちの行動がシステム
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の仕組みに要求されることにそぐわないきには、予期していなかった、望ましくない結

果が生じます。そして、コンピュータと呼ばれるシステムの仕組みにこの予期しない結

果の原因があるのではなく、私たちが犯した間違い、私たちとそのシステムとの関係に

おける誤り、システムの仕組みを理解していないことが原因です。 

アルジュナも私たちも容易にこの状況を理解することはできません。そのため私たちは

日々歓喜の声をあげたり、悲しみに落ち込んだりする状況を繰り返しているのです。「愚

者は日々さまざまな状況で喜びを経験し、またさまざまな状況で悲しみを経験する」と

はマハーバーラタの結びの文章です。 

この世界で喜びや悲しみを見出すのは賢者ではなく愚者なのです。この世界は私たちに

喜びをもたらすためのものでも、悲しみをもたらすためのものでもありません。先述の

たとえのように、コンピュータには私たちに満足や悲しみを与えようとする意図はあり

ません。コンピュータは非個人的なものであり、その働きの背後に感情的な意味はあり

ません。 

しかし人間には感情があります。理性と理解がすべてではありません。常に智慧の光に

浴しているわけではないのです。私たちには、ときに理性を欠いたように見える隠され

た衝動があります。科学的に説明できないために理性を欠いたように見えますが、最終

的には、この世界のものにはすべて理由があります。 

バガヴァッド・ギーターの第一章には、アルジュナを代弁者として真理の探究者が描か

れています。戦場は人生の活動の場です。私たちがこの世界でやりたいことが戦い、対

立であり、それらの状況にどのように対処していくかによって、私たちの英知が判断さ

れるのです。それらの状況とは、私たちと関係があるもの、私たちがしなければならな

いことのすべてです。私たちに要求される義務に優劣はありません。大きな機械に不要

なパーツはなく、すべてのパーツに役割があるように、この世界の事物にも優劣はあり

ません。人間的な意味のない宇宙的環境において、義務の比較は非常に不適切なもので

す。 

霊的修行者
サ ー ダ カ

は最初、霊性向上の熱意を持っています。修行者は皆、霊的な生き方を求め

ています。そして、霊的修行という考えが心に浮かぶや否や、何かに執着して何かを捨

てなければいけないという、言いようのない状況に陥ります。これが宗教や一般に知ら

れているスピリチュアリティにおける禁欲や放棄と呼ばれるものです。 
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一般的に霊性向上の生き方は、現在思い描いている理想に固執するために何かを放棄す

るという考えから切り離せないものです。霊的な理想を目指すとき、私たちは物事を二

つに分けて考えます。しかし、バガヴァッド・ギーターはこの種の放棄を教える聖典で

はありません。もちろんギーターは最初から最後まで、私たちを高い人格へと磨き上げ

る、燃えるような放棄の教えです。全面的に放棄の精神の重要性を説く聖典があるとし

たら、それはバガヴァッド・ギーターです。 

しかし、霊的生活は現実から逃避することではなく、自分が置かれている環境との調和

を図ることであることの重要性を説く聖典があるとしたら、ギーターを超えるものはあ

りません。自分が心に思い描いた神を求める気持ちが芽生えると、この世界に嫌気がさ

す、あるいは嫌気が差したと思い込むことがあります。それは一時的な状況が引き起こ

す気持ちですから、たいていの場合、やがては鎮まります。回る車輪のスポークが別の

位置に移動するように、私たちの理解、感情、物の見方は同時に変化し、それに伴い私

たちが目にする世界も変化します。 

私たちが、いつまでも同じものを好んだり、同じものを嫌い続けたりすることはありま

せん。年が経つと私たちの考えも変化し、愛着を感じていたものに愛着を感じなくなる

こともあります。忌み嫌っていたものについても同じです。このような気持ちの変化は、

進化のプロセスと呼ばれるものの中で、私たちの心が通過する状況と関連しています。

相対的なものであり、絶対的な状況ではありません。私たちが何かを完全に愛すること

はできず、また何かを完全に嫌うこともできません。 

これは病気や怪我が治癒するときに、時間の経過と共に日々違った感じ方をするのにも

似ています。これがアルジュナに起きたことであり、また私たち皆に起こることなので

す。私たちの感情は、私たちの哲学的あるいは霊的な合理性や主張に対抗できるほど強

力です。私たちの論理がどれほど哲学的に深遠なものであっても、私たちの感情がそれ

らに劣るものだと考えるのは間違いです。感情は論客として理性に負けないくらいの説

得力を持っています。 

そして、第一章に見るアルジュナの主張は、彼が以前持っていた気持ち、数日前の発言

を否定するものでした。直面する状況のために、それまで私たちを惹きつけた霊的修行

の理想、目的を否定するまでに至ってしまうことがあるのは、究極目的に対する理解が

十分ではないからです。人生を通して精神の合理性を保つことができないのは、私たち
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が克服しておらず、また正しく理解していないサットヴァ、ラジャス、タマスの影響で

す。 

放棄の精神で遠ざけたものが無視できなくなる状況がやがてやってきます。宗教的な放

棄は、それが真摯な探求心によるものであっても、たいていの場合、間違った理解に基

づくものだからです。私たちは五感からの情報に頼っているため、私たちが持つ神の観

念、霊的探究の概念、放棄の概念も五感の情報に左右されています。 

私たちに痛みや悲しみをもたらすもの、そして私たちが考える真理探究の目的に調和し

ないと思われるものが、放棄するに値するものと見なされます。人や事物が放棄され、

この世界は執着の場と見なされるのです。この世界を、一刻でも早く逃げ出さねばなら

ないサタンの活動の場と呼ぶことさえあります。 

私たちが持つ神の観念は感覚的なものです。このテーマを深く掘り下げてみると、私た

ちが考える神の本質は、感覚認識から切り離せないものであることに気づくはずです。

理想の神、あるいは霊的な理想を具体的な物質として認識することはできないかもしれ

ませんが、感覚的世界とは必ずしも物質世界のことを意味しません。感覚の世界とは意

識の特殊なあり方です。 

私が感覚世界と言うとき、それは必ずしも物質界や五感によって接触可能な物体を意味

していません。それは、意識が客観性と主観性に二分される意識の奇妙な在り方であり、

認識する主体から知覚対象を切り離し、両者の間に有機的な関係はないと固持すること

なのです。 

感覚活動の場は、感覚認識の対象が、認識する主体とどのような有機的な繋がりや意味

も持たないように見えるものであり、そのため私たちは自分自身が何の影響を受けるこ

ともなく、何かを心から愛したり心から憎んだりすることができるのです。自身が何の

影響も受けずに、愛したり、憎んだりしているように見えます。これが五感の働きです。

しかし、どのような愛情も憎しみも、主体に何らかの影響を与えます。なぜなら、五感

の主張とは異なり、この世界は分離した主体と客体で構成されているわけではないから

です。 

ですから、アルジュナが参戦したマハーバーラタの戦いは単に敵軍との戦いではなかっ

たのです。アルジュナの戦場はより広大なものであり、アルジュナの心はその戦場から
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抜け出すことができませんでした。この状態に関して、第二章、第三章でクリシュナが

指摘します。 
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第四章  無限を求めて 

バガヴァッド・ギーターは一般によく知られている書ですが、普通の人を対象とした書

ではありません。ギーターの教え、倫理原則、究極の目的は、欲望や野心、偏見、そし

てさまざまな慣例のある世界に生きる人間の普通の考え方に適合させるのが難しいも

のです。ギーターが示す全く異なる人生観は、通常の私たちの考え方を根底から揺るが

します。ギーターの教えについて深く考えれば考えるほど、その教えを私たちの日々の

生活の指針とすることの難しさを感じるようになります。しかし、生きる上での指針に

せよというのがギーターの意図するところです。 

第一章にみるアルジュナの主張は私たちの主張です。それは肉体および肉体に関係した

ものすべてを現実と捉え、また五感が呈する情報がすべてであるとする、人の心の論理

です。五感、経験に基づく理解および論理的推論が、この世界で知識を得るための道具

です。これらの道具を用いて私たちは事物の価値を判断しています。五感以外にも理解

や論証という能力があるように見えますが、実際には理解や論証能力は五感を補助する

役割しか果たしておらず、五感が知覚によって集めた情報を正当化するだけで、新しい

知識を私たちに与えてくれません。 

私たちの理解は、五感による感覚と知覚作用で得られる知識を超える知識を与えてくれ

ません。私たちが感覚的な現象世界に生きていると言われるのはこのためです。そして

残念なことに、私たちの理性も、その特性をふまえて慎重に働かせないと、五感による

経験的判断に協力し、五感の言い分に黙従するだけのものになってしまいます。アルジ

ュナの主張はそのようなものでした。そして私たちも、自分の感情を正当化し、是が非

でもその要求を満たそうとするときに、同様の主張をするのです。 

マハーバーラタの叙事詩としての表現と物語を別にして、ギーターの教えの裏に隠され

た主要な霊的メッセージを考慮すると、アルジュナが自身の理由を口実に武器を手に取

ることを躊躇するのは、真理の探究者が現実世界の本質に取り組むことへの躊躇を示し

ていることが読み取れます。私たちは五感、感情、伝統、社会的偏見にふさわしい神を

求めています。私たちの現実および人生の目的はこれらの感情に左右されており、私た

ちは五感に照らし出された理解の観点で見出した目的を追い求めているようです。 

私たちは各々が、この極めて重要な問題について考える必要があります。私たちが考え

る真理探究の理想、あるいは神の実現への想いは、見かけほど確かな根拠に基づくもの
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ではないかもしれません。より高次の理解と理性によって厳しく試されるとき、霊的理

想の探究という建造物は崩れ落ちるかもしれません。そのとき、個人的欲求と野心とい

う流砂を真理探究の論拠にした私たちの愚かさが明らかになるのです。 

経験的な喜びを一言で言うと、肉体としての存在と自我の肯定、そして肉体と自我に関

連する社会関係に従うことです。私たちは、私たちの欲望を満足させるふりをするだけ

で実際には満足させることのない一時的な世界に生きる人間です。しかし、この見せ掛

けを私たち真実だと信じています。そして、この感覚世界が与える見せ掛けの約束の正

当性に立脚し、また、五感が描く世界そして私たちの感情が必要と見なすものに満足し

ているのです。 

私たちは、常にあからさまに感情的だというわけではありませんが、基本的に感情の生

き物です。そして個体としての存在を許容しない大いなる存在という観点において、個

体としての私たちの存在は最終的に理に合わないものなのです。私たちは、この世界の

すべてを犠牲にしてでも独立した自己の存在性を保ち、完全なる満足を得たいという欲

望を隠し持っています。これを明確に意識することはないですが、本質的に人間は利己

的です。人間のみならず万物に当てはまることかもしれません。 

私たちには肉体的存在を維持したいという強い欲求があります。そして、死の恐怖が恐

怖の最たるものであり、生命への愛着が愛着の最たるものです。自己の生命に対する愛

着と自己の死に対する恐怖の両者は互いが他方を含意し、定義づけ、そしてどちらの感

情も、体が私たちのすべてであり、体が私たち自身であると、私たちが考えていること

を裏付けるものです。 

社会関係は、実質的には心的な接触と歴史の進展における自然界の現われへの適応とい

う特徴を持った肉体関係なのです。私たちは、理解不能なこの世界のプロセスの中で何

とか適応して生きています。自然界に適応するだけではなく、心に大きな負担をかけて

周りの人たちとも適応しています。それはただならぬ苦労です。この骨の折れる外の環

境への適応が必要とされる暮らしに慣れているため、私たちは、その苦労をある種の喜

び、満足だと誤解しています。慢性化した病気を正常な健康状態だと勘違いしているの

です。 

人は存在
b e i n g

しているものではなく、生成
becoming

しているものだと言われます。一刻たりとも同じ

状態を保つことなく、常に変化しているからです。お釈迦さまも諸行無常という素晴ら

しい教えを説きましたが、すべては連鎖の一環でしかありません。あるのは出来事の連
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続であり、そこに真の存在はありません。私たちの本質が移り変わる宇宙であるとした

ら、私たちに真の存在はありえません。仏教哲学者が自我を否定したのは、おそらく、

このような理由によるものでしょう。もちろん、この世界についての理解が乏しい私た

ちが考える、移り変わる自我、経験世界の自我のことです。 

私たちは自分が、心と体が一つになった精神物理的な存在であると考えています。しか

し、自然の法則に従って変化し、それゆえに生と死を持つ、このような自己を真の自己

と考えることはできません。途切れることなく続く万物の生と死を進化のプロセスと呼

びます。事象が続いていくとは、一つの事象の死と別の事象の誕生を意味し、それはす

べての事物は有限であるということを示しています。 

それが物質的であれ概念的であれ、有限のものはすべて他の有限と一つになることで自

己の有限性を克服しようと駆り立てられます。二つの有限が合わさることで無限になる

と勘違いしているのです。二つの物体が一つになることで有限性に終止符を打つことが

できると思うために物を愛するのです。 

しかし、有限を二つ合わせても無限にはなりません。それどころか、何万個の有限を一

つにしても有限にはなりません。無限は超越的実在であり、有限を説明するように表現

できる特性のものではないからです。無限は数学的法則によって測定できる質量ではあ

りません。しかし、私たちの感覚は時空間の数学的な働きをします。論理学の論理は最

終的には数学的なものです。 

私たちは現象世界のぬかるみにはまっており、混濁した理解の中で、この世界の制約を

受けながら真理を探究し、この世界を克服しようとしているのです。この世界の有限性、

生命の有限性を克服したいという私たちの想いを方向付けているのは、この世界そのも

のです。ゆえに、私たちはいつまでたっても同じ結果しか得られない、延々と続く悪循

環から抜け出すことがでません。アルジュナの主張もこのような堂々巡りの主張でした。 

私たちは、この世界に関係した目的のために神を愛しています。無限を求める心の後ろ

にも、世界を超越し、肉体的存在の有限性を克服したいという欲求が隠れていますが、

私たちが無限を切望するのは有限性を正当化するため、あるいは五感が現実だとみなす

私たちの願望を肯定するためのように見えます。そして社会的価値、精神的および肉体

的価値が神の実現を影響する要素となるのです。 



 

34 

 

私たちは人々のため、自然界のため、私たちの肉体および利己的な満足のために神を愛

しているように見えます。アルジュナは驚くことに人生の戦いに思いとどまりましたが、

人生の戦いとは、様々な個人的あるいは非個人的な関係を擁するこの世界との戦いに他

なりません。 

さて、この「関係」の意味を理解するのが最も難しいことです。皆この言葉はよく知っ

ています。「私はあなたと関係している。私はあなたの兄弟であり、あなたは私の兄弟

だ」、これも一つの関係ですが、私たちは「関係」の本当の意味を理解せずになんとな

くこの言葉を使っているだけです。関係を理解するのが難しいのは、どういうわけか関

係づける両者がつながらないからです。私があなたと関係しているというとき、関係し

ているという意味をうまく説明することができません。それは単なる言葉でしかなく、

哲学的正当性はありません。 

私とあなたが関係していると言うとき、それは私があなたと同一だという意味ではあり

ません。A と B が関係しているとき、それがどれほど緊密な関係であったとしても A
が Bと同一だとは言えません。Aと Bに違いがなければ Aと Bが関係を持つことはで

きないからです。A が B と違うものでなければ両者が関係を持つことはできず、二つ

は同一ということになり、A と B の二つに関係があるという話にはなりません。しか
し両者が本当に異なるものである場合にも、両者が関係を持つことはできません。違い

があってもなくても関係が持てないのです。ですから、関係とは不可思議なものなので

す。 

この世界は、私たちの人生を支配するこの途方もない神秘のために謎なのです。これが、

哲学者がマーヤと呼ぶものですが、通常「非実在」や「幻影」と訳されています。それ

は私たちを完全にコントロールしているにもかかわらず、私たちにはまったく理解不能

な神秘です。したがって、このような関係に基づく論理は破綻します。なぜなら、事物

間の関係が最終的には正当化できないのであれば、関係に基づく論理の妥当性を正当化

することもできないからです。 

しかし、この理解不可能で生きていくこともままならない非常に困難な世界ですが、そ

れでも私たちを生きることへと駆り立てる何かがあります。たとえ地獄のような世界で

あっても、私たちは生きたいのです。なぜ地獄であっても生きたいと願うのか。その理

由は、私たちの中にある、現象世界に属さない、現象的な心や理解、理性では理解する

ことができない神秘的な何かにあります。 
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私たちは内側からの声と感覚世界との間にいて、同時に別々の方向に引っ張られて動き

がとれない状態です。神の実現のために霊的修行の道を進もうとする求道者は、複雑な

世界と社会関係が作り出す困難に直面しています。父との関係、母との関係。兄弟との

関係。弟子や導師
グ ル

との関係。その他さまざまな関係があります。 

これらはすべて関係を表したものですが、絶対的存在に関係はありません。絶対的存在

を求めるということは、非関係的な存在を求めるということです。しかし、私たちの存

在は関係世界に強固に縛り付けられているため、絶対的存在の探求においても関係とい

う観点で解釈してしまう恐れがあります。霊的修行の道にもこのような危険があるので

す。絶対的存在、神の実現、あるいは解脱への想いでさえも、感覚的体験および利己的

な満足の型にはめられてしまう危険があります。 

不滅の存在への想いは、「個人」として永遠に存在したいという想いに解釈されてしま

う可能性があります。人は神の実現によって個人の人格が消え去るのだという考えに恐

怖を抱きます。私たち自身が無くなるのであれば一体何が残るのだと、そのような考え

を否定する哲学もあります。探求者自身が存在しなくなるのであれば、いったい探求者

は何を求めているのかというのです。この恐ろしい状況は、私たちを心の底から揺さぶ

り、肉体的存在と社会関係という心地よい環境に私たちを引き戻します。 

そうするとマハーバーラタの戦争は起こりません。アルジュナは言います。「私は戦わ

ない。ビーシュマ祖父様がいる。私の師ドローナがいる。先祖を同じにする従兄弟たち

がいる。皆に同じ血が流れているのだ。敬愛するビーシュマ祖父様に矢のねらいをつけ

る以上に恥ずべき罪はあるだろうか。子供の頃、祖父様の膝上で話を聞いたというのに。

そして、社会的価値を破壊し、血縁関係にあり私を頼っている者たちに悲しみと苦痛を

もたらそうとすること以上の罪があるだろうか。この美しい世界、価値ある世界に弓を

放たねばならないというのか」。 

私たちが生きる人間社会は確かに有意義なものであり、今日私たちは人間社会以上の価

値を他に見いだせません。私たちが休みなく働く、あるいは勉強するのは人間社会のた

めです。人間社会のことしか私たちの心にはありません。私たちは組織を運営する、あ

るいは、精神的指導者がいたとしても、すべては人間社会のためであり、ねこやネズミ、

トラ、木、山のためではありません。私たちの関心は人類に関することのみです。蛙は

蛙のみに愛情を注ぎ、国連を作ったとしても、それは蛙のための国連です。 
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知性を誇りにする人間も所詮はちっぽけな存在であり、アルジュナの主張は偉大なクリ

シュナを前にして空しく響きます。「何を言うか！君ともあろう者がそのような泣き言

を口にするのか！見損なったぞ。この期に及んで、そのようなことを言うとは。家族、

親戚、家、財産を放棄し、神実現の道を歩む者が人間という観点、個人の永遠という観

点、そして自然界の価値という観点でしか話すことができないとは。神に到達しても、

この世界と同じ喜びを享受したいのか」。 

ある高齢のスワミから聞いた話があります。バガヴァッド・ギーターに直接関係はあり

ませんが、ユーモアのある興味深い話です。ナーラーヤナ（ヴィシュヌ神の化身）とラ

クシュミ（ヴィシュヌ神の神妃）がヴァイクンタ（天界）にいました。全世界を見下ろ

していたラクシュミが、泥だらけになり、ごみをあさっている一匹の豚を見つけます。

ラクシュミは豚を哀れに思いナーラーヤナに言います。「あなたが創造した世界はなん

という世界でしょう。お望みならば今すぐに救済することができるのに、なんと無慈悲

なことでしょう。あの可哀想な豚を見てください。ヴァイクンタに連れてくることはで

きないのですか。なぜ泥まみれの哀れな状態なのですか」。 

ナーラーヤナは答えます。「豚はこちらに来たくないのだよ。豚が望んでいないのだか

ら、私になにができるのだ？」。「楽園のヴァイクンタに来ることを望まない者がいる

でしょうか」とラクシュミは言いました。「しかし、本当のことなのだ」とナーラーヤ

ナ。それに対して「この素晴らし天国ヴァイクンタに来ることを拒む者がいるなんて信

じられません！」とラクシュミ。するとナーラーヤナは、「ではヴァイクンタに来るよ

う、豚に使いを送ってみなさい」。 

使者として聖者ナーラダが豚の所へ出向きます。「友よ、ナーラーヤナがヴァイクンタ

へお呼びだ」。豚は、「ナーラーヤナ？どこのナーラーヤナ？ヴァイクンタというのは

何処？なぜ私の邪魔をするのだ」と答えます。「邪魔をしているのではない。なぜここ

で苦労しているのだ？」とナーラダ。「苦労だって？誰も苦労などしていない。幸せに

生きている。家族もいるし、何も問題はない」と豚。「しかし、泥沼での生活ではない

か。ナーラーヤナが住むヴァイクンタは天国だ。そこでは永遠の命が与えられるのだ。

甘露が飲めるのだ」。「甘露？甘露ってなに？」。「お前を不老不死にする素晴らしい

飲み物だ」とナーラダ。「よく分からない。奥さんに聞いてみる」と豚。 

豚は奥さん豚の所へ行き、「ある人が来て、ヴァイクンタとかいう場所のナーラーヤナ

という人が、幸福になれるから、こちらに来なさいと言っているそうな。どう思う？」
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と聞きます。それに対して奥さん豚は、「私たちが食べる毎日の食事は大丈夫なの？」

と聞きます。豚はナーラダの所に戻り、「ヴァイクンタでも、ここで食べているような

食事ができますか」と質問します。ナーラダは驚き「この汚い食べ物をヴァイクンタで

も食べたいと？このような食べ物はヴァイクンタにはない。あるのは神の甘露だけだ」

と言います。すると豚は、「それなら私たちのことは放っておいてくれ。私たちの食事

さえも用意できない？ヴァイクンタで飢え死にしろとでも言うのか。そのような所へは

行きたくない！お引き取り下さい！」。 

ヴァイクンタに戻ってきたナーラダは、ナーラーヤナとラクシュミに、「申し訳ありま

せん。豚はヴァイクンタには来たくないと言っております」と報告します。ナーラーヤ

ナはラクシュミのほうを向いて、「だから言っただろう」と言いました。 

これは単なる笑い話ではなく、私たち皆に関係にすることです。神についての私たちの

理解、そして解脱についての考えもこのようなものなのです。エデンの園でも、神と共

に今と同じような暮らしをしたいと思っていませんか。それとも神の存在に吸収されて

消えてもよいと考えていますか。なんと恐ろしい考えかと思うのではないでしょうか。 

誰しも肉体としての存在に根本的な愛着を持っており、私たちが考える永遠の生命とは、

今の暮らし方のままで長い間存在することなのです。ただし、日々克服しようとしてい

るさまざまな痛みがないことを願っています。自我の欲望を満たせるよう、すべて自分

の自由にしたいと願っています。 

アルジュナの主張の根拠となっている執着は、バガヴァッド・ギーターでクリシュナが

説く霊的教えの対極にあります。もちろん、アルジュナにはすべてを放棄する心の準備

も出来ていました。アルジュナは、「私はすべてを放棄して托鉢僧になる。霊的な生き

方と信仰に要求されるのであれば、私はその準備ができている」と言いました。 

私たちは真理探究をするのだと決めると、突然「私は父や母、その他の人間関係を放棄

する。この世界は関係ない。神を探究するのだ」と言います。そして、世界中をあちら

こちらと放浪し、世俗世界を放棄した気持ちになるのです。 

バガヴァッド・ギーターが説く放棄とは、このような放棄のことではありません。単に

今の暮らしを捨ててヒマラヤに行くことではありません。ギーターの教える放棄は全く

異なるものであり、誰でも容易に理解できることではないのです。もし容易に理解でき
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るものであったならば、霊的探究の道において、毎日これほど間違ったことをしていな

かったでしょう。 

アルジュナが理解できなかったことを私たちが理解できるでしょうか。私たちは霊性向

上を求める生き方の真の意味を知ろうと懸命に努力しているのですが、どういうわけか、

相変わらずの思考しかできません。この世界と神との関係、私たちと神との関係、そし

て私たち一人一人の関係を正しく理解することができません。そして神、世界、魂とい

う三つの原理について扱うのが形而上学であり、これらの原理の内的な関係を理解する

のが真の哲学、あるいは昨今では存在論と呼ばれているものです。 

しかし、これら根本原理の内的な関係を理解しようとする努力においても、その理解に

基本的な間違いがあるため、私たちはこれらの原理を理解できません。私たちは、自己

を正当化する自我の中心、今日の私たちと同じ「私たち」のままであり続けます。宇宙

の原理を理解できる状態に自己を高めようと努力しているにもかかわらず、状況は少し

も変わりません。 

神、世界、魂のことを考えてはみても、私たち依然として同じ人間のままです。私たち

の哲学は単なる言葉の寄せ集め、支離滅裂な考えの集まりでしかなく、最終的に私たち

に満足をもたらさない、期待はずれのものになってしまいます。それは私たちの議論が

哲学ではないからです。私たちは哲学の名を借りて自分の考え方を正当化し、個人的で

自己中心的な関係の世界へ神を引き下ろし、心理的、経験的、社会関係的等の私たちの

ニーズに応えさせようとしているだけなのです。 

私たちはアルジュナであり、霊の問題に面と向かうことができません。真の霊的探究の

要件という試練を受けたならば、皆そのような生き方の要件を満たすことなどできず、

自分は霊の道を歩める状態ではないと感じることでしょう。私たちは皆、自分は信仰に

生きていると心で自己満足している呑気な人間なのです。しかし、神の本質が要求する

もの、および神、世界、魂の内的な関係に私たちの世界観が同調しないかぎり真の宗教、

真の霊性はありません。 

現在の私たちの考え方と神、世界、魂の内的関係の本質との間に調和がなくてはなりま

せん。完全な調和を達成できないとしても、少なくとも調和を達成しようとする傾向を

持った思考をしていなければなりません。そのような方向へ一歩でも踏み出せば、それ

は正しい方向への一歩であり、素晴らしい成果なのです。ただし、個の中に普遍性が植

え付けられなければなりません。私たちの心に神が降りてこなければなりません。少な
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くとも実在のかけら、実在の火花が私たちの中になければなりません。そのときはじめ

て、私たちは霊の道を歩んでいると言えるのです。 

霊的な生き方とは神の道、絶対的存在の道であり、宇宙真理の道です。絶対的存在に接

触、到達していなくとも、あるいは完全に理解できていなくとも、少なくともその方向

へ進んでいるのが霊的な生き方です。ヒマラヤの聖地バドリナートの方向へ 1センチで

も進めば 1 センチだけバドリナートに近づくのです。しかし、デリーの方向へ進めば、
それは正しい道を歩んでいるとは言えません。ですから現象世界での暮らし、肉体とし

ての存在、本質的に個人的で自己中心的な社会関係を正当化する思考を霊的な生き方の

要件を満たすものだと考えることはできないのです。 

霊的な生き方に要求されるものを理解するのは容易ではないかもしれませんが、少なく

とも、その生き方を追い求めていなくてはいけません。よって、表面的な一部分しか見

えず、理解することも不可能な多くの階層を持った私たちの欲望世界、自身の精神的特

性の徹底した調査が必要です。 

私たちは欲望の深層を知りません。心理学者や精神分析医たちは人間の心のより深い部

分を理解しようと努力してきました。私たちが持つ欲望の世界です。顕在意識で顕著な

欲望のために、隠れた深層心理の世界など存在しないように見えますが、それは確かに

存在し、いずれその存在を知らしめるようになります。これがフロイドなどの精神分析

医が宗教は幻想であると考えた理由の一つです。 

もし宗教が隠された欲望が社会的な敬虔および価値観の適合という形で表される自己

満足の精神状態であるならば、宗教は幻想でしかないでしょう。しかし、ほんの少しで

も普遍性が個体としての私たちの存在に入ってきたならば、それが真の宗教であり、真

の宗教に欲望の世界や心理学的見解は関係ありません。 

大衆が信じる宗教、人間関係に鑑みて実践される敬虔な宗教的生き方がある一方で、バ

ガヴァッド・ギーターが教える真の神の宗教があります。これが本章の冒頭でギーター

の教えは普通の人を対象としたものではないと言った理由です。 

ギーターの教えを理解するためには、非常に高い集中力および私たちの全人格が要求さ

れます。ギーターの教えは、あらゆる所にいかなる時点にも存在する全てを包含する神

の化身が授けた教えであり、そのような状況に自己を同調することで、ギーターの教え

が意味すること、真の意義を吸収できるのです。 
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第五章  必滅の人間と不滅の魂  

バガヴァッド・ギーターの第一章は、論理的な理解と真摯な探求心を持った求道者であ

っても、いずれは直面するであろう基本的な困難を指摘しています。私たちは、真理探

究の道を歩み始めた初期の段階には人格の奥深くに潜む、目には見えない、日々の暮ら

しと直接関係していない問題に十分気づくことができません。私たちには肉体としての

存在に限定される顕在意識の人格とは別に、無意識の人格があります。そしてこの無意

識のレベルの方が、その一部の現れである肉体意識と社会関係の意識よりもより多くを

包含しているのです。 

私たちを密かに不安にしている様々な恐れというものがありますが、私たちが顕在意識

のレベルで行う活動の多くは、それらの密かな恐れを考えないようにする試みです。そ

してそのような恐れなどないと思い込むのです。私たちは、これらの恐れに対する一種

のはけ口あるいは中和する力として、さまざまな活動に忙しくするのです。心理学では

これを 防 衛 機 制
ディフェンス・メカニズム

と呼びます。自分の中で作り出した心的な機制
しくみ

によって自分を守っ

ているのですが、結局それは自己欺瞞ということになります。 

これは、危険を感じると砂の中に頭を隠すダチョウと同じです。砂の中に頭を隠すと外

が見えなくなり、外が見えなくなると問題もなくなったと考えるのです。これはダチョ

ウだけが取る手法ではなく、解決できない問題に直面した人間が取る心の姿勢も同じも

のだと言えます。 

問題はそのほとんどが無意識にあり顕在意識にありません。問題が存在していること自

体に私たちは気づいていません。私たちは五感が飽満状態の感覚世界で安楽に暮らして

いますが、そのために将来通過しなくてはならない厳しい深淵について無知の状態を強

いられています。 

私たちは、私たちの未来に待ちかまえているもの、明日にも起こり得ることさえ気づけ

ないほど、衝動的な五感の活動に完全に洗脳されています。それは、もし将来直面しな

ければならないことに目覚めたなら、恐怖心でその後生き続けることが出来なくなって

しまうかもしれないからです。自然は私たちがそのような状態に陥ることを望んでいま

せん。したがって母なる自然は、すべての秘密を同時に明かすことはなく、一つずつ小

出しにするのです。 
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マハーバーラタの戦いという途方もない対決を目前にして、英雄であるはずのアルジュ

ナがそれまで意識することのなかったものが表面化したのです。それまで気づくことが

なく、思いもよらなかった恐怖がアルジュナを捉え、アルジュナの人格を完全に変えて

しまったのです。もうそこに以前のアルジュナはいませんでした。深刻な状態に遭遇す

るとき、私たちの人格は一瞬にして別のものになることがあります。瞬時に全く異なる

人格に変化してしまうことが可能なのです。そして、私たちの中にはあらゆる人格が秘

められているために、どのような人格にも変化できるのです。 

存在しうるあらゆる人格が私たちの中にはあり、特定の状況下でそれらが表面化します。

すべては、どのような状況がきっかけになるかとういうことであり、まるで『アラジン

と魔法のランプ』のジーニーのように、異なる人格が出てくるのです。 

ただならぬ恐れがアルジュナの心を圧倒しました。私たちも同じような恐怖に圧倒され

るのです。もうすでに、そのような状況にいる人たちもいるかもしれません。霊の道を

歩み始めると、さまざまな疑念が私たちの心を苦しめるようになりますが、それは霊的

な生き方について適切な訓練を受けていないために、霊に関する基本的な誤解をしてい

ることが原因です。 

聖典や経典の勉強をして、あるいは師の説法を聞いたことで神の愛への熱意に燃えてい

ても、将来そのような熱意が続くとは限りません。心に深く根ざした確信がなくてはな

りません。そして、心と頭が北極と南極のように乖離していると精神器官が不調をきた

し、私たちの人格がばらばらになってしまう危険があります。そうなると、最初にあっ

た熱意をも失いかねません。これが神秘主義や宗教、霊的な意味での「堕落」と呼ばれ

るものです。 

このようなことが起きるのは、私たちが私たち自身について正しく学んでおらず、感覚

認識や社会関係に基づく誤った自己認識をしているからです。霊の道を進み、ある程度

高い段階に達してから生じうる疑念は数多くあります。そのような疑念のいくつかがア

ルジュナの心に生じた疑念としてギーターの第一章に描写されています。 

アルジュナは大きな困難をいくつか抱えており、それらをクリシュナに提起したのでし

た。アルジュナが直面していた戦争は、自然界および外の社会に直面する探求者の戦い

です。「この戦いに挑むのは間違いではないのか」。このような疑念が心に生じる可能

性があります。「熟考を怠り、大きな間違いをしているのではないか」。年を取るにつ

れて、これらの疑念が生じることがあります。 
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「私が今求めているもの以外に何か別のものがあるのではないのか。私は、人間社会、

人間社会と自分との関係、およびこの世界全体について考えた結果、必要とあらば衝突

も避けられないという結論に達した。霊的な勝利のためには、彼らに打ち勝ち、放棄し、

鎮圧しなければならないと考えた。しかし、これは正しい考え方なのだろうか。私たち

を支えてくれた恩義がある人たちと戦争で対峙できるのだろうか」。 

倫理、道徳というものがあります。礼儀や美徳、人を思いやる気持ちというものがあり

ます。これらはすべて戦う戦場での精神とは異なるものです。私たちは感覚世界におけ

る関係を尊重し、協力的であるべきなのでしょうか。それとも戦うべきなのでしょうか。

この世界、人間社会に対する私たちの姿勢、精神はどのようにあるべきなのでしょうか。

物事を受け入れる精神と戦いの精神とは異なります。人間社会は武力を用いて鎮圧され

るべきなのでしょうか。それとも、このような姿勢は間違っているのでしょうか。 

アルジュナは問います。「私は間違いを犯そうとしているのではないですか。兄弟や甥、

親戚の者たち、祖父母、師を敵として戦わねばならないのですか。世界は私たちの敵な

のですか。敵意を持った環境として人間社会と接しなくてはならないのですか」。これ

が一つの困難です。 

また、「そのような行動の前例を作れば、当然他の人たちもそれに見習うでしょう。世

界がこのような行動をしたならば、社会全体がカオス化してしまい、人間の価値観が破

壊され、天地創造の目的に反することになります。これは罪ではないのですか」。この

ような疑念が心に生じることがあります。アルジュナの疑念でもありました。「勝利の

名において、理想を追い求めるという名目で、それを正法
ダルマ

、正義と呼び、人間社会に無

秩序をもたらせというのですか」。 

さらにもう一つ別の困難もあります。この戦いは必ず勝利できるものなのでしょうか。

この世界は強大で、人間社会は非常に複雑です。必ず勝利者になれると確信できるので

しょうか。敗者になる可能性はないのでしょうか。自然の力に圧倒されたり、社会の倫

理に打ち負かされたりするかもしれません。自分が立たされている状況のさまざまな側

面を考えて、これは間違った試みに思えるとアルジュナは言ったのです。今一度考え直

すべきなのではないかと。「少なくとも私には、このような戦いに臨む考え方自体に基

本的な誤りがあるように思えます」。アルジュナは「私は何もしません」と言って、努

力、熱意、探求心という武器を投げ捨て、感情的で五感の満足に支配される普通の人間

のレベルにまで戻るのです。 
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バガヴァッド・ギーターの第一章に言葉少なに書かれている困難は、読者を楽しませる

ための単なる演出ではなく、人間の本質に関わる困難です。特定の人だけが直面する困

難ではありません。人間ならば誰もが通らなければならない段階なのです。外の世界お

よび人間社会との関係において、損得の観点で物事を考えることはしないと言える人が

いるでしょうか。私たちは自然世界および人間関係と複雑な関係を持って生きています。

このような状況に神はどのように関係してくるのでしょうか。 

人間の思考の歴史において、神の概念は私たちに恐れを抱かせるものでもありました。

そしてまた、人の数ほど神の観念もありました。神の存在を確信するに足りる証拠がな

いとして、神の存在を否定する人たちもいます。 

私たちの論理はすべて感覚に基づくものです。哲学の論証は現象的な論証であり、現象

の背後にある本体あるいは超越的存在に触れることはできません。超越的存在を感覚に

根ざした理性の道具によって実証することは不可能だからです。不可知論者といわれる

人たちがいます。神は存在するかもしれないし、存在しないかもしれない。神がいたと

しても、現在の私たちに与えられた能力では知り得ないという考えです。 

しかし、アルジュナの心を苦しめていたのは、より深刻な困難でした。やがて私たちの

心にも同様の困難による不安が忍びこんできます。霊的探求者を悩ます不安の原因は、

霊的探究で成功できるのだろうかという疑念、実践している修行方法が正しいものなの

かという疑念、この世界と人間社会に対する義務についての疑念、そして最後に、自己

実現に到達できたとしたら、そのとき自分はどうなるのかということに関する疑念です。 

これらは普通の疑念ではありませんが、誰もがある程度持っている疑念かもしれません。

そして、神はすべてであり、神を経験するとは、神以外のすべてが無くなることを意味

するのだと聞かされるほど、自我にとっての恐怖はありません。 

誰も個としての存在がなくなる状態を想定してはおらず、そのような状態とはできるだ

け距離を置き、先延ばしにして可能性に目をつぶりたいと考えます。自己を失うこと以

上の恐怖はありません。広大なる神の御胸の中であっても自己を失いたくはありません。

甘露の海であっても溺れたくはないのです。バガヴァッド・ギーターの第一章の要旨と

は、それまで持っていた求道心の断念です。何年も霊的修行をした後、挫折あるいは幻

滅のために昔の生き方に甘んずるようになることがあります。 
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同じ困難に直面する霊的探求者にもいくつかのタイプがあります。霊的探究の生き方と

いう冒険を始めたときの、探求者の精神の明瞭さおよび目的意識の誠実さが異なるため

に、異なる道へと導かれるのです。すべてを完全に理解していなくとも、真理を探究す

る真摯な想いに偽りがなければ、この世界に秘められた力に守られて光明を見出します。

そして自然の摂理、世界の法、神の正義によって、クリシュナのような導師
グ ル

、師があな

たの前に現われます。 

霊的な道を歩み始めた初期の段階では、師の教えといえども、すべてを素直に受け入れ

ることが出来ないことがあります。師の教えに完全に従う心の準備ができていないので

す。ギーターの第二章で描写されているように、アルジュナの場合もそうでした。偉大

なる師クリシュナはアルジュナに「そのような態度は君らしくないぞ。この期に及んで

何を言うか」と言います。それに対してアルジュナは、「私は戦いません。何のために、

すべてを破壊して不運な結末にしかならない戦いをすべきなのでしょうか」と答えます。 

師は適切な指示を与えることで、弟子を徐々に導いていかなければなりません。能力あ

る師は生徒の心を理解し、生徒のレベルから指導します。これはソクラテス・メソッド

とも呼ばれます。生徒の心の花が自然に開花することが重要なので、師は生徒に自分の

考えを押しつけることはしません。無理矢理に開けたのでは開花にならないからです。 

クリシュナは「そうか。君は戦争の勝敗や社会の秩序が崩壊することなどを恐れている

のだな」と言います。論証や論理的アプローチには「議論領域」と呼ばれるものがあり

ます。論理学で使われる用語です。私たちは議論をするうえで、常に論理が働いている

領域を知らなければなりません。論理が使われている領域から、突然別の領域に行くこ

とはできません。 

私たちは、この世界の人間、人間社会の一員として論じることもできますし、形而上学

的な個体として論じることもできます。完全に社会的、個人的そして物質的あるいは肉

体的な問題を解くために形而上学的な議論を用いることはできません。同様に、社会的

そして経済的議論を用いて形而上学的な実体を理解したり説明したりすることはでき

ません。すべては、それが存在しているレベルで理解されなくてはなりません。 

アルジュナは議論を混同させる間違いを犯しました。アルジュナは一方では戦争による

死そして全てを失ってしまう恐れがありました。そのような結末になれば、戦争に勝利

するかどうかは問題ではなくなります。そのまた一方で、アルジュナには社会に対する

恐れ、社会連帯に必要とされる社会的価値を破壊してしまうという罪を犯すことの恐れ
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がありました。そしてまた、アルジュナは戦争の名において犯す罪によって自分がその

後どうなるかを理解でませんでした。 

人間の形而上学的側面は、経験的な側面と不思議な繋がりをもっています。第二章の冒

頭では、この二つの側面が考慮されます。私たちは霊的、形而上学的存在なのか。それ

とも社会的、現象的な存在なのか。クリシュナはさまざまな角度からこれについて言及

します。人間の基本的本質が議論されるのです。 

人間が持つ恐怖の一つに死がありますが、この疑問が第二章の最初に取り上げられます。

人間は本当に死ぬのか。死という現象についての分析がされます。誰が死ぬのか。死ぬ

とはどういう意味なのか。死は何かが完全に破壊されることを言います。何かが完全に

破壊されるというのは理にかなっているのか。死は恐れるに値するものなか。本当に何

かが破壊されるということはあるのか。 

破壊とは存在が消滅することであり、本当に存在するものを実在と呼びます。なにかが

本当に存在するとき、それを現象あるいは一時的なものとは呼びません。真に存在する

ものが消滅することはなく、消滅するものを実在と呼ぶことはできません。実在は存在

しているから実在なのです。非実在は存在しておらず、非実在に対して何らかの恐れや

疑念を抱く必要はありません。死ぬものも、実在か非実在のどちらかです。それ以外に

は考えられません。 

何か、あるいは誰かが死ぬと言うとき、その何か、あるいは誰かは実在でしょうか、そ

れとも非実在でしょうか。このような議論には明瞭な思考が必要です。死んだものが実

在であったと言うとき、そこには自己矛盾が起きています。実在であったならば、実在

が破壊されることはないからです。実在だと主張するのであれば、実在が存在しなくな

ることはありませんから、非実在にはなり得ません。 

したがって、存在するもの、実在するものが破壊されると考えることはできません。死

んだものが実在しないもの、非実在だというのであれば死というのは問題外です。すで

に非実在だと言っているのですから実在しないものが死ぬというのはありえません。そ

してまた、存在するものが破壊されるというのも同様に考えられません。存在している

ものを破壊することは不可能であり、破壊が可能なものを実在していると考えることは

できないからです。では一体何が死ぬのでしょうか。 
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私たちが死という現象を目にするのは、異なる視点を混同しているからです。あるもの

を別のものと重ね合わせる、このような視点の混同を哲学用語でアディヤーサと呼びま

す。対象から別の意味を読み取るのです。存在しているものが死ぬのではありません。

存在していないものが死ぬのでもありません。よって、なにが死ぬのかは誰にも言えま

せん。 

死のプロセスとは移り変わりのプロセスであり、なにかが「破壊」されることではあり

ません。状態が変化することを死と呼ぶのであり、それは宇宙の進化の法が必要とする

変化なのです。実際私たちは絶えず死んでいます。私たちの体細胞は常に変化しており、

生物学者は、七年間で体のすべての細胞が生まれ変わるのだと言います。体の細胞のす

べてが再生され、七年経つと私たちの体は全く別のものになるのです。 

それだけではありません。私たちは体の成長と共に日々変化してきました。赤ん坊から

大人へ成長してきました。しかし、その変化を気づくことはありませんでした。成長の

プロセスは感知できないものでした。成長が変化であるなら、なぜそれに気づくことが

できなかったのでしょうか。私たちは、絶え間なく変化する自分に気づきません。変化

はすべて知覚できるものであり、認識できるものです。しかし、私たちの成長について

言えば、私たちは変化していると感じませんし、変化に気づけません。それは、私たち

の中に変化しない何かがあるからです。私たちの中にある不可思議な変化しない存在が、

アディヤーサによって変化と呼ぶ状態に重ねられているのです。 

変化は状態であり物質ではありません。よって実在ではありません。しかし、人が死ぬ

ときには実際に大変な事が起こるように見えます。私たちは死という言葉自体を恐れま

す。私たちが死をこれほど恐れるのは、私たちの意識が霊的あるいは形而上学的、そし

て現象的あるいは一時的という二つの特性と一体化しているからです。両者は互いに結

びついています。 

私たちは二つのものを、二つの異なるものではなく一つのものとして見ています。一連

の事象、継続的な変化のプロセスは、私たちの本質である、目に見ることのできない単

一の存在を帯びています。私たちはその存在をアートマン、魂、意識等の名で呼びます。

私たちの中には破壊できない要素があり、それが有限であるものすべてに影響する変化

という状態と混同されているのです。 
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私たちは有限の世界におり、私たちの肉体的としての存在や独立した精神なども、私た

ちの有限性を表しています。有限は、本来の状態である無限に同調しようと奮闘します

が、この有限が無限と一つになろうとする動きこそが進化というものなのです。 

この世界のいつどこで起きていようとも、変化、変容、動きはすべて、有限が無限の方

向へ進もうとする衝動の結果生じるものです。有限性は不自然な状態であり、誰も永遠

に有限のままでいることはできません。不自然なままでいることはできないため、不自

然な状態は自らの状態を克服して超越し、徐々に無限の実現に向かっていく、より高い

段階へ拡大していこうとします。 

無限へ向かおうとする有限の特性が、転生、生と死の背後にある理由です。私たちが生

と死、輪廻転生、霊魂の再生、等の名で呼ぶものは、すべてを包括する無限に鑑みて、

万物に必要とされる避けられないことなのです。個別の人格をいつまでも維持し続ける

ことはできません。それどころか、私たちは二秒とさえ同じ人格であり続けることはで

きません。最終的に無限そのものに到達するまで、私たちは常に、より大きな達成の方

向へと変化し続けるよう駆り立てられるのです。 

しかし、私たちの意識はどういうわけか体と心の有限性に繋がれているために、私たち

の存在自体が変化したと感じるのです。そして、心が受け入れられる限度を超えた変化

が生じるとき、有限の形に完全な変化が生じるとき、自分の根本的存在が破壊のプロセ

スを経験していると感じるのです。 

変化には二つの種類があります。先述のように、赤ん坊から大人に成長する変化のよう

に毎日起きている変化と、私たちが通常死と呼ぶ変化です。私たちの有限性を構成する

要素が成長というかたちで変化しても、私たちはそのような変化を強く認識しません。

時空世界にある体と呼ぶ複合体が特定の形態を維持しているかぎり、感覚世界に住む私

たちの五感はその体を自己だとみなすからです。しかし、進化の過程の状況が、有限な

るものの形態そのものの変化を要求し、私たちが時空世界の一つの次元から異なる次元

に移るとき、それは完全なる人格の消滅だと感じます。 

死とは、私たちの世界が一つの時空世界から別の時空世界に変わることです。一つの時

空連続体から別の時空連続体に移るのです。この宇宙は一つの時空だけで構成されてい

るわけではありません。現在の世界は、ある特定の時空世界であり、私たちの体はこの

時空世界が必要とする条件と調和しているのです。 
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より高い次元への進化に伴い時間と空間のありかたが変化するとき、私たちは肉体を完

全に捨てて、新たな姿を身につけなければなりません。ただ、私たちの意識、魂は、特

定の肉体につなげられているため、一つの時空世界から別の時空世界へと移る変化を、

私たち自身が破壊されると感じ、死を恐れるのです。 

したがって死の恐怖は、宇宙が私たちに求めているものを理解していないために生じる

誤解です。死は私たちに与えられる罰ではありません。死によって私たちは学ぶのです。

バガヴァッド・ギーターは人間の死をとても分かりやすい例えを用いて説明しています。

私たちは衣服が古くなるとそれを捨てて新しい衣服に着替えます。古い衣服を捨てると

きに、何か大事なものを失ったとは感じません。 

肉体の死もこれと同様です。死によってなにかが失われると考えてはいけません。死は

必要なプロセスであり、人格が成長するための、より大きな価値のために、新しい生命

を得るためのものなのです。最終的に神の正義がすべてを支配し、宇宙の真理が自ずと

明らかになります。この世界におけるさまざまな経験は宇宙真理の現われです。人間の

歴史と通じて起こる変化はすべて、それがどのような変化であっても、宇宙の正義が要

求するものであり、生と死もその要求の一部なのです。 

クリシュナは言います。「アルジュナよ、君は悲しむ価値のないことで無意味に悲しん

でいるのだ。宇宙の表面的な事象の背後にある真理を知る者が、生と死の問題で悩むこ

とはない。君は、宇宙の法が要求することに照らして考えることができず、感覚世界に

意識が制限されているから悲しむのだ。したがって、戦いをすれば、そのために人が死

ぬことになり、望ましくない結果を招くという君の考えは正しくない」。そして、究極

の実在という観点にもとづく教えが続きます。 
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第六章  義務とは 

アルジュナに対するクリシュナの答は社会的、個人的、宇宙的、そして最終的には霊的

という様々なレベルから発せられるものです。私たちの問題は私たちの存在の深奥から

生じるため、あらゆる面から取り組まれなければなりません。病気の原因が単に肉体だ

けにあるのではないように、どのような問題にも多くの側面があります。 

経典の注解者や真の哲学を学ぶ者には、平凡な出来事についても、その状況のあらゆる

側面を考慮することが求められます。平凡で些細な出来事に見えても、すべての出来事

は宇宙的な出来事であり、見掛けほど無意味な出来事ではないのです。 

宇宙全体がすべての出来事に気づいています。この世界に秘密というものはないと言わ

れるのはこのためです。すべては公然であり、共有されているのです。出来事はさまざ

まな角度から見る必要があります。私たちの見方はたいてい一面的です。たとえば、政

治的な文脈で物事を観察し、それ以外の観点はないかのごとく解釈をします。あるいは、

社会学や心理学を学ぶ者は、それらの観点でしか物事を考えようとしません。宗教的な

人々はすべてを神学的に理解しようとする等々。 

客観的な世界は確かにあります。世界は私たちの外にあるように見えますから、出来事

の客観性を考慮しないわけにはいきません。しかし、主体である私たちは、客観的に見

える世界に関与しています。主体としての私たちが出来事の客観性に関与しているので

すから出来事には主観的な側面もあります。出来事や状況は、完全に客観的でも完全に

主観的でもありません。どのような出来事にも外面と内面、客観性と主観性の交わりが

あります。 

また、この世界で起きていることには必ず超越的な意味もあります。世界と個人が互い

作用し合っているだけではなく、主観と客観的側面がどのように作用し合うかを決める、

最終的な決定要因があります。私たちは通常これを神の意志と呼びます。 

出来事は社会的な環境の中で起こるため、そこには社会的な側面もあります。社会とは

必ずしも人間の集まりとは限りません。社会とは、人間のものであれ人間以外のもので

あれ、有機的なグループのことです。そして有機的な環境の中で生じる出来事は、それ

がどのようものであれ、その有機的構造の影響を受けます。家族もそのような有機体で

すし、その他の組織、あるいは人類全体もそうです。 



 

50 

 

バガヴァッド・ギーターを読み進めるにつれて、その他の多くの側面が明らかになって

いきます。人間の代弁者であり、弟子を象徴するアルジュナは、偉大なる師クリシュナ

の訓戒を受けます。人間は、それがアルジュナであろうと誰であろうと、社会的環境の

中にいることは間違いありませんから、社会と全く関連性のないことに基づいて議論を

するのは妥当ではありません。社会学的な視点のみの議論が完全なものではないことは

確かですが、最初は社会の構成単位として話を始めます。 

自分が自然界に属しているということを、私たちは普段あまり考えません。哲学を学ぶ

教室ではそのように考えるかもしれませんが、日常生活の中においては、私たちは人間

社会の中で暮らし、人間関係だけに関心を持った人間であると考えます。五大元素など

については、それほど気にしていません。 

ですから、最初に考慮するのは社会的な側面です。私たちは社会に対してどのような義

務があるのでしょうか。「私には義務などない。私は魂、アートマン、永遠で無限の意

識だ」と言うことはできません。社会的環境が自分にとって現実である以上は、社会的

環境に形而上学的なレベルを持ち込むことはできませんから、それは間違った議論とな

ります。太陽が霧を消し去るように社会関係という現実が消えてなくなり、自分の目に

そのような現実が見えなくなってはじめて、社会的環境を考慮しなくてもよくなるので

す。 

どのような議論においても、現実として認めざるを得ない状況を無視することはできま

せん。そして、自分は人間社会などに属していない、社会的法律など関係ないと言える

人がいるでしょうか。もちろんアルジュナも社会で生きる人間でしたし、私たちも皆社

会の一員です。人間社会で生きている意識があり、社会では持ちつ持たれつの協調姿勢

が求められる以上、社会に協力することで、私たちの義務を果たさなければなりません。 

社会の恩恵に浴しておきながら、それに対する何の義務も発生しないと考えるわけには

いきません。自問してみてください。社会関係、他の人たちから何か便宜を与えてもら

っていますか。外の社会からこの世界で生きていくための援助を得ていると感じるので

あれば、社会から受けた恩恵に対して社会にお返しをしなければなりません。 

社会というものが確かにあり、自分は社会の中にいるのだと信じている限り、宗教的な

熱意を理由に人間社会を放棄することはできません。また別の側面として、私たちは体

をもった人間として自分自身に対する義務もあります。社会のために自分を殺すことは
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出来ませんし、個人の利益のために社会を殺すこともできません。どのような状況に取

り組む場合も、これらのことを心に留めておく必要があります。 

世の中には、自分以外の大義のために殉教する人たちがいます。また、利己的な目的を

満たすために、社会を殉教者のごとく犠牲にする者もいます。歴史を振り返れば明らか

です。私たちが社会を利己的に利用してはならず、また社会が私たちを利己的に利用す

ることも許されません。 

私たちは社会的法律の傀儡、人間社会のあやつり人形ではなく、また社会を個人的な利

益、満足を得るための道具として考えることもできないのです。皆が協力し合って生き

ることを可能とする社会の役割、そしてまた、そのような環境における私たち一人一人

の重要性を私たちは理解できるはずです。 

しかし、私たちが考慮しなければならないのは、これらにとどまりません。人間社会が

この宇宙のすべてではありません。動植物や山、川、太陽系を含むこの自然界も重要で

す。私たちが身を置く、外に見える自然界が人間社会や私たち個人よりも重要ではない

とは言えません。人間社会における義務を果たすのと同様に、効果的そして巧みに自然

界と協力することが私たちには求められます。 

そして、宇宙の創造主に対するこの上ない義務があります。私たちの内なるアートマン

（真我）は絶対的存在の象徴です。万象を観照する最も内なる自己（アートマ・サーク

シー）と言うとき、私たちは、すべてを見通す神の目を意識しています。この世界でう

まく生きていくとは実に難しいことなのです。すべての側面を念頭に置いておかなけれ

ばならないのです。これまでに述べた側面はサンスクリット語の哲学用語でアディヤジ

ュナ、アディアートマ、アディブータ、アディダイヴァのレベルとして知られています。 

また、経典の注解書などでも触れられることの少ない第五の側面があります。アディダ

ルマ、法というものですが、たとえば新約聖書では神の義と呼ばれるものです。神の国

が、主たる霊的実在、アディダイヴァです。そして霊的実在の義が、宇宙で働く法です。

ヴェーダはこの義をサティヤとリタ、絶対的法と宇宙で作用する法という二つに分けて

説明します。すべての法の規準となっていると絶対原理がサティヤであり、世界におけ

る特定状況でのサティヤの働きがリタです。そして、私たちはこの法に従わなければな

りません。 
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「法」はさまざまな現われと働きの度合いを持つ非常に大きな概念であり、容易に理解

できるものではありません。アルジュナの疑問に対するクリシュナの答えは、これらす

べての側面に言及する完全な答えです。アルジュナの問題がアルジュナの人格の一部か

ら生じたものではなく、総体的な問題であったため、クリシュナの答えもすべてを網羅

するものだったのです。「総体的」な問題とは何でしょうか。それは社会的、肉体的、

性的、感情的、知的などを含む人格全体から生じる問題です。 

アルジュナが直面していた、人間社会に対する義務に関する困難については先に述べま

した。アルジュナは戦争が招く結果について疑念を抱いていました。倫理的、道徳的、

社会的価値の破壊、すなわち罪を犯すことになることを恐れたのです。しかし、アルジ

ュナの状態はそれ以上にひどいものでした。アルジュナの人格そのものが打ち砕かれた

のです。 

戦いを前にしたアルジュナは正常な人間の思考ができなくなっていました。正気を失い、

人格が崩壊しようとしていたのです。アルジュナは「全身が焼けるようだ。手の震えが

止らず、髪の毛は逆立ち、立っていることもできない。もう何も考えることができない」

と口にします。そのような状態の人間に何ができるでしょうか。すべてを失ったのです。 

アルジュナは内に秘めていた力、自身のすべてを失いました。人格が持つ五つの鞘、ア

ンナ・マヤ・コーシャ、プラーナ・マヤ・コーシャ、マノー・マヤ・コーシャ、ジニャ

ーナ・マヤ・コーシャ、アーナンダ・マヤ・コーシャ、肉体、生気、心、知性、そして

根源的な存在のすべてが根本から揺らぎました。そのようなすべてが崩れ去ろうとして

いる状態でどのような思考ができるというのでしょうか。恐れうろたえる心による誤っ

た視点でしかありませんでした。これは真理の探求者がたどる道でもあります。 

私たちはバガヴァッド・ギーターを霊的探究の教え、進むべき霊の道を照らす光として

学んでいます。ギーターは主として神の探求者、霊の解放を求める求道者のためにあり

ます。単なる歴史小説あるいは伝説ではありません。伝説や神話そして叙事詩の描写ス

タイルで語られてはいますが、その本質、要点、核心は完全に非個人的な霊性です。 

クリシュナはアルジュナに言います。「君には社会に対する義務、自分に対する義務、

この世界に対する義務、最も内なる自己、宇宙に遍満する真我に対する義務がある」。

人間社会は相互協力の上に成り立っています。インドには「カースト」と誤訳されてい

るヴァルナと呼ばれる種姓制があります。ヴァルナはカースト制度ではなく社会の分類

ですから、「カースト」ではなく「グループ」というのがより適正な訳語です。社会の
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グループは上下関係を意味しません。それは、それぞれに分類される構成単位が協力し

合う必要があることを示しています。 

私たちには物質的、経済的なニーズを満たす必要性というものがあります。みな経済的

に自立することの重要性を知っています。説明するまでもないでしょう。そして経済生

活とは生産と消費のことです。私たちが消費によって物質的、物理的に自己を維持でき

るように、物質的なものそして経済的価値を生産する必要性があります。そのために働

かねばならないということです。 

もちろん皆が同じ仕事をするわけではありません。もしそうだとしたら、人間には物質

的な価値しかないかのごとく、物の生産だけに関心を持っていることになります。それ

も真実ではなく、そう考えるのは人間の歴史と社会の間違った解釈です。近頃は歴史の

経済的解釈というものがありますが、見当違いな発想です。私たちは単なる肉体、食物

の消費者、貨幣保有者ではなく、皆が知っているようにそれ以上のものです。 

経済的価値を生産するために経済環境で生きるという必要性の他にも、私たちには安全

を守るという必要性もあります。秩序および法律制定の必要性とは、人間社会における

政府の必要性です。少なくとも政治学における契約理論は、政府の起源が、自分たちを

守ることを目的とした相互の同意と人々の契約にあることを認めています。私たちは政

府の必要性を感じ、私たち自身の幸福のために自分たちで政府をつくりました。政府は

人々のために存在しています。この機能のためには、物資を生産する人たちとは別のグ

ループの人々が必要とされます。 

また、生産した物資をそのまま放置しておくわけにはいきません。それらの経済的価値

を取引するシステムが必要とされます。経済社会で最初に普及したのは物々交換でした

が、今日は通貨等が使われます。通貨を利用しようとも、物々交換という手段を利用し

ようとも、それは物資を動かす必要性を意味し、そのためには社会における第三のグル

ープが必要とされます。 

そして最後に、これらの目にみえる目的に向けた活動において見落とすことのできない

最も重要なこと、つまり、それらの活動をどのように管理すべきかという知識の必要性

があります。行政という管理の仕方であれ、物資生産の環境あるいは生産物の移動、等

に関することであれ、知識なくして力を持つことはできません。理解や知識を持たずに

力だけを与えられることが危険なのは言うまでもありません。 
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ですから、人間社会のさまざまなレベルにおける義務を果たすために、異なるグループ

の人たちがいるのです。アルジュナもそのようなグループの一つに属していましたし、

私たちも皆どちらかのグループに属します。私たちが置かれた環境あるいはグループの

中で求められる義務を遂行しないと、私たちは義務を放棄し拒否する者、自身の利益の

ために他人を利用する利己主義者となり、他の人たちに示しがつきません。そのような

態度は許されないものです。 

「アルジュナよ、社会的な観点でも君の『私は何もしない』というのは間違っている。

皆が同じことを言ったらどうなるのだ。君はそのような手本を人々に示したいのか。ま

た、君の心と知性はどうしてしまったのだ。なぜ、そのようにうろたえ、情けないこと

を言うのだ。これが健全なる心を持つ人間の言うことか。君は正気を失ってしまったの

か。このクルクシェートラの戦場で、まさにこれから戦いが始まるという時に、賢者が

このような破滅的な結論に屈することはない。なんと嘆かわしいことか。勇士である君

に相応しくないぞ。君は自分を失い、それを出発点にして、君自身が置かれている人間

社会をも影響する結論を出そうとしている。君には君を支えてきた社会に対する義務が

あるのだ」。 

クリシュナの教訓は続きます。自然界は人生における私たちの経験に大きく影響します。

暑さ寒さ、飢えと渇き等は、すべて自然界の力が引き起こすプロセスです。私たちが置

かれている自然環境の影響には泰然として耐えなければなりません。暑さや寒さ、雨の

ことを騒ぎ立てても無意味です。自然はその義務を完璧に滞りなく果たします。私たち

が不平を口にするのは、自然の在り方に適応できていないからです。 

自然は私情を持たないコンピュータのようなシステムです。自然の営みに間違いはあり

ません。間違いがあるように感じることがあるのは、私たちが自然の営みの背後にある

ものを完全に理解していないからです。物理的宇宙も現実であり、私たちはその現実に

対する義務があります。 

インドの暮らしには、この世界のさまざまな側面に対して感謝の念を捧げるパンチャ・

マハー・ヤジュナと呼ばれるものがあります。私たちは人に対して、祖先に対して、天

上の神々に対して、聖賢に対して、そしてまた動物に対しても義務があるのです。 

それだけではありません。私たちには太陽や月、星に対しても義務があります。インド

では毎日太陽に祈りを捧げる伝統があります。敬虔なインド人が敬意の念をもって唱え

るガーヤトリー・マントラは、私たちの生命を支える太陽に捧げる祈りです。インドの
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文化史および宗教史を考察すれば、インド文化が教える人生とはヤジュナ（供犠）、自

己犠牲、奉仕、協力、自己放棄以外のなにものでもないことに驚嘆させられるでしょう。

これが真に人道的な文化の本質だと言えるのかもしれません。 

この世界で私たちにあるのは義務であり、権利はありません。不思議に思うかもしれま

せん。近頃は皆権利を主張することに躍起になっていますが、まるで義務のことは忘れ

ています。「私はこれを要求する。あなたに借りなどない」というのが現代風の主張で

す。しかし、真の人類文化は、私たちにあるのは義務であり、権利はないと言います。 

なぜ権利がないなどとの言うのかと疑問に思うかもしれません。しかし、権利は求めな

くとも自然に発生するものなのです。あなたが義務を果たすとき、権利を要求しなくと

も権利は自然についてきます。「神の国と神の義を求めなさい。そうすれば、これらの

ものはみな加えて与えられる」（マタイによる福音書 6章 33節）。権利を要求する必

要などありません。神と神の義を求めることが先です。 

しかし、私たちは義務を果たすことなく権利だけを主張します。これは見苦しい状態で

あり、成功にはつながりません。クリシュナは言います。「君には義務がある。弓矢を

投げ出して、『何もしない。死んだほうがましだ』と言うのは間違いだ。君に死ぬ権利

などないのだ。人を傷つけてはならないが、自分自身を傷つけてもならない。人を殺し

てはならず、自殺してもならない。憎しみにまかせて他人を攻撃してはならず、また、

自分自身を攻撃することも許されない。この世界は神聖さで満ちており、生命
いのち

の崇敬が

真の文化の証なのだ」。 

アルジュナは呆然と立ちつくしました。アルジュナは恐怖心、疑念、そしてあらゆる弱

さに打ちのめされていました。霊的探究の道を歩む者はある段階で、神秘主義者が霊魂

の暗夜と呼ぶこのような状態を経験します。すべてが闇の中の状態です。すべては良好

だと思える霊的修行の初期段階に、このような状態に陥ることはありません。霊的修行

を始めた初期段階では、すべては明瞭であり、問題なく探究の道を進んで行けると思う

のです。しかし、途中で暗闇に遭遇します。そこにあるのは問題、困難、自信の揺らぎ

であり、探求者は暗闇の中で手探りの状態に陥るのです。これがバガヴァッド・ギータ

ーの第一章に描写されているアルジュナの状態でした。 

この暗闇は霊的探究を継続した結果に生じたものであり、光明に先立つ状態であるがゆ

えに、この暗闇に陥った状態も「ヨーガ」と呼ばれます。ギーターの第一章は 

“Arjuna-Vishada-Yoga” つまり、霊的探求者
ア ル ジ ュ ナ

の落胆のヨーガと呼ばれます。これもヨ
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ーガの一部なのです。誰もが通過しなければならない段階です。そして、これは一時的

な段階であり、いずれ過ぎ去るものであることを理解する内なる力を持たなければなり

ません。この絶望的な暗闇の中にいるアルジュナに「サーンキャ」の教えが伝えられま

す。サーンキャについては次章で話します。 
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第七章  正しい理解 

前章までに、バガヴァッド・ギーター第一章の内容および文脈の背後にあるもののすべ

てについて話したと言ってもよいでしょう。第一章の説明にこれほどの時間を割かなけ

ればならなかったのは、第一章がこの後につづく章を通して伝えられる考えや理解の基

礎となるからです。第一章の内容が一般的に考えられているほど序文的なものではない

ことが分かったと思います。むしろ第一章はギーターの教え全体の基礎を作るものです。 

「アルジュナの落胆のヨーガ」と題するギーター第一章の深い意義を理解するために、

いくつもの思索の段階を経てきました。人類の代弁者であるアルジュナが陥った落胆、

憂鬱な心情は霊的な状態でした。それにゆえに、第一章で描写される落胆もヨーガの一

部だと見なされるのです。それはネガティブな病的状態や世俗的な心理ではなく、ポジ

ティブな変化の発端であり、霊的修行者が普遍的実在を探究しようと意を決するときに

経験しなければならない状態なのです。 

求道者が直面する暗闇は、それまでに行われてきた内観、学習、およびこの世界の様々

な手段によって得られた理解という精神的準備の累積的な影響によるものです。第二章

の数節でクリシュナは、なぜ落胆という状態に陥ってしまうのかという疑問に答えます

が、それは明瞭な理解が欠如しているというものでした。サーンキャと呼ばれる理解が

欠如していると。種から芽が出てつるが伸びて行くように、精神の偏見の影響を受けた

人間の理性から、混濁した知性と誤った方向に向けられた論理力が生じます。 

私たちの理性や論理が、この宇宙の現象的環境に置かれている私たちの人格構造、そし

てまたこの現象世界の影響を大きく受けることを否定できる人がいるでしょうか。第二

章で使われている「サーンキャ」という言葉は、実在の本質と調和が取れている知識を

指しますが、実在の本質と不調和なものがその反対であり、正しい知識が欠如した状態

です。このサーンキャと呼ばれる知識については、ギーターの第三章で伝えられます。

サーンキャあるいは正しい知識を持つとはどういうことなのか。そしてまた、間違った

知識とはどういうものなのか。 

アルジュナの精神の苦境に直ちに応える、師クリシュナの反応は形而上学的なものであ

り、その教えの過程でその他いくつかの側面が考慮されます。アルジュナが提起するさ

まざまな問題に対してクリシュナがまず言ったのは、魂は本質的に不死であるというこ

とです。 
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存在の本質、人間の本質は不滅であり、人間の代弁者であるアルジュナを悩ませた人の

死、破壊、悲劇的な結末は、誤った考え方に基づくものだとしたのです。存在するもの

が破壊されて存在しなくなることはありません。また、存在しないものが破壊されるこ

ともありません。このシンプルな論理が閃光のごとく、クリシュナからアルジュナの心

に放たれたのでした。 

戦わねばならぬという命令に対して、アルジュナは破滅への恐れを理由の一つにして反

論します。このアルジュナの主張に対してクリシュナは、存在を破壊することはできな

いと説きます。存在が存在しなくなることはなく、非存在はいかなる状況でも存在しな

い。 

何かが破壊されると言うとき、人はその意味を理解していません。そこにあるのは姿形

の変化だけです。宇宙の進化プロセスの中で色相が変わるのです。しかし、この変化に

おいても完全な破壊というものは起こりません。特定の状況下でパーツの解体および再

配列があるだけです。万物が通過しなければならないこのプロセスについての理解が欠

如しているとき、私たちはそれを破壊的なプロセス、死と受けとめるのです。 

したがって、万物の本質が不死不滅の、私たちが魂と呼ぶものであるならば、死という

ものを恐れる必要はありません。差し迫る死のために行動を躊躇しているのであれば、

この恐怖は直ちに振り払われなくてはなりません。人格の本質に死というものはないの

ですから。 

しかし姿形が破壊されることへの恐怖ならば、それは不可避なことであり、誰もこの可

能性から逃れることはできません。有限のものが永遠に有限のままでいることはできな

いからです。進化は避けられないものであり、進化に死は不可欠なのです。そして死と

は、私たちが通常別の物と呼ぶ、異なる状態へと移り変わるプロセスの呼び名でしかあ

りません。 

つまり、個人の本質が死ぬという恐れはなく、また人格の死と呼ぶ、姿形が変化するこ

とから逃れることはできません。したがって、どちらにせよ悲しみの原因にはなりませ

ん。不可避なものは受け入れるしかなく、不可避なことを嘆いてみても何の意味もなく、

誰のためにもなりません。時間と空間と因果関係の世界に置かれた有限のものである限

り、この変化、変容の可能性を回避することはできないのです。しかし、魂は不壊不滅

です。 
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これはクリシュナがアルジュナに与えた形而上学的な視点での答えです。しかし、クリ

シュナの答えはこれだけではありません。人が形而上学的な存在であることは間違いあ

りませんが、それだけではありません。すでに述べているように、人は社会の一員でも

あります。私たちは多くの個人からなる社会の一員であり、どのような判断もこの社会

環境との関連性も考慮に入れて行わなければなりません。私たちは皆自分が置かれた環

境に対する義務があります。これは社会に対する個人のダルマ（法）と呼ばれるもので

す。 

自分が置かれている社会に対する義務のことをスワダルマと呼びます。社会が意味する

ことについては述べました。社会とは人間環境のみならず、私たちを取り囲むものすべ

てです。最終的には宇宙全体が私たちを取り囲む環境であり、人間関係と呼ばれるもの

を含むさまざまな現われとして私たちに直接影響するこの広大なる宇宙に対して、私た

ちは義務があるのです。 

したがって、実在の究極的本質という観点、あるいは自身と周りの社会との関係、また

自己の関心事という観点など、あらゆる観点から義務というものを考えた場合、なんら

かの義務を持たない人はいません。ですから無活動、無為というものは考えられません。

何もしないという決断も一つの行為です。よって、この世界で生きる者は皆なんらかの

活動を余儀なくされます。しかし、自分の活動が、自分が属する全体とどのように結び

つくのかという理解が智慧であり、行為、活動における自分本位さ、あるいは個として

の自分を強調しすぎるのはヨーガではなく、束縛に通じる道です。 

自己と自己が属する全体との切り離すことのできない関係を理解せずにする行為の必

然的結果が束縛です。その反対が自由です。つまり行為とは単に個人にその主導権があ

るものではないということです。個人の活動も宇宙全体の目的の一部なのです。そして、

これを理解できないということは、サーンキャ（正しい知識）が欠如しているというこ

とになります。「君にサーンキャについてのべた」とクリシュナは言います。しかし先

述のとおり、サーンキャの詳細は第三章で言及されます。今はこのサーンキャについて

のイントロダクションです。 

このサーンキャは日々の実践に応用されなければなりません。サーンキャが私たちの

日々の行動の実践方法とならなければなりません。サーンキャの知識を日常生活で実践

することをヨーガと呼びます。クリシュナは言います。「これまではサーンキャについ

て話したが、次にヨーガについての話を聞きなさい」。 
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知識は行動に先行します。この世界において、私たちがどのように行動し、振る舞うべ

きか、行為の方法、それが知識です。理論と実践の両方が必要です。知識と行為は切り

離すことができないものです。ヨーガは単に常識的な意味での行為ではなく、私たちの

存在から生じるものです。そしてヨーガ実践のプロセスによって私たちの存在が大きく

なるにつれて、その行為はより包括的で完全なものとなるのです。 

「少しの努力も無駄にはならない」。魂が真理を追い求めることには少しの無駄もあり

ません。正しい方向に進む努力は、それがどれほど僅かなものであれ、あなたのプラス

になります。ですから、少しでも正しい努力をしたことに満足してよいのです。サーン

キャの理解に基づいて行われるものはすべて正しい努力です。この知識、サーンキャが

行為の背後にないと、それは正しい努力ではなくなり、私たちを束縛へと導きます。 

私たちにあるのは義務のみであり、義務を履行したことで、その報いを期待する権利は

ありません。これがバガヴァッド・ギーターの決然たる教えです。これは現代人の心が

容易に理解できる教えではありませんが、それは私たちの心が、種もまかずに果実を期

待するという泥沼の思考に沈んでいるからです。私たちは、自分がいる社会に対する義

務を果たすことなく、常にこの世界から権利を得ようとしています。 

私たちが行為の結果を期待することはできません。そのような期待には大きな間違いが

あります。行為を避けることはできませんが、行為の結果は私たちの思い通りにはなり

ません。たとえば、種を蒔いて農作物を育てる農家と同様です。農家の人は、農業に従

事する者としての義務を遂行しますが、その結果を完全にコントロールすることはでき

ません。収穫という結果を生むためには、農夫にはどうすることもできない多くの要素

が関係してきます。雨など適切な天候も必要ですし、その他多くの条件が関係します。 

行為がもたらす結果は、人間の理解を超える要素によって決まります。したがって、私

たちが特定の結果を期待するというのは無知の骨頂でしかありません。私たちは、自分

の行為が特定の結果をもたらすことを期待するがゆえに苦悩します。そして、期待する

結果が得られないのは、いわゆる行為の動作主と呼ばれるものによる行為以外にも満た

されなければならない他の条件があるという単純な理由によるものです。行為をする動

作主としての私が一つの要素であることは確かです。しかし自分自身が結果を左右する

唯一の要因であると考えるのは無知であり、知識、サーンキャが欠如している状態です。 

ですからギーター全体を通して、結果を期待することは間違いであると繰り返し伝えら

れます。宇宙全体を構成するものすべてが、些細な行為の結果にも関係しています。私
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たちだけが決定要因ではないのです。言うなれば「複数の判事で構成される法廷」があ

るのです。判事は一人ではありません。この「法廷」は非常に多くの判事で構成される、

とても大きなものです。この素晴らしい知識が私たちの中で呼び覚まされるとき、それ

は心に平静をもたらし、成功や失敗に動じることがなくなります。 

私たちは行為の結果を「成功」と「失敗」という言葉で判断しようとします。しかし、

そのような判断をすべきではありません。成功や失敗を行為の正しさを判断する基準と

考えることはできません。成功や失敗は個人的な観点での評価であり、必ずしも宇宙の

目的という全体的な観点での評価ではないからです。私たちが全力を尽くしても、いわ

ゆる失敗という結果に終わることもありますが、最善を尽くしたのであれば落胆する必

要はありません。同様に、自分が期待していた結果が出たというだけで成功に歓喜すべ

きでもありません。 

喜び（sukha）と苦しみ（dukha）が行為の結果を判断する基準であってはいけません。
行為に個としての行為者が入り込まないよう、できるかぎり私情を交えず行為を遂行す

る注意が必要です。すべての行為は最終的に宇宙の行為です。私たちの行為のように見

えるのは行為の要因を理解していないからです。 

「心の平静をヨーガと言う」。ヨーガとは、義務履行の背後にあるサーンキャの知識に

よって意識の均衡が保たれることです。そして義務または行為における心の平静、意識

の均衡が行為のプロセスを促進し、非個人的な要素によってあなたの手際がよくなりま

す。利己心がなくなればなくなるほど、適切に行動をする能力が増すのです。 

「ヨーガはあらゆる仕事の秘訣である」。行為の手際よさ、如才なさがヨーガです。練

達した行為、平静な意識で遂行されるがゆえの練達した行為がヨーガです。このように、

バガヴァッド・ギーターの第二章が定義するヨーガは、一般に考えられているヨーガと

は異なります。隠遁生活をして呼吸法やアーサナ等をすることだけがヨーガではなく、

非個人的なアプローチがヨーガです。ギーターでもプラーナーヤーマやアーサナの重要

性が触れられており、本書でも後に説明しますが、バガヴァッド・ギーターが強調する

ヨーガはそのようなヨーガではありません。 

バガヴァッド・ギーターのヨーガは非常に包括的なものです。ギーターは人生そのもの

をヨーガだと考えます。私たちがこの世界でどのように生きるべきか、その生き方がヨ

ーガです。そして、この生き方にはさまざまな準備、心構えが要求されます。それらは
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すべて、人生における義務と呼ばれるものを全うするために必要な条件だと言えるかも

しれません。 

また、権利は義務を遂行することで自然に生じるものだと述べました。義務を正しく遂

行していれば必然的に権利は生じるものですから、権利を改めて要求する必要などあり

ません。義務の遂行に誤りがあるから権利が心配になるのです。義務の遂行に利己心が

入り込むとき、それはもはや義務の遂行ではなくなります。 

義務として行われる行為の価値は、その行為をどれほど無私の精神で行っているか、そ

の行為がどれほど非個人性に根ざしているかにかかっています。義務を遂行する真の自

己の度合いが大きければ大きいほど、利己的な要素が小さくなります。包括的な視野が

欠如している度合いが、その人の利己性です。利己性にも非利己性にも度合いがありま

す。より高い次元と比較すると、低い次元のものはより利己的に見えます。 

ですから、進化の道を進む意識の非利己性にも度合いがあるのです。そして、行為を決

定づける非利己性の度合いが、その行為によって生じる結果の性質を左右し、行為の背

後に完全なる非利己性があるとき、あるいは完全に個人がいなくなるとき、行為は行為

ではなくなります。 

行為が、個体としての意識がまったく無い状態で行われる時、そこにあるのは行為であ

りながら無活動なのです。それは、敢えて言うなれば宇宙の行為です。行為と存在が入

り交じり、存在自体が行為となる段階があるのです。しかし、これは解脱と呼ばれる絶

対の境地、意識があらゆる有限性から解き放たれる、最終的に到達する非常に希な境地

です。 

そして解脱とは、意識があらゆる有限性から解き放たれ、私たちの真我が万物の自己と

して遍満する状態のことです。「真我が万物に遍満する」（Yena sarvam idam tatam）。
したがって、行為者に自己があると考えるのであれば、それは万物の自己と考えるべき

であり、皆が行為の行為者であり、心と体をまとった個体が行為者ではないということ

です。 

これがギーターの第二章で述べられるサーンキャとヨーガの要旨であり、アルジュナが

第一章で発した質問に対する答えです。そしてアルジュナの質問がアルジュナの人格の

さまざまなレベルから発せられたものであるゆえに、質問に対する答えもさまざまなレ

ベルに対応するものでなくてはなりません。そのため、アルジュナが第一章で発した質
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問に対して、クリシュナは第二章で実質的に適切かつ完全な回答を与えたと言えるかも

しれませんが、バガヴァッド・ギーターは第二章の後も続きます。 

より包括的な回答のための準備は整いました。詳細はその後の章に続きます。病気は肉

体だけにあるのではないとホメオパシー医が言うように、私たちの問題はさまざまなレ

ベルから生じます。私たちの問題は総合的な有機的状況であり、その問題の原因を根絶

しなければ病は治りません。バガヴァッド・ギーターはその全てが、アルジュナに象徴

される判断力を失った人間全般が抱える疑問という病に対処するために与えられた治

療法であり薬なのです。 

第二章の終わりには、心の平静を保ち泰然とした人がこの世界でどのように振る舞うか

が書かれていますが、これまでの考察で、それがどのようなものであるかは明らかなは

ずです。そのような完全なる人がどのような行ないをするかは、ここまで読んだ読者に

は明白なはずです。その人はすべてを受け入れ、すべてを良しとします。そのような人

はもう人ではなく、万事がうまくいきます。その人は「非人間」であり、この非凡な非

人間性は何も拒まず、すべてを吸収します。 

個を超えた人間の包括性と慈悲深さは、大海が全ての河川の水を受け入れて吸収するよ

うなものであり、そのような人をバガヴァッド・ギーターの第二章では超越意識の人

（Sthitaprajna）と呼んでいます。確固たる理解を持ち、俗世の風が吹いても揺らぐこ
とのない意識を持つ人、そのような人はヴァーダンタ哲学でジーヴァンムクタとも呼ば

れる霊的勇士です。 

なんと素晴らしい教えが一つの章に収められているのでしょうか！そしてまた、なんと

素晴らしい問題が第一章で取り上げられたのでしょうか！義務という名のこの智慧の

凝縮が師クリシュナ神の訓戒です。 
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第八章  行為のヨーガ 

バガヴァッド・ギーターの第三章のテーマは、有名なカルマ・ヨーガの教義です。この

章はギーターの中で最も難しい章の一つであり、ギーターの教義を理解するうえでの鍵

となるものだと言えるでしょう。行為は理解に基づいていなければならない、これが第

二章のメッセージでした。しかし、それはどういう意味でしょうか。どのようにすれば

理解に根ざした活動ができるのでしょうか。これが第三章で説明されます。 

私たちは一般的に活動ということに関して誤解をしています。たとえば、私たちは活動

などしたくないと感じることがあります。生きていくなかで、何もしないでじっとして

いたいと感じることがあります。しかしバガヴァッド・ギーターは、何もしないでいる

ということは不可能だと教えます。宇宙全体が活動しているという理由のために、私た

ちが何もしないでいるというのはありえないのです。 

宇宙は絶え間なく活動しており、一時も停止することはありません。そして宇宙の一部

である私たち、さらに言えばどのような物であっても、宇宙の法の要求に背いて独立性

を維持することは出来ないのです。私たち一人一人がどのように行動すべきか、この世

界のものすべてがどのように行動すべきかは、この宇宙全体の法によって決められてお

り、私はこれを行う、あるいはこれは行わないと言うのは見当違いの主張なのです。 

宇宙を個体から分離することはできず、その逆もまたしかりです。宇宙で無活動なもの

は何もなく、無活動でいることのできる個体はないのですから、無活動を維持できる人

は一人もいません。無為という観念は行為について理解していないことから生じます。

私たちは、手足を動かさずにじっと黙っていたら無活動だと感じます。しかし行為とは

必ずしも体を動かすことではありません。行為とは、私たちを構成する要素の活動プロ

セスによって、私たちが私たちの中および周囲の環境に起こすバイブレーションです。 

誰もが知っているように体の細胞すべてが活動しており、また私たちの心が活動してい

ないことはありません。思考は行動であり、思考を停止しなければ無活動状態にはなり

ません。心の活動が停止するいわゆる深い眠りにおいても、心は完全な無活動状態では

ありません。睡眠中でも心が無活動ではないことを、眠りの心理学は明らかにしていま

す。私たちが完全に無活動状態になることは考えられません。極めて小さな原子から壮

大なる星雲にいたるまで、何もしていない無為、無活動なものは見あたりません。 
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これが、行動しないというアルジュナの決断に対するクリシュナの答えの一側面です。

「無活動」というものはなく、あなたの行為はあなたの存在から切り離すことができな

いものです。有限なものは、その有限性のために活動せずにはおれません。行為とは、

存在するものの有限性の必然的結果です。 

なぜすべてが活動していなくてはならないのかと思うかもしれません。なぜ宇宙全体が

進化の過程にあり、何かに向かって動いているのでしょうか。どのような理由があるの

でしょうか。その理由は簡単です。有限なものの本質は有限ではないために、有限なも

のは、その有限性を克服しようと奮闘するのです。 

私たちは実際には有限な存在ではなく、進化に関与する活動と呼ばれるものによって有

限の意識を克服しようとしているのです。有限なものから行為を切り離すことはできま

せん。有限の個体が起こすバイブレーションがその個体の行為なのです。私たちの人格

はさまざまな層で構成されていますが、それぞれの層が振動しています。有限の壁を打

ち破ろうとして、より大きく包括的な有限へ向かおうとして、そして最終的には無限に

到達することですべての有限性をなくそうとして振動しているのです。 

自己が無限に確立されるまで私たちの活動が無くなることはありません。したがって、

この世界の中で無活動だと言えるものは何もないのです。無活動とは間違った表現であ

り、肉体的活動をしないことを無活動と考えることはできません。思考が活発にもかか

わらず肉体的に不活発であることが、ギーター第三章の冒頭で強く非難されます。それ

は偽善的な姿勢であるばかりか、現実全般に対する間違ったアプローチです。 

これが、肉体的には不活発でありながら心は活発な人に対するクリシュナの考えでした。

心の活動こそが本当の活動です。私たちが束縛されるのも解放されるのも、私たちの心

の働き方にかかっており、単に体がどのように動いているかが問題ではありません。 

行為に関する教訓の要旨は、宇宙の構造ゆえに皆活動しており、活動を避けることはで

きないということです。しかし、もし私たちが宇宙の法によって、なんらかの活動を余

儀なくされるのであれば、まるで私たちは宇宙という機械に使われる単なる道具でしか

ないように見えます。私たちはそのような存在なのでしょうか。私たちに自由はないの

でしょうか。 

いかなる状況においても活動が強いられるという束縛から自由になることができない

のであれば、いったいヨーガとは何でしょうか。カルマ・ヨーガの原理がその答えです。
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カルマ（行為）が私たちを束縛する、あるいは束縛することがある一方で、カルマ・ヨ

ーガとして行う行為は私たちを束縛しません。 

束縛するタイプの行為は、個人的目的または隠された動機を成就させようとする、自ら

の殻に閉じこもった個体の中心の渦です。しかしそれとは別に、バガヴァッド・ギータ

ーが供犠として行う行為「ヤジュナ・カルマ」と呼ぶ、束縛しないタイプの行為があり

ます。神話的な描写でクリシュナは、造物主
か み

は人類を創造して義務を与えたと言います。

私たちを創造した大いなる神は、「わたしはお前たちを義務と共に創造した」と言った

というのです。私たちはこの世に義務と共に生まれてきます。義務から解放されたけれ

ば、個体としての存在自体から解放されなければなりません。 

この世が創造された元初、造物主は供犠の形で義務を果たすよう私たちに命じました。 
“Sahayajnah prajah srishtva purovacha prajapatih; anena prasavishyadhvam esha 
vo’stvishtakamadhuk”（「はじめに造物主は供犠と共に人類を創造して告げた。『供

犠を行うことによって繁栄せよ。願望はすべて満たされるであろう』」） 霊化された

行為の原理を要約する有名な節です。 

私たちは供犠
ヤジュナ

の原理と共に創造されました。供犠として義務を遂行する必要があるので

す。そして、供犠として行う行為は礼拝となり、私たちを束縛しません。供犠の精神を

伴わずに個人的な動機を成就させようとする利己的な目的のために行われる行為は、私

たちを束縛し悲しみをもたらします。 

造物主がこの世界を創造したときに告げたという、私たちが持って生まれてきた供犠の

義務とはどのようなものでしょうか。供犠の精神をもって義務を遂行すべきとされます

が、供犠とは何でしょうか。これは忘れてはならない大変重要なことです。供犠に関連

して「デーヴァ」という概念が出てきます。第三章第十一節で使われているデーヴァと

いう言葉は神々のことです。「行為、活動、義務の遂行によって神々をなだめれば、神々
デーヴァ

の祝福が授けられるであろう」。 

これは、あらゆる行為の遂行に関連する科学的原理あるいは哲学的観点が神話的に表現

されたものです。行為が束縛するものとなるのは、行為をする者が、行為に関連する原

理をなおざりにしているからです。私たちだけが行為の動作主ではなく、私たちだけが

行為の結果を左右するのではないという話を前にしました。行為者だけが動作主ではな

いために特定の結果を期待することはできないのです。 
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あらゆる行為に影響を及ぼす、見えずにして非常に重要な要素がデーヴァと呼ばれてい

ます。見かけ上の動作主と行為の結果との間、行為の動機と活動によって達成しようと

する理想との間には両者をつなぐ働きをする霊的な要素があるのです。 

私たちの行為は何かの目的を達成するためのものです。これはすべての行為に共通して

います。行為は目的達成の手段です。さて、この目的は動作主から離れたところに置か

れており、動作主と、行為により達成しようとしている目的の間には何かがあります。

その何かがデーヴァ、神性、神、霊的に物事を左右する要素であり、どのような目的で

あれ目的を達成できないのは、これについて無知だからです。この原理を知らないとい

うことは、正しい行為のプロセスを理解していないということになります。 

宗教で神々、天使、神格などと呼ばれるものに対する祭祀は、主体と客体、私たちと私

たちが求めている目的との間にある超越的原理との内的な同調を意味します。言うなれ

ば、それは神自身が私たちの世界、私たちの存在する次元へと降りてきたのであり、こ

の事実について無知であるということは、神の存在自体に無知であるということです。

私たちと私たちが行為によって達成しようとしている目的との間には神の存在がある

のです。しかし、私たちはそれに気づいていません。 

時間と空間の世界に生きる私たちは現象的な個体であり、私たちの意識は意識自身に留

まっておらず、五感という開口部から時空の中にある対象物へと動いています。私たち

は、私たちと私たちの行為がもたらす結果との間にある超越的な存在の霊的要素を意識

することができません。肉眼で神を見ることができないのは、神が意識だからです。そ

して「私たちの」意識は、欲望の対象物へと激しい勢いで向かっていく力のために、私

たちの中に留まっていることができないのです。 

欲望が私たちを束縛するのであり、行為が私たちを束縛するのではありません。欲望あ

る行為が私たちを束縛し、欲望のない行為は私たちを束縛しません。しかし、欲望を無

くすのは簡単なことではありません。有限なものが必ず何らかの活動に関係しているよ

うに、有限なものには必ず何らかの欲望があるのです。有限なものが持つ欲望は、有限

なものが有限なままで居続けることができないために生じます。私たちは有限性から解

放されたいと願っています。それが私たちの欲望です。私たちにそれ以外の欲望はあり

ません。 

たとえそれが一杯のコーヒーのように些細なものを求めるときでも、私たちが本当に欲

しているのは飲み物ではなく、有限であることの苦痛、人格の制限という不幸から解放
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されることなのです。そのような状態を私たちは我慢できません。なんとしてもこの制

限を克服したいのです。そのために私たちは買い物をしたり、山登りをしたり、テレビ、

映画を見たりと、さまざまな活動をするのですが、それらの活動自体が目的ではありま

せん。それらの活動が目的だと考えるのは間違いです。本当に求めているのは、この有

限性から自由の錯覚を得ることなのです。 

間違った理解に根ざす行動のために、この自由は錯覚なのですが、ささやかな有限の超

越の錯覚でさえも、私たちに心地よい満足をもたらします。私たちがこの世の物を追い

求めるのはこのためです。私たちはこの上ない愚か者です。この世の物を求めて五感の

言いなりになっているのです。私たちは、私たちの人格の根底で意図しているもの、私

たちが本当に求めているものに気づくことができません。 

私たちが求めているのはこの世界の物ではないのです。それが私たちの目的、欲望では

ありません。私たちが求めているものは無限に他ならないのですが、五感は私たちがそ

れに気づくことを妨げています。五感は私たちを騙し、間違った方向へ導く盗賊のよう

なものです。そして私たちの意識はこの五感による盗賊のような活動に巻き込まれてい

るのです。それが束縛の原因であり、行為が束縛の原因ではありません。 

クリシュナはアルジュナを諭します。「『私は何もしない』というのは間違っている。

行為の何を恐れているのか。行為によって君が災いを被ることはない。行為は宇宙の法

が私たちに求める非個人的な要求なのだ。その要求に従うことで君が束縛されることは

ない。それどころか、宇宙の活動は霊の解放のためのものであり、君は解放されるのだ」。 

最終的には全創造物が自己実現に向かっており、行為者を束縛するのが宇宙の活動の意

図ではないのです。絶対的実在の実現に向かっていると言ってもよいでしょう。その目

的に向かって宇宙全体が動いており、動く列車に乗車しているごとく、私たちも同じ方

向に向かっているのです。宇宙全体が宇宙的自己、宇宙の真我
アートマン

、造物主、絶対的存在、

ブラフマン、等の名で呼ばれるものの方向へと駆り立てられている乗り物です。 

ですから、私たちの些細な欲望と行為の背後にもある偉大な目的を忘れて、ちっぽけな

有限の欲望を求め、これらのつまらない目的を達成するために努力するのは極めて不適

切で見苦しいことだと言わざるを得ません。行為は、主体であるあなたと外の物体の両

方を超越する神性の意識に向かっていくために、自己の個体性を徐々に犠牲にしていく

ものだという意識をもって遂行されなければなりません。この主体と客体の統合が 神
デーヴァ

なのです。 
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神には現われの度合いがあります。多数の神を持つように見える宗教があるのはこのた

めです。多数の神々が在るのではなく、一つの神にさまざまな現われの度合いがあるの

です。多神教の神々は複数の神を意味するものではありません。多神教の神々とは、主

体と客体の異なる統合レベルの統合原理として働く、一つの至高実在
か み

の異なるレベルの

現れです。 

バガヴァッド・ギーターが教えるヨーガを実践するとき、私たちは低いレベルの有限性

からより高いレベルの有限性に向かっているのです。より高いレベルに進むにつれて、

徐々に有限性が減少していきます。 

しかし、現在の有限状態を超越する神性に到達するまで、私たちは現在の有限状態を飛

び越して、より高い次元に入ることはできません。それが世界の宗教における礼拝の意

味です。崇敬の対象となるのが「デーヴァタ」や「デーヴァ」と呼ばれるものです。そ

れは、私たちの自己の、より高い次元の意識なのです。 

私たち自身のより高い次元が私たちを呼んでいるのであり、どこか遠い天国に鎮座する

神が手招きしているわけではありません。神は外にいません。真の神は私たちの内にい

ます。私たち自身のより高いレベルが、私たちが立ち上がり、目を覚まして、神に帰入

することを求めているのです。 

現在の私たちの有限性のみならず、欲望を通して得たいと思っている対象物の有限性を

も包含する超越的要素として、この高次の原理を意識することができたならば、私たち

は現在の主体と客体の対立を克服できたことになります。マハーバーラタの戦いで一日

の勝利を勝ち取ったのです。マハーバーラタの戦いは 18日間続いたそうです。意識の
上昇には 18の段階があるという意味かもしれませんが、これから先どれほどの道のり

なのかは誰にも言えません。 

ですから、求道における各段階で私たちは神と直面します。私たちは各段階で現在の有

限性を捧げるヤジュナを行うのです。「我が友アルジュナよ！人類！神の子よ！これが

正しい行為の原理だ。カルマ・ヨーガについて聞け。デーヴァという形のより高い次元

の現実を実現するために、現在の有限性を克服する必要条件として行為をするとき、神

は君を祝福するだろう」。 

宗教は神を祀りなさい、そうすれば神の祝福が与えられると教えます。私たちは神の恩

恵を求めて祈祷します。この祝福とは、私たちの低次の意識が、現在の有限性および有
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限の環境
せかい

を包含する、より高次の超越的な次元と一つになることに他なりません。これ

がバガヴァッド・ギーターの第三章に示されているヤジュナの教えの背後にある哲学的

意味です。 

この行為、この義務遂行のヨーガは、隠された個人的な動機のためではなく献身として

行われるために人間の悲しみを和らげます。ここでも私たちは行為の結果に関する理解

と向き合わなければなりません。私たちが考えるような意味での行為の結果というもの

はありません。利己的な行為は反作用を引き起こしますが、それはら最終的にはすべて

不愉快なものです。利己的な行為は万物の調和を乱すものだからです。 

自然界全体がバランスを維持しようとしており、全体の一部分がそのバランスに干渉す

ることを自然界は許容できません。自然界はいかなる干渉であっても、それに反発しま

す。私たちが利己的な動機に基づく行為という言う形で自然界に干渉すると、自然界は

カルマ・ファラー（行為の結果）という形でその反発を表すのです。それが私たちの苦

悩です。 

私たちは自分の行ないのために苦しんでいるのです。しかし、すべての行為が苦しみを

もたらすわけではありません。行為によって幸せになることもできます。行為が私たち

の有限性を克服する手段、感覚認識を超えたところにあり、私たちが現在信じている現

実よりもよりリアルなものである、より高い神々の次元に到達するための手段となりう

るのです。 

五感は対象物に向かって動きますが、この五感の動きが通常、行為あるいは活動と見な

されます。私たちは常に自分が何かをしている、また何かをしなければならないと考え

ます。これは先述の正しい知識、サーンンキャが欠如しているためであり、サーンキャ

についての説明がギーターの第三章でされます。 

五感が外の物に向かって行くのは、その物自体を求めているからではなく、五感と対象

物の間に内在的な親和性が存在するからです。外面的には外の物を求めているように見

えますが、内に隠された意図は違うところにあります。私たちは五感の動きの背後に隠

れている内なる意図について気づいていないだけなのです。 

プラクリティと呼ばれるものの三性質
グ ナ

、サットヴァ、ラジャス、タマスについてはすで

に触れました。これらのグナが私たちを含む万物を構成しています。この物理世界を構

成する五大元素（土、水、火、空気、エーテル）や私たちの肉体を構成するもののみな
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らず、私たちの心や感覚器官などを含むすべてがサットヴァ、ラジャス、タマスから成

っています。自然界全体を構成するこれらの特性は、それぞれが外界においても平衡を

維持しようとします。グナの産物である私たちの五感が、同じくグナから成る外の物と

一つになろうとするのはこのためです。 

グナがグナの中で活動する（gunah guneshu vartante）」。私たちが物に触れるので
も、感覚器官が外の物を求めているのでもありません。グナが外のグナと交わろうとし

ているのです。言うなれば同じ海の中で、波の一つが別の波にぶつかるのです。サット

ヴァ、ラジャス、タマスと呼ばれるエネルギーの海の中で、私たちは波のような存在で

あり、万物が波のような存在なのです。海という同じ根底を持ち、基本的に類似した構

造であるがために、波どうしには親和性があるのです。 

私たちの行為、活動、義務はそれがどのようなものであれ、私たちの行為、活動、義務

ではありません。それらはサットヴァ、ラジャス、タマスという宇宙の力の行為です。

宇宙の目的のためにサットヴァ、ラジャス、タマスが非個人的なかたちですべてを行っ

ています。そして私たちは自分以外のものが行った、この非個人的な活動の結果を求め

ているのです。 

私たちはサットヴァ、ラジャス、タマスが混ざり合った産物であり、五感の対象物も同

類の性質を有しています。ですから、宇宙全体が個体という感覚を持たずに働いていま

す。宇宙が、私たちが個別の自我として存在していることを知っているかどうかも疑わ

しいものです。 

しかし、私たちは個体としての独立した存在を要求する頑なな人間です。おそらくこれ

が聖書に書かれてある、天界を追い出された堕天使の話が意味することではないでしょ

うか。個体としての存在の主張であり、堕天使
ルシファー

が悪魔
サタン

になるのです。天使は神からの独

立を主張し、神と同じ権利を要求する頑固なエゴイズムを持つ個体となりました。これ

が個体の歴史における悲劇的な出来事です。これを理解する者は行為によって束縛され

ません。しかし、私たちは行為の本質を理解していません。 

ギーターの第三章には、私たちがこの世界でどのように行動すべきかという、カルマ・

ヨーガの基本原理が書かれています。私たちは人間として行動してはいけません。少な

くともバガヴァッド・ギーターが意味する真のヨーギは人間ではありません。バガヴァ

ッド・ギーターの教えに照らし合わせて考えられる霊的探求者とは、普遍的実在あるい

は完全なる包括性との一体を求める、燃えさかる神の炎から出た火花であり、この世界
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における私たちの行動は、この世界で存在する目的に一致したものでなくてはなりませ

ん。 

この世界における私たちの存在は、宇宙の目的に左右されます。壮大なる自然界に隠さ

れた、この偉大なる目的、神の計画を成就するために私たちはこの世界に存在している

のです。私は、私自身のために存在しているのではなく、あなたは、あなた自身のため

に存在しているのではありません。自分自身のために存在しているものなどないのです。

すべては、その他すべてのために存在しています。 

私たちが皆のために存在し、皆自分以外のすべてのために存在しているという事実の意

識を持つことは、宇宙を支配する民主的な統治の最たるものではないでしょうか。すべ

てが他のすべてのために在るということは、自分自身のためだけのものなどないという

ことです。ならば、活動が束縛するとはどういうことでしょうか。そのような疑問が生

じる余地はありません。人は、すでに述べたような理由から、じっと何もしないでいる

ことは出来ませんし、また、私たちが存在している意味を正しく理解する者が行為によ

って束縛されることもありません。 

アルジュナは聞きます。「では、なぜ私たちは苦悩するのですか。なぜ私たちは罪を犯

すのですか。あなたが今話されたことが真理であるならば、なぜ私たちの苦悩は尽きる

ことがないのですか。私たちの苦悩の原因はどこにあるのですか」。 

クリシュナは答えます。「人の不幸の原因は欲望なのだ。私たちの敵は欲望であり、欲

望以外に私たちの敵はいない」。私たちの内なる欲望の活動が外の世界で敵を引き寄せ

るのです。磁石が鉄粉を引きつけるように、特定の精神の乱れが正と負の反作用を引き

つけるのです。私たち自身の内なる精神的な変動が友であり敵でもあるのです。友も敵

も私たちの外にあるのではありません。欲望が抑制されないかぎり悲しみは避けられま

せん。どうすれば欲望を克服することができるのでしょうか。この疑問について、重要

な二節が明確に回答します。 

バガヴァッド・ギーターの第三章の終盤にアルジュナは、私たちは宇宙と密接に関係し

ており、私たち個人が行為者であるという考えが間違いであるという、宇宙の在り方を

ある程度理解しているにもかかわらず、私たちが正しい方向に進んでいくことを阻むも

のは何かとクリシュナに質問します。 
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宇宙は有機的な完全体であり、あるのは「全体としての行為」であり、個体としての行

為はありません。いわゆる個人の努力も、偉大なる目的に向かう宇宙の努力の一部なの

です。これを理解していても、正しい方向へ進んでいくことが妨げられるのはなぜでし

ょうか。その理由は何かというのがアルジュナの疑問でした。 

クリシュナの答えは、欲望、怒り、貪欲が障害であるというものでした。欲望や怒り、

貪欲さは自我の常套手段ですから、言い換えれば激しい自我意識が障害だということで

す。もしそうだとしたら、どのようにしてこの問題を克服すればよいのでしょうか。自

我が頑強で自己主張を譲らず、欲望が満たされることはなく、そして避けることのでき

ない怒り、貪欲が私たちの本性であるならば、いったい私たちはどうすればよいのでし

ょうか。これは最初の疑問に続く疑問です。これに対しても師クリシュナは明快に答え

ます。 

通常の手段で五感を制御するのは困難です。意志の力で感覚器官を抑制しようとしても

最終的には功を奏しません。五感は御者の言うことを聞かない暴れ馬、あるいは扱いに

くい雄牛や近づくことさえできない猛獣のように衝動的で激しく、手に負えない性質を

持っています。力づくで押さえつけると一時的に制御できたように見えるかもしれませ

んが、抑制や抑圧では欲望を制御したことにはなりません。いわゆる精神的な抑圧は望

ましくない反動を引き起こします。 

満たされない欲望がいずれその要求を通常の状況下よりも激しく私たちに突きつけて

くる時が来ます。どうすればよいのでしょうか。欲望を昇華するのがヨーガの奥義であ

り、衝動を潜在意識へ押しやり抑圧するのはヨーガの生き方ではありません。 

心は五感よりも優れており、知性は心より優れています。そして知性より優れているの

が、私たちの内にある純粋なる魂、アートマン（真我）です。より高次の能力に頼るこ

とで低次のものを抑制することができます。低次の手段を使って同じく低次の衝動を抑

えることはできません。五感の性急さを和らげるには、理解から生じる、いくばくかの

心理的な満足が必要です。 

五感が激しく制御しにくいのは、五感が外界の物体へと向かっていく原因が、五感が考

えているものとは別のものだからです。問題の主な原因は十分な理解が欠如しているこ

とにあります。私たちは間違った意図、そしてまた物に対する間違った理解を持って五

感の対象に猛進するのです。 
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プラクリティの三性質
グ ナ

がプラクリティの三性質
グ ナ

に引き寄せられるのだと言いました。プ

ラクリティの三性質がプラクリティの中で、ある種のバランスを維持しようとしている

のであり、そのプロセスにおいて、私たちの中の三性質が同じ三性質を持つ外の物へと

動くときに、私たちにとってそれが好ましい行為に思えるのです。私たちの知覚的ある

いは認知能力はこの真理を適切に把握していません。ですから前述のサーンキャと呼ば

れる理解を深める必要があります。 

瞑想とは、私たちの、より高い次元が低い次元を吸収できるように、私たちの高い次元

に頼ることに他なりません。このプロセスを昇華と呼びます。ある意味、五感は心の機

能であり、底に多くの穴があいた水で満たされた大鍋からその水の量に応じた勢いで水

が外へ流れ出すように、心は感覚器官の穴から触手を突き出すのです。心は途方もない

エネルギーを有しており、心のエネルギーを封じ込めておくことはできません。心のエ

ネルギーは、より高次なものに昇華されるか、同じ次元で外の対象物へと動かねばなら

ず、じっと何もしないでいることはできないのです。 

このエネルギーを外の対象物に向けるのは、このエネルギーの適切な利用ではありませ

ん。対象物と接触する感覚器官の活動という五感の楽しみに耽ることで、私たちは弱く

なります。しかし、このエネルギーを昇華することで私たちは強くなります。より高次

に昇華することで、より強くなります。 

師クリシュナは、五感は心に昇華し、心を知性あるいは理性に引き戻し、理性は最終的

にアートマンに根ざさなければならないと諭します。自己を宇宙の魂であるアートマン

に確立させることが五感の活動、欲望、怒り等の病に対する究極の解決策です。究極の

実在に救いを求める必要があるというのが結論です。私たちの魂、アートマン（真我）

でもある宇宙の魂が、あらゆる五感、心、知性の病を治す治療薬なのです。これがギー

ターの第三章の結びのメッセージです。 

しかし、これでも私たちの疑念は晴れません。完全な慰めは得られていません。外の宇

宙との一体感、万物との内的な関係を感じるのは容易ではないと私たちは感じるのです。

そしてクリシュナの教えはつづきます。 
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第九章  神の化身と神に同調した活動 

クリシュナは、欲望が障害であり、欲望は偉大なる実在アートマンに頼らなければ容易

に打ち勝つことができないほど強力なものであると言います。これは誰でも実践できる

簡単な方法でしょうか。この実践で成功を収めることは可能でしょうか。私たちの理解

は乏しく、意志は弱く、欲望は激しく強いのです。このような誰の目にも明らかな状況

において、霊的に十分な成果を上げることが本当に可能なのでしょうか。それとも、暗

闇の中を手探りで進む状態なのでしょうか。私たちの理解が不十分なうえに、この世界

が私たちの力を遙かに超える力を有しているのであれば、結局は絶望的な結末を迎える

しかないのでしょうか。 

第四章では私たちに希望を与えるメッセージが与えられます。父親のように語りかける

クリシュナの教えは、私たちにも希望が持てる内容でした。ギーターの第二章の途中か

ら第三章にかけて説明されたヨーガの技法は、私たちにとって容易に実践できるもので

はありません。しかし、落胆するには及びません。神は宇宙全体を見守る観照者です。

全知全能の神は、神の存在とは切り離せない関係にある私たちに、さまざまな化身や現

われ、表現、活動というかたちで恩寵を与えてくださることがあるのです。 

この世界の働きの背後には、人間の理解を超えた偉大なる真理が隠されています。ハム

レットの「世の中には君の小さき哲学の夢にだも思わぬことが多い」という言葉が思い

出されます。知恵を絞ってこの世界の神秘を理解しようとしても、結局は何も理解でき

ません。ある観点では、これも一つの真実であることに間違いはありません。しかしそ

れとは別に、この世界のいかなる力をも凌駕する神の力というものがあります。そして、

今の私たちの思考では、神は遠い彼方の存在に思えるかもしれませんが、神は今ここに

いる存在なのです。 

神は遠い将来にしか到達できない存在ではありません。神は、到達し得えず、考えるこ

とも理解することも出来ない、この世界を超越した創造主ではありません。神は私たち

の本質と深く繋がっているのです。私たちの魂、自己は、絶対真理と本質的に繋がって

います。ですから、絶対的存在の法は私たちの中で働き、そしてまた万物の中でも同様

に働いています。 

この世界での神の働き、それが神の化身の神聖なる機能です。個別に存在するものすべ

てを普遍的実在、絶対的存在に引き戻すために、宇宙のさまざまな次元へ神が言わば降
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臨するのです。神の化身は普遍的統合の象徴です。神の化身は宇宙の目的を示す人格的

象徴なのです。神の化身も人と同じ一個人に見えるかもしれませんが、その存在は普遍

的なものです。 

神の化身は物質界を歩き、地に足がついているが、その意識は天界にあるとよく言われ

ます。神の化身は普遍的存在であり、彼らの智慧と力は人間の域を超えています。普通

の人間と神の化身には次のような違いがあります。私たちの意識が感覚器官の働き、心、

知性に限定されているのに対し、神の化身は、個体としての次元に降りてきたように見

えても、万物のつながりを直覚し、目前には絶え間なく絶対的存在のビジョンがありま

す。 

神の化身の意味を正しく理解するのは容易ではありません。どのようにして神は降臨す

るのか。今日も私たちはよく理解していません。結局、奇跡としか言いようがないので

す。私たちの理解はある程度まで私たちを導いてくれますが、最終的には当てにならな

いものです。神の探求は知性や経験的な理解ではなく、内なる魂の働きでなければなり

ません。宗教は魂の働きです。哲学的あるいは学術的な思惟ではありません。神の存在

にほんの少しでも触れたならば、私たちに真の宗教心が芽生えるのです。 

知性の終わるところから宗教が始まるという言葉を耳にしたことがあるかもしれませ

ん。ここで言う宗教とは、神の働きが私たちの中で意識化されるということです。もち

ろん、意識化されていなくとも、神は今も万物の中で働いていますが、私たちは、私た

ちの中の神の働きに気づいていません。 

私たちの中の神の働きに目覚めるとき、私たちは真の宗教心を持ったと言えるのです。

無意識でする行いを宗教的な行為とは言いません。魂による、意識的で意図的な神に向

かう動きでなくてはならず、また神の化身として、万物の中に神の存在を認識しなけれ

ばなりません。 

この世界が危機状態にあるとき、神は化身として出現すると言われています。これが霊

的修行者などに頻繁に引用される、バガヴァッド・ギーター第四章でクリシュナが高ら

かに宣言するメッセージです。宇宙に対する神の責任は、私たちが持つどのような責任

よりも重く、そしてまた神は宇宙の出来事に目をつぶることができません。神は絶え間

ななく活動しており、宇宙を神の存在へ引き戻し救済するために、いわば時間を越えた

努力をしているのです。 
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私たちに求められるのは、神の存在を受け入れ、心の深奥より神を求めることだけであ

り、そうすれば、私たちは必ず神を見つけるでしょう。必要なのは単なる理屈ではなく

信じる心です。そして確固たる信仰心を持ち、真摯に神を求める気持ちがあり、口先だ

けではなく心より神を信じ、神について語る宗教学者ではなく、宗教意識を体現する者

となり、私たちのすべてが神の存在を受け入れる、つまり神の摂理を信じるとき、宗教

心が私たちの心を占有します。このとき私たちは本当の意味での宗教心を持ったことに

なり、これが聖者の状態なのです。 

ギーター第四章の数節は、全人類および宇宙に対する神の慈悲、生きとし生けるものに

与えられる神の恩寵、危機や苦難あるいは神の存在から離れようとする極端な方向に進

む動きが生じた時に、神は即座に現れるのだと言及する最も崇高な宗教的メッセージで

す。世界のどこであれ、破滅的な方向に進む動きがあった時には、神は時を超えて即座

にそれを是正します。それが神の化身の働きです。 

神を理解することができないと嘆く必要はありません。理解よりも重要なのが、神の存

在を感じ、受け入れることです。信仰はある意味理性を超越します。そして宗教は最終

的には魂の信仰であり、自己を委ねること、つまり心より私たちの魂が神の存在を受け

入れることによって、完全に神の存在に身を委ねなくてはならない。これが第十八章で

完結するギーターの最終メッセージです。これが最も崇高な宗教であり、神の恵みは、

言わば私たちの権利として与えられますから、落胆する必要などないのです。 

ギーター第四章の初めに与えられる、私たちの慰めとなる宗教的メッセージと共に、宗

教的生き方に調和した活動をする必要性が説かれています。また、バガヴァッド・ギー

ターの全章を通して、突然に自分が最高レベルにまで到達したと勘違いしてはいけない

という点が強調されています。常に慎重に自分の立場を認識しなければなりません。そ

してギーターは、ギーターが説くヨーガとは、存在のすべてのレベルと調和を確立する

ことであると明示しています。 

この世界の物に優劣はありません。神の創造物は、すべてそれぞれのレベルあるいは段

階で価値を有しています。私たちが現在置かれているレベルも同様に価値あるものです

から、その価値を認めなければなりません。無意味に拒むことはできません。私たちが

今置かれている環境における私たちの行為、行動、動き、活動は、その環境と調和の取

れたものでなくてはなりません。これがヨーガであり、私たちが置かれている環境と調

和の取れた行動をする方法を理解する必要性は差し迫ったものです。自分が置かれた特
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定の環境の在り方と調和の取れた方法で遂行しなければならない行為とは何でしょう

か。 

私たちと外の環境との間に調和が確立されるとき、私たちの行為は行為ではなくなりま

す。それは宇宙の力の活動となるのです。そのとき活動は無活動となります。無活動の

中に活動を、活動の中に無活動を見ることができます。私たちの知性は、活動の中に無

活動を、無活動の中に活動を見て取れるまでに高められなければなりません。 

私たちの活動と外の動きとの間に調和が取れているとき、活動が無活動になるのです。

私たちが有機的につながり、またその一部である、外の環境の在り方と調和した動きを

しているために、まるで何もしていないかのように見えるのです。 

私たちが宇宙の法と一体であるとき、私たちの活動は私たちの活動ではありません。宇

宙の法が非個人的に働いているだけなのです。しかし、行為でないように見えても実際

には行為である行為もあります。たとえば多くの場合、何もせずにじっとしているとき、

人はそれを無活動の状態であると勘違いしています。 

これについては、すでに触れました。個体である以上何も活動していない状態というも

のはありません。感情を持ち、体を持つ存在であると確信しているかぎり、普遍的存在

にはほど遠く、私たちは環境
せかい

から切り離されているのです。 

私たちには何かしらの欲望があります。私たちは人間として、外の環境と有機的な関係

を有しているという確信を持つことができません。そのような状況で無活動というもの

はあり得ません。じっと何もしていないと思っていても、心は活動していますから、何

もしていないわけではないのです。心の活動が真の活動であり、それが束縛および自由

の原因です。 

しかし、ヤジュナ（供犠）として行為をするとき、私たちの行為、活動はすべて、私た

ちと万物との一体性という知識に基づき行われる、私たちと外の環境を超越する原理と

して私たちの行為を司る神性の礼拝であり、自己を捧げる供犠となるのです。そのよう

な行為は供犠であり行為ではありません。行為は、灼熱の太陽で溶け去る氷片のように

なくなります。まるで最初からなかったかのごとく、私たちを縛り付ける行為の縄が真

の知識の火で焼き尽くされるのです。 
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しぶきを上げてぶつかり合う大海の波の衝突やプロセスが、大海という大きな一つの塊

とその力でつながれているように、行為者、行為の目的、行為のプロセスが唯一の実在

における途切れのない動きのように見える知識です。 

行為は絶対なるものに捧げられます。行為者としての私たちは絶対なるものの一部であ

り、行為を介して自己を捧げるプロセスも絶対なるもの、ブラフマンの働きにほかなり

ません。この行為の目的もまた絶対なるものです。海の水や波の動きが、すべて一つの

海の動きであると考えられるように、すべては神の普遍的力の動きなのです。これがギ

ーターの第四章で書かれているヤジュナであり、この世界における行為のあるべき姿で

す。真の知識に基づく行為がカルマ・ヨーガです。 

行為と知識を一つにすることの説明がされます。第二章では、知識が必要であり、行為

は知識に基づくものでなくてはならないと説明されました。知識の重要性が説かれたの

でした。そして第三章では自分自身が行為者だと考えるのは間違いであることが指摘さ

れます。第四章では、どのようにすれば知識に根ざした行為をすることができるのか、

そのような行為を日々の暮らしの中で実践することの必要性が説明されます。 

このセクションは活動と知識が一つであることを知ることの重要性を説きます。通常私

たちは活動と知識を区別します。知るということと、行動するということが同一である

とは通常考えられないのです。そして、二つは異なるものであるという誤解のために、

自己から活動を完全に切り離して知識を追い求める、あるいはそれとは反対に、正しく

理解せずに活動に走るということをするのです。 

行為は知識の動きでなくてはなりません。先述のたとえを使うならば、波は海と同一で

す。万物の在り方の知識が私たちの行為の原因であるのみならず、この知識自体が行為

という形の動きとならなければならないのです。活動とは私たちの存在の動きです。太

陽の光が太陽自身の力とエネルギーの動きだと言えるように、行為は私たちの外にある

ものではないのです。 

私たちの努力、行為、行動、活動は、私たちの存在が時間と空間の世界で表現されたも

のです。私たちの存在の動きからこの時空間性が切り離されるとき、私たちが、自分自

身のことを時空間での孤立を余儀なくされる無力な存在だと考えなくなったとき、私た

ちは宇宙の目的に関与する普遍的存在となるのです。そのとき私たちは、時間や空間を

超えた存在である神の恩寵を受けるのです。神の行為とは、隠れた目的のために行われ

る個別の動きではありません。 
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今日の私たちの状態では、これらを理解するのは容易ではありません。宗教を理解する

のは容易ではなく、心より人生の最終目的を成就する覚悟ができていなければヨーガは

できません。よって、私たちはヨーガという多大な努力を要する生き方のために覚悟を

決める必要があるのです。 

バガヴァッド・ギーターを読み進むにつれて、それまでの内容を忘れてはいけません。

ギーターの各章がそれぞれ他章と無関係に独立しているわけではありません。各章間に

は重要なつながりがあります。異なる章で同様の内容が繰り返されているように見えて

も、それは異なる目的と特別な意義をもっているためであり、同一の考えが単に繰り返

されているわけではありません。試験を前にした学生のように、ギーターの第一章を振

り返る必要があります。学習を進めるときに、新たな考えに心を奪われて最初に学んだ

ことを忘れないように、すでに学んだ内容を心の中で反復するのです。 

人が幼児期から成人に成熟していく様々な成長過程に継続性と有機的な完全性がある

ように、思考の継続性および伝えようとする教えの完全性がバガヴァッド・ギーターの

十八章すべてにあります。私たちは、大人になったからといって子供の体を捨てること

はありません。大人になるとき、私たちは、より大きな完全性と理解および能力を持つ

人間へと成長するのです。ギーターにおける思考の展開についてもこれと同様のことが

言えます。 

ギーターの第四章はヨーガに関する二つの重要な側面について触れています。第一に、

神は化身としてこの世界に現れます。神の化身は歴史上で一人だけではありません。こ

の世界の出来事はすべて人智を超えた神の奇跡であり、奇跡は神の化身による働きです。

神の化身の働きには様々な度合いがあり、状況が必要とする姿で現れます。そのために、

さまざまな宗教が認める預言者や神の化身に多様性があるように見えるのです。 

しかし実際は違います。医師が病状に合わせて異なる処方箋を書くように、神の化身の

降臨を必要とした状況の多様性のために、そのように見えるのです。ですから、宗教や

教徒が認める神の化身の間に相違があるように見えても相違は表面的なものです。意図

するものは同じです。神の化身の根源はみな同じであり、共通の目的を成就するために

現れるのです。 

最終的には一つの宗教が、宇宙の歴史における世界の時代背景および表現される媒体の

違いのために、多くの宗教として現れているだけだと言えます。これが第四章の一つ目
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のメッセージです。神の化身による驚くべき奇跡がさまざまな出来事を通して、どの時

代にも絶え間なく行われているのです。 

もう一つのメッセージは、私たちは万物の全体性の知識および私たちが置かれている環

境との関係に基づき、宇宙の構造と統合された存在として行動しなければならず、そう

することで、より包括的な存在レベルに到達し、私たちカルマ・ヨーガもより高度なも

のになるというものです。 

そして、神を実現するとき、神の存在と一体となるとき、神の完全性に自己を確立する

とき、文字通り行為が知識となり、両者は思考や記憶にも存在しなくなります。行為は

存在であり存在が行為です。私たち個体レベルでの現れとは異なり、神の存在は神の活

動と同じであり、神の活動は神の存在と同じです。 
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第十章  供犠と凝念 

ギーターの第四章ではもう一つ重要なテーマが説明されています。それはヨーガの実践

としての供犠です。宗教における神々や天使の礼拝が供犠ですが、供犠はヨーガでもあ

ります。供犠とは、より大きな自己に達するために今の自分を多少なりとも捨てること

を意味するからです。したがって、どのような形の供犠であれ、供犠では、より高い自

己のために低い自己が放棄されます。 

瞑想する心が、瞑想者の心の包括性を超えるものに凝念するとき、それは供犠とみなさ

れます。より高い原理のために低い原理を放棄するのです。私たちが信じている神を瞑

想するのが宗教の目的ですが、それには自己放棄がともないます。これも一つの供犠で

あり、自己を捧げることで低次と高次が一つになるためヨーガでもあるのです。 

高次の自己に低次の自己を捧げることはブラフマ・ヤジュナ、ジニャーナ・ヤジュナ、

すなわちブラフマン（絶対的存在）の現れである真の自己と一体になるための知識の供

犠、あるいは知識による供犠だと考えられます。 

五感を自己に引き戻し統御するとき、供犠が行われています。これもヨーガの実践です。

欲望を昇華することに役立つと考えられる対象に五感を集中させるときにも、より高次

の価値を実現するための一種の供犠が行われています。心、知性、五感の力が一つとな

って自己あるいは意識に確立されるとき、供犠が行われています。これもヨーガです。

呼吸プロセスとして私たちの中で働くプラーナをレーチャカ（吐息）、プーラカ（吸息）、

クンバカ（止息）を通してコントロールするとき、供犠が行われています。これもまた

ヨーガの実践です。 

自己をも含み、したがって自己よりも大きい「存在」を瞑想するべく、意識のすべてを

利用するために心と五感の外へ向かおうとする力を抑制する行為は、すべて素晴らしい

供犠です。自らの喜びを分かち合うときにも、私たちは供犠を行っています。誰にとっ

ても自我を維持することは大きな喜びです。自分の自我を維持することに勝る喜びはな

く、この喜びを分かち合うとき、私たちの自我の度合いは少し弱まります。そのとき私

たちは人格の一部を放棄する、自分の存在、低次の自己を少し分かち合うのです。その

行為によって私たちは、いわゆる低次の自己を包含する瞑想対象の方向に意識を広げる

ことになります。 
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デーヴァの概念について話したときに、このテーマについて触れました。これらはすべ

てヤジュナ（供犠）あるいはタパス（苦行）であり、よってヨーガであるとバガヴァッ

ド・ギーターは言います。心を集中して敬虔な精神で行う聖典の学習も供犠だとされま

す。心の集中が必要とされるからです。しかし、物品を必要とする供犠は道具を要せず

心だけで行う供犠よりも劣ると、ギーターは忠告します。 

たとえば、人を思いやる気持ちは心の働きにすぎませんが、気持ちのこもっていない物

品の施与に勝ります。重要なのは気持ちであり、気持ちに偽りがないとき、つまり、低

次の自己を超越して、思いやる気持ちの対象である人や人々をも包含する高次の自己に

向かおうとする傾向があるときに、はじめて意味を持つのです。 

五感を抑制し、自我を克服するための苦行
タパス

はすべて物品の供犠に勝ります。そして最も

高度な供犠、最も高尚な瞑想、ヨーガとは、意識をより高次の意識に集中させることで

す。「知識によって疑念を払いのけ、すべての行為をヨーガに変えるのだ。そして自己

を高次の意識に確立するのだ」というのが第四章を結ぶ言葉です。そして第四章の教え

は少し別の角度から第五章、第六章へと続きます。 

知識と行為は二つの異なるものではありません。サーンキャとヨーガは同じコインの裏

表のようなものです。自己が他から分離した存在だと考える傾向がある程度克服されな

いと、いかなる放棄もありえません。通常私たちは、自分が外の世界、世界全体から分

離していると感じます。外の世界と切り離されていると感じ、そう信じる傾向はヨーガ

の対極にあります。 

ヨーガが最終的に万物との一体を目的とする漸進的な動きだとすれば、ヨーガなくして、

いかなる放棄も不可能です。少なくともバガヴァッド・ギーターの精神に則った放棄と

は、物や人から物理的に遠ざかることではなく、物の外在性の意識を放棄することだか

らです。 

つまり放棄とは肉体的な活動ではなく、意識の働きなのです。ですから、カルマ・ヨー

ガの本質である放棄をヨーガの凝念や瞑想と切り離すことはできません。これまで話し

てきた内容に鑑みると、瞑想と行為に違いはありません。 

五感が対象物に向かうとき、そこに欲望があってはいけません。通常、私たちが何かを

認識するとき、そのプロセスは内にある動機、欲望を帯びています。物を見たり聞いた

りするとき、あるいはその他の感覚器官を働かせるとき、正しく内観していれば、そこ
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には低次の自己を満足させようとする、内から来る衝動があることに気づきます。私た

ちにとって欲望のない知覚は考えられません。 

そして、ヨーガとは必ずしも五感の活動を抑制することではなく、五感の活動を、五感

の活動を駆り立てる欲望の関与から解放するものです。五感の活動はすべて、自我に根

ざした欲望の影響を受けています。ヨーガは、感覚器官の活動を欲望という病気から

徐々に引き離して解放することです。 

活動することに問題はなく、活動は不可避であるとバガヴァッド・ギーターは言います

が、それと同時に、五感の活動に欲望が伴ってはいけないと注意を促します。活動に必

ずしも欲望が伴う必要はありません。それどころか、もっとも高尚な行為は無欲の行為

です。最終的に問題なのは欲望に根ざした行為なのです。 

ギーターの第三章で説明されているように、対象物に駆り立てられる五感の衝動が宇宙

の働きであることを理解するとき、行為の真の動作主であり、五感が対象物へと動く本

当の理由である宇宙の動きと自己を同調することによって、私たちは、より高度な心の

満足を得られるようになるのです。 

前述のように、五感が物へと動くのではなく、根本原質
プラク リ テ ィ

の三性質
グ ナ

が三性質
グ ナ

の中で活動す

るのです。プラクリティがプラクリティに動くのです。自然を織りなす力が、同じく自

然を織りなす力と交わるのです。したがって、感覚器官も五感の対象物もなく、それら

は迷妄でしかありません。 

永遠に続く、始まりも終わりもない宇宙の活動に私たちは個人として関与しておらず、

それどころか個人として存在もしていません。存在しているのは宇宙の力であり、プラ

クリティの力がサットヴァ、ラジャス、タマスとして現れているのです。動いている車

に乗っているとき、車の動きに貢献しているとは感じないように、宇宙と同調するとき、

私たちは何かをしていると感じません。動いている車の力に動かされているのですから。 

私たちはこのような考え方に慣れておらず、通常このような思考を維持することは非常

に難しいのです。私たちの考え方は型にはまっており、それは本質的に利己的、個人的

で物質主義的、肉体的、そして環境、世界から分離されているという感覚に根ざした考

え方です。 

ギーター第五章の終わり近くの二節でヨーガ実践の真髄が述べられており、それが第六

章でより詳しく説明されます。感覚器官と外界の物との接触を断たなければならない。
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これが第一の指示ですが、この指示が意味するところを誤解してはいけません。感覚と

その対象物との接触を断たなければならいと忠告されると、私たちはたいてい対象物か

ら物理的に遠ざかることを考えます。対象物から地理的に距離を保たなければならない

と考えて、そのような対象物がない場所へ身を移します。これがもっとも未熟で低次の

放棄の概念です。 

しかし、ギーターは第二章の一節には、物理的に禁欲をしても必ずしも欲望がなくなっ

たことにはならないという戒めがありました。欲望の対象と自分の間に距離を置いたと

しても、欲しているものは心から離れません。ここで言う知覚対象から五感を切り離す

とは、単に対象物と物理的距離を置くだけではなく、外の世界、外在性に縛られている

意識を解放し、五感の対象が外の世界に在るのではないことを知る、あるいは経験する

ことです。 

私たちは、私たちの存在の根底から、時空間の外界に物が在るのではないと確信してい

なければなりません。それは間違った見方なのです。私たちの外に在るのでなければ、

五感による接触はあり得ませんから、欲望の対象となることもありえません。問題はた

ちまち解決します。これが真の持続する放棄であり、五感の対象から五感を切り離す必

要性を説くギーターの忠告が意味するところです。 

そして視線あるいは注意を、心が位置する場所に固定せよとギーターは言います。これ

は少し神秘的な教えです。秘教的な心理学は、心は特定の場所に位置していると言いま

す。人が目覚めているとき心は脳で機能しており、その中心は眉間にあると考えられて

います。夢を見ているときには、それが喉あるいは首のあたりに位置し、深い眠りのと

きには心臓に移動すると言われています。心臓が、心が座する究極の場所です。 

ギーター第五章には、眉間に心を集中させよと言う節があります。アジュナ・チャクラ

と呼ばれる場所に視線を向けよというのですが、これは心が位置する場所に心を集中さ

せよという意味です。心の中心に意識を向けたほうが心をコントロールし易くなるので

す。目は完全に閉じるべきでも開けるべきでもなく、そうすると、鼻先に目線がいくよ

うな感じになります。実際に鼻先に意識を集中させる実践をする人もいますが、鼻先を

見つめよという意味ではありません。目を完全に閉じることで眠気を誘わないようにす

ると同時に、完全に目を開けて集中力を欠くことのないように、目を半分閉じた状態に

しておくことを示唆しているのです。 
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このように意識を集中させると同時に、ゆっくりと落ち着いて息をするのですが、その

ときには仕事や約束などの気になることがあってはいけません。心理的に義務がない状

態でないとプラーナは穏やかで調和のとれた動きをしません。私たちの注意を要する約

束ごとがあるとプラーナもその方向へ動きます。欲望および活動への関心によってプラ

ーナは乱れます。ですから、瞑想のために座につくときには、その後予定などがないフ

リーな状態でなければなりません。そうでなければ、潜在意識や無意識が瞑想以外のこ

とを考え、その方向に心が動いてしまいます。 

瞑想するときは、心を集中させる以外の関心事がないようにしなければなりません。瞑

想を始める前にすべての用事や約束事を済ませておくべきです。もちろん、すべてと言

っても人生におけるすべての義務を停止させることができないのは言うまでもありま

せん。しかし、注意を必要とする差し迫った用事などがないようにしなければなりませ

ん。すくなくとも 2～3時間あるいは半日程度仕事や約束事から解放されていれば心は
落ち着きますし、それに伴いプラーナの動きも自然に落ち着きます。そのときプラーナ

の動きは自然と調和の取れたものになるのです。 

神に意識を没入させて自己を解放することに全神経を集中させなくてはなりません。五

感、心、知性が、自己から現れる一つの炎のごとく一体とならなければなりません。通

常五感と心は調和しておらず、知性は心と五感の活動に黙従しているだけです。五感、

心、知性の間に調和がないために、私たちの人格は揺れ動くのです。 

三つの炎が一つとなって燃えるように、五感と心と知性の力が一致しなければなりませ

ん。ギーターの第六章では「風のない所においた燈火
ともしび

が揺るがないように」という表現

がされていますが、五感の働きの背後に欲望がなく、外の事物へ私たちを駆り立てるも

のがなく、理性が満足しているときに、そのような意識の状態に到達するのです。 

私たちの目的は魂の救済
モ ー ク シ ャ

であり、人生にこれ以外の目的はありません。私たちは、モー

クシャが人生の目的であり、私たちの活動、学習、取り組みなど私たちがすることはす

べて魂の解放のためにあるのだと百パーセント確信していなければなりません。絶対的

存在に帰入する魂の救済という目的に意識のすべてを集中させるとき、必然的に愛憎や

貪欲はなくなります。これがヨーガの本質であるとギーターの第五章は言います。 

これらの教えはすべて私たちの精神を高揚させる教えであることは間違いないですが、

教えを実践しようとするとき、私たちは五感をコントロールするのが容易ではないこと

を知ります。二輪戦車
チャリ オ ッ ト

につながれた暴れ馬のごとく、私たちの乗り物
か ら だ

、人格を翻弄する
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五感を制御するのは大変な仕事です。徐々に進んでいくのがヨーガの実践プロセス全体

であり、衝動的に行うものではありません。ヨーガを始めたからといって、後先考えず

性急に行動してはいけません。 

れんが職人が建物を建てるとき、れんがを一度に出鱈目に積み上げることなく、れんが

を一段ずつ積み上げていくように、ヨーガも一歩ずつ進んでいくのです。大工や建築家

は、基礎から始まる各建築段階がそれぞれしっかりと適切に実行されていることを確か

めながら、ゆっくりと時間をかけて建築を進めていきます。 

そうでないと建物が途中で崩壊してしまう危険があります。それが建築であれ、本の出

版、執筆、講義の傾聴、あるいは神の瞑想であれ、せっかちに事を進めてはいけません。

すべて慎重にあわてず、冷静に行わなければなりません。十分な時間をかけて理解しな

がら一歩ずつ確実に進んでいくほうが、性急に突き進み、途中で挫折するよりも良いの

です。 

したがって「瞑想のヨーガ」として知られるギーターの第六章は、個人的な意志、低次

の自己の欲望を満たすために行動したいという気持ちを放棄しない者がヨーギになる

ことはできないと教えます。五感の欲望がなく、個人的な衝動を持たず、すべての動機

を放棄したとき、その者はヨーガに自己を確立したと言えるのです。 

ヨーガは、非個人性に自己を確立する方向へと少しでも進んでいくためのステップです。

個人としての意志や欲望、行為は個人性に根ざしたものです。非個人性がヨーガであり、

そこに到達する段階がヨーガの聖典等に書かれています。ヨーガとは低次の自我が直近

上位の自我を瞑想することであるとも言われます。自我にもさまざまな度合いがあり、

宇宙全体が自我から成ると言ってもよいでしょう。物というものは存在せず、在るのは

自我だけです。これはつまり、いわゆる五感の対象物にも自我の要素がなければ、私た

ちが対象物を欲することはないということです。 

愛とは、愛の対象の中に自己を見ることであり、自己のないものに対する愛は考えられ

ません。つまり愛とは、さまざまな自己の意味においての自己愛あるいは自我愛なので

す。ウパニシャッドの形而上学が、この宇宙全体が自己、アートマン（真我）だと言う

のにはこのような意味があるのです。しかし真我と宇宙は同一であるとするウパニシャ

ッドやバガヴァッド・ギーターの言葉を慎重に理解する必要があります。この言葉はと

ても誤解しやすく、正しく理解し難いものです。 
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一般に自己とは、心と体からなる個別の人格としての自分を指します。自分だと考える

「私」が実質的な自己です。そしてこの自己と呼ばれるものの気持ちや活動の背後にあ

る動機を分析すると、この自己が目的とするものが利己的であることがわかります。上

述のような解釈の自己における「利己的」です。五感が五感の対象に向かおうとする衝

動が自己の行為です。対象物と一体になることが自己の喜びと同じであるという勘違い

のもとで、対象物と一体になるために理性と心の助けを借りて五感を駆り立てているの

は自己なのです。 

対象物に対する愛着が、五感が対象物と接触する主たる動機ではなく、目的は自己の喜

びを得ることです。物自体に対する愛は全くありません。そこには自己の喜びに対する

愛しかないのですが、五感の対象物と接触しない限り自己の喜びを得ることはできない

という迷妄があるのです。なぜこのようなことが起こるのか、それには様々な理由があ

ります。なぜ私たちは、このような間違いを起こすのでしょうか。 

それは心理学的および形而上学的に説明することができます。心理学的には、求めてい

る物と接触するときに感じる喜びは、欲望が一時的におさまった結果です。欲している

物を手に入れたり、その物を楽しんだりした結果ではなく、物と接触することで目的が

果たされたと心が感じることで欲望がおさまった結果なのです。五感の目的は対象物を

手に入れ、自分のものにし、一体となり、対象物と分離していないと感じることです。

欲望の対象を手に入れることで、その目的が果たされたと感じるために、五感と心が対

象物を考える必要がなくなるのです 

「自分の所有物になったので、ある意味で自分になった」と感じるのです。五感は心に、

心は理性に、理性は自己に戻ることで、私たちに落ち着きが訪れます。ほんの一瞬のこ

とですが、一時的に意識が意識にとどまり、私たちは心理的な喜び、求めていたものを

手に入れた、味わうことができたという満足、幸福を感じます。これは大きな誤りです。 

形而上学的な理由はこれとは異なります。真我はあまねく存在するもの、唯一の普遍的

存在であり、私たちの中にも物体の中にも存在します。真我が、時空間での存在という

形の真我自身を引き寄せるために、物が私たちを引き寄せ、また私たちも物を引き寄せ

るのです。欲望に根ざした行為、感覚認識プロセスはすべて、無限なるものが無限なる

ものを呼んでいるのであり、いかなる些細な行為や欲望にせよ、それによって私たちが

求めているのは普遍なる真我に他なりません。 



 

89 

 

しかし、五感は活動の背後にある目的を知りません。私たちが何かを求めるとき、私た

ちは普遍的存在を求めており、それ以外の何物も求めていません。これが外の物へと向

かう五感、心、知性の動きの背後にある存在論的な説明、形而上学的な理由です。 

どのような瞑想であっても、低次の自己の瞑想対象となるのは、より高次の自己です。

低次の自己が高次の自己に同調するとき、それはヨーガの状態にあると言えます。高次

の自己にもさまざまなレベルがありますから、直ちに絶対的存在を瞑想することはでき

ません。ギーターの第三章でヤジュナ（供犠）、主体と客体を司るデーヴァ（神々）と

いうテーマが取り上げられました。主体と客体とを統合するこのデーヴァが当面の高次

の自己です。このデーヴァも、より高次の意識の世界においては、客体を持つ主体とな

るのです。 

これらはすべて容易に理解できることではなく、また低い段階にいるときに、高すぎる

段階に到達しようとするべきではありません。次の段階の直前に到達したときに初めて

次の段階が見えてくるのです。私たちには一歩先の段階しか心に思い描くことができま

せん。一挙に完全なる洞察力と視野を得ることはできません。今私たちに感じることが

できるのは、すぐ上の段階だけであり、それ以上の段階については何も分からないので

す。自然界は段階的に秘密を明らかにします。すべてが一度に明かされることはありま

せん。 

バガヴァッド・ギーターの第六章は、高次の自己が低次の自己を司る原理であると言い

ます。高次の自己が低次の自己の瞑想対象であり、高次が低次の目的です。低次の自己

が高次の自己と同調しているほど瞑想は功を奏していると言えます。より高次のものの

存在すら気づかないような自己中心的で無知であれば瞑想が成功することはないでし

ょう。 

低次の自己が高次の自己に同調するとき、高次の自己は低次の自己と友となり、低次の

自己を助けてくれるのです。高次の自己が敵に見えることもあります。時には、神が私

たちの望みをすべて無視する非情な存在に見えることさえありますが、それは私たちが

神の意志、目的および摂理に同調していないからです。 

ですから、高次の自己が自己の友であり、また敵でもあるのです。私たちが高次の自己

の目的と法に同調すればするほど、高次の自己は私たちの友そして恩恵を与えてくれる

存在となり、不調和であればあるほど、人生における落伍者となるのです。これが「瞑

想のヨーガ」と呼ばれるギーター第六章の教えですが、教えはまだ続きます。第六章は
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科学的に自制をする必要性を強調する重要な章です。ギーターの第六章で説明される瞑

想のヨーガは、パタンジャリのヨーガ・スートラの教えと類似しています。 

瞑想の時間を設けなくてはなりませんが、前述のように、私たちの注意を散漫にさせる

ような仕事や約束事のない時間に設定しなくてはいけません。安堵して「今日の仕事は

終わった。あとは自由の時間だ」と言える時間です。そのような時間が瞑想に適してお

り、「30 分後に仕事がある。後でこれをしなくては」といった状態で瞑想することは
できません。無意識のうちに瞑想とは別の方向に心が引きずられていくため、瞑想がう

まくいくことはありません。 

したがって、心の集中を妨げないような時間と場所を選ぶことが重要です。瞑想時の体

の姿勢も苦痛を伴うものであってはいけません。瞑想のためにパドマーサナやスカーサ

ナなどで座っているときに、膝や背中に痛みを感じるようなことがあってはいけません。

痛みがあるということは、あなたに適していない坐法なのです。自分に合った坐法を瞑

想者自身が選べばよいのです。 

パタンジャリは、瞑想のための坐法は楽な姿勢ならどのようなものでも良いと言ってい

ます。パタンジャリはパドマーサナやシッダーサナなどの坐法を指定していません。注

意をそらしたり肉体意識を強めたりすることのない楽な姿勢であればどのような姿勢

でもかまわないのです。 

瞑想時に体の姿勢を一定に保つのは、肉体意識から解放されて、体のことをあまり考え

ないようにすることが目的です。体のどこかが痛めば、その痛みに意識が行ってしまい

ます。ですから、どのような姿勢でも良いので自分に適した姿勢を選べば良いのです。

ただし姿勢は、意識を束縛せず、また眠気を誘ったり、痛みを生じさせたりするもので

あってはいけません。体や五感の対象が気になってもいけませんし、眠気や不快感を誘

うような姿勢であってもいけません。 

たとえば横になる姿勢は眠気を誘いますから、瞑想に適した姿勢だとは言えません。痛

みが生じる姿勢も適切な体位だとは言えません。立っている姿勢も集中に適していると

は言えません。瞑想に適した楽な姿勢を取る必要があり、瞑想のための体位をアーサナ

（坐法）と呼びます。時間と場所についてはすでに述べました。 

そして瞑想の対象を選びます。これまで話してきた内容が、何を瞑想対象とすべきかを

示しているはずです。これ以上説明しなくとも、みな何を瞑想対象とすべきかを理解で
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きているはずです。これまでに説明してきたヨーガの目的に意識が集中するよう意識に

働きかけるのです。何らかの理由で意識を集中させることができない場合は、私たちを

満足させてくれる他の瞑想対象を選びます。 

瞑想対象に関して満足するとは、瞑想対象以外のものを考える必要がなくなる状態を意

味します。瞑想対象以外のことを考える必要がないような瞑想対象を選択しなくてはな

りません。また、たとえば空腹状態でもいけません。空腹時には瞑想中でも食事のこと

やレストランのことを考えてしまいます。そのような状態で瞑想はできません。このよ

うな苦痛は排除しなければなりません。喉が渇いているのなら水を飲んで落ち着いてか

ら瞑想すればよいのです。空腹ならば少し何か食べる。疲れているのなら 30分ほど睡

眠すればよいのです。無理をする必要はありません。 

ヨーガは自虐的な修練ではありません。拷問のようなものでも、苦しい治療でもありま

せん。ヨーガは自己全体が自ら自発的に喜びとともに行うプロセスであり、いっさい外

部から強制されるものではありません。これを理解しなくてはなりません。ヨーガは低

次の自己が高次の自己へと向かう自然な動きなのです。 
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第十一章  瞑想のヨーガ 

瞑想のヨーガ（ディヤーナ・ヨーガ）がバガヴァッド・ギーター第六章のテーマです。

瞑想に適した、心の集中を妨げないような場所が必要であるという話をしました。また、

瞑想の目的から心が逸れることのないように、約束ごとや仕事がない時間を選択するこ

との重要さについても述べました。適切な場所と適切な時間、この二つの要素はとても

重要です。 

しかし、これら二つの条件以上に重要だと言えるのが心の準備です。強制されて瞑想す

るのではなく、瞑想に対する熱意がなくてはなりません。単に日課として時間を決めて

いるから瞑想するのではありません。それでは、おなかが空いていないのに正午だから

と言って昼食を食べるようなものです。時間が来たから座るのではなく、瞑想の必要性

を感じることが重要なのです。心が瞑想の必要性を感じていなければ、適切な時間と場

所を選んでもあまり意味はありません。 

ほとんどの人が瞑想から満足な結果を得られないのは、心の準備ができていないからで

す。どのように心の準備をすればよいのでしょうか。これは各人が自分の視点で回答で

きることです。なぜヨーガを実践する必要を感じるのでしょうか。必要性を感じなけれ

ばヨーガを始めていなかったはずです。どういうわけか、ヨーガが人生の問題の解決策

だと感じたのです。 

なんらかの問題やストレスを抱えている私たちの意識が、ヨーガによってすべてが解決

すると確信したのです。ヨーガが究極の真理とみなすもの以外に私たちを救ってくれる

ものはないと、私たち自身が確信したのです。誰かに食事しなさいと言われたから食事

をするのではないように、誰かに瞑想しなさいと言われた、あるいは書物が瞑想の重要

性を説いているから瞑想するのではありません。瞑想をする必要性を感じるから瞑想す

るのです。 

瞑想を必要とする気持ちは偽りのないものでなくてはなりません。心は私たちを欺きま

す。心は常に変化して私たちを惑わすのです。心的状態はほとんど毎日変化します。今

まで必要だと考えていたものに対しても簡単に不満を感じるようになったりします。私

たちの心以上に理解しがたいものはありません。私たち自身が人生における最大の困難

なのです。私たちの心の状態は風見鶏のごとく常に変化します。 
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ほとんどの人が真摯にヨーガに取り組んでいるかもしれませんが、私たちは皆心の気ま

ぐれに何らかの影響を受けています。よく「やる気がでない」と口にします。なぜやる

気がでないのでしょうか。「理由は分からない」としか言えません。これは私たちが自

分の心をコントロールできていないことを意味します。 

ヨーガの実践でさえも、真の理解に基づくものではなく、単なる一時的な気持ちかもし

れません。これは心に留めておくべき重要なことです。心には実に多くの気分があり、

ヨーガもそのような気分の一つかもしれません。持続性のない、やがて過ぎ去る気分で

しかないかもしれないのです。ですから、人生を通して求道心を維持できるとは限りま

せん。 

瞑想で感じる困難は、表面的には受け入れているように見えても心の底からヨーガが意

味するものを受け入れていないことが原因です。私たちには物事を受け入れたように見

えても、うわべだけのことが多々あります。ヨーガは心から完全に受け入れる必要があ

ります。表面的に受け入れているだけではいけません。完全なる存在が人生の偉大なる

目標ですから、私たちの心の準備も完全なものでなくてはなりません。 

ヨーガは人生における非常に重要な要素ですから、気まぐれで不完全に受け入れている

のでは不十分なのです。これについてはバガヴァッド・ギーターを通して簡潔に幾度と

なく言及されており、なぜ気分が一定ではなく、私たちが自ら驚くような相反する欲望

を持っているかについても触れられています。 

この疑問に対してギーターの第六章は、私たちの活動が極端に走ってしまうのが原因だ

と言います。私たちの行動、活動は冷静さと調和を欠いているのです。私たちは何かを

好きになるとき、まるで身売りするかのように愛情を注ぎます。それは極端な執着です。

また、何かを嫌うときには心から非難するという反対の極端に走ります。私たちにとっ

て冷静さを保つことはとても困難です。 

冷静でバランスのとれた物の見方をするよりも、極端な思考をする方が簡単です。たと

えば、食べ過ぎる、あるいはまったく食べないといった両極端の方が簡単です。私たち

は突然「一週間断食する」と言ってみたりします。しかし、心と体あるいは人間関係や

活動などにも悪影響を及ばさないように食欲をコントロールすることのほうが難しい

のです。 
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バガヴァッド・ギーターはヨーガにおける調和を強調しますが、それは自己と絶対真理

との究極的合一という超越的な意味に限られたものではありません。ギーターは、ヨー

ガの調和は日々の暮らしや社会関係、職業など、人生のすべてのレベルに適合させなけ

ればならないと繰り返し教えます。 

食事や睡眠、娯楽についても、極端な感情で行ってはいけないのです。節度のない暴飲

暴食や睡眠をすべきではありませんし、心身が必要とするものを極度に控えることも避

けなければなりません。中庸が人の取るべき道だとされていますが、それはとても微妙

なバランスであり、一方の極端はよく見えても、両者のバランスを目で見ることはでき

ません。 

調和がとれた物事の状態は目で見ることのできない真実であり、五感で認識できるもの

ではありません。しかしながら、心でその調和を思い描く努力をする必要があります。

食べ過ぎても、まったく食べなくても、眠りすぎても、まったく眠らなくても、遊びす

ぎても、まったく遊びがなくても、ヨーガには適しません。一般論ですが重要なことで

す。 

偉大なヨーギたちは、しごく普通の人たちです。いかにも浮世離れした異彩を放つ行者

には見えません。ヨーガの実践が人目を引くことはありません。ヨーガは、社会の中で

目立つような不自然な生き方ではないのです。真のヨーギはヨーギに見えないものです。

ヨーギに見えるということは、ヨーガの実践に何か不自然な要素があるということです。

なぜヨーギのように見えなくてはいけないのでしょうか。そのような振る舞いは不要で

す。正常で自然な行動とは人生全体の理解から自然に生じる結果であり、それがヨーガ

です。 

この健全かつ準備のできた心で、自分に適した実在の度合いを瞑想するのです。瞑想対

象として選ぶ、実在の特定の度合いがイシュタ・デーヴァタ（守護神、理想神）です。

デーヴァあるいはデーヴァタについてはすでに述べました。そして全身全霊をこめて、

深い愛情と敬虔な精神で行う心の集中がデーヴァタに対するヨーガです。 

心底から好きなものが目前にあるとき、心は完全に安定します。非常に価値ある物を手

にするとき、私たちはその価値の存在に心を完全に奪われ、いわば恍惚状態になります。

それは私たちの理想神であり、それ以外の何物も欲していないからです。そのとき私た

ちの心は、他の何ものも考えることができません。 
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それを目の前にするとき、他のことを何も考えられなくなるほど私たちを魅了するもの

が、この世界にあるでしょうか。瞑想方法を伝授する重要性がここにあります。瞑想対

象の選択は、ことのほか重要です。瞑想対象の選択は師の指導の下で行われます。ほと

んどの人が自分で瞑想対象を選ぶことができません。今日選択した瞑想対象が次の日に

は適切ではないと感じたりして心が定まりません。 

ヨーガの初期段階にある人にとって、すでに一定の心理的な成長過程を経てきた優れた

人による指導は大きな助けとなります。そのような人を導師
グ ル

あるいは師と呼びます。こ

れから私たちが進んでいく道をすでに経験しているのであれば、そのような人は、私た

ちの行く手になにが待ち受けているかを教えることができます。 

ヨーガへのイニシエーションとは、瞑想者にとって唯一のリアリティとなるような、心

を完全に引きつけることが可能となる対象の概念あるいは理想に心を導くことです。対

象から必要なものすべてが得られると思えなければ、心がその対象に完全に集中するこ

とはできません。瞑想対象が私たちのニーズを一つ残らず満たしてくれると確信できれ

ば、それ以外のものを求める必要はなくなります。 

しかし心のどこかに、人生には瞑想対象以外にも必要なもの、瞑想対象と同じくらい重

要なものがあるかもしれないという疑念があるのです。これは瞑想対象を正しく選択し

ておらず、瞑想対象として選んだものの価値を信じていないということを意味します。 

瞑想対象であるイシュタ・デーヴァタは神の化身です。その神を信じることができない

のであれば、何を信じることができるのでしょうか。瞑想対象の選択に基本的な誤りが

あるのです。そのために心は集中力を欠き、ニーズを満たしくれるものを求めて転々と

します。結局何を求めているのか心自身が理解していません。瞑想を始める前に瞑想の

心理学を身につける必要があります。 

至上者は万物に遍在しています。神はあまねく存在しています。よって瞑想対象にどの

ような姿形や概念を選んでもよいのです。どの対象の中にも神は存在するのですから。

重要なのは、理論的な神の存在ではなく、あなたが瞑想対象の中に神の存在を認め、心

より受け入れているということです。そのためには若干の理解が必要とされます。 

神の遍在性はすべてを包含しているため、私たちが人生における理想と考えるものが何

であれ瞑想対象とすることができます。対象とするものの能力を信じている限り、どの

ようなものを瞑想対象にしてもよいのです。瞑想の目的とは、体という牢獄の中で守ら
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れ続けてきた心の砦を打ち破ることです。心はこの世界の個々の事物に非常に強く引き

つけられます。多様な現象に対する欲望が、孤立した思考の存在である心の本質です。

孤立した心の存在をなくすためには、孤立した個々の事物のことを考えることを止める

のです。 

特定の対象だけに間断なく心を集中させることで心が粉砕されます。幻想が崩壊するの

です。一つの考えだけを考え続けることで心が超越され、瞑想者はまるで夢から覚める

ように、新たな世界観と意識に目覚めるのです。現象の意識から実在の意識への目覚め

は、夢から目覚めるのに似ています。夢の経験と目が覚めているときの経験に大きな違

いあるように、そこには非常に大きな違いあります。 

瞑想中は、心が複数の対象あるいは複数の観念のことを考えないように気をつけなけれ

ばなりません。次から次へと心に考えが浮かび、心に連続する思考の流れがあるとき、

そこに真の瞑想はなく、瞑想対象の選択にも問題があることを気づかねばなりません。

そのとき、唯一の解決策は導師
グ ル

に相談することです。何か間違いがあります。満たされ

ていない欲望があるのです。 

もちろん、この世界にまったく欲望のない人はいません。皆欲望を持っています。しか

し、霊的修行の道を歩む求道者には、欲望を有意義なものに昇華する義務があります。

そして、人々の欲望は一様ではありませんから、導師
グ ル

より心の衝動を昇華する方法を伝

授してもらわなければなりません。人にはそれぞれ特有の欲望があり、それぞれの欲望

に合った対処をしなければなりません。 

したがって、大勢の人たちに十把一絡げに伝授するということはあり得ません。大衆に

対する宣教活動のように、大勢の人たちに一度に伝授することはできません。個々のケ

ースは医師の治療を受ける患者のようなものです。大勢の患者に同じ注射や薬を与えて

治療することはできません。弟子あるいは生徒はそれぞれが異なる特有の状態であり、

導師
グ ル

は彼らの成長段階をふまえて、心や意識の状態に個別の注意を払うのです。 

自分の理解を超える大きな問題が生じるとき、それを自己解決することはできません。

自分自身の欲望の謎を知ることはできないのです。そして、瞑想における障害とは、満

たされない欲望でしかありません。欲望の達成とは、必ずしも好きなだけ欲望を満たす

ということを意味しません。中にはそのような方法を必要とする欲望もありますが、通

常はヨーガで用いられる他の手法によって欲望が昇華されるように対処しなければな
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りません。これらは本で学べることではありません。これらの対処法は個人の特質に関

係した秘義的なアプローチなのです。 

ですから、選択した対象を瞑想するよりも、そこに至るまでの準備のほうがより長い時

間を要するかもしれません。突然「よし、瞑想をするぞ」と言っても瞑想できるとは限

りません。重要なのは、瞑想をする準備ができているかということです。心は瞑想対象

を完全に受け入れることができるでしょうか。私たちは、瞑想対象以外の心のニーズや

要求を抑圧して潜在意識に追いやってはいないでしょうか。もしそうだとしたら、瞑想

に対して非常に慎重であらねばなりません。私たちが、私たち自身の満たされた、ある

いは満たされていない欲望について理解できたとき、心は風のない所においた燈火
ともしび

のよ

うに揺らめくことなく安定します。 

しかし、私たちの人生において、このような状態になることは希です。このようにして

心が完全に集中するとき、最悪の悲しみでさえも私たちの心を揺るがすことはないとバ

ガヴァッド・ギーターは言います。そのとき、私たちから悲しみは消え去るのです。す

べては美しく、私たちは万物と調和することができるようになります。 

私たちはそのとき万物の友であり、万物が私たちの友となります。私たちは苦しみの根

源から切り離され、独特の意味で他の影響を受けなくなります。他から孤立した個体と

してではなく、存在の素晴らしき広がりのなかで、悲しみの原因である自我が克服され

るのです。 

しかし、肉体として存在している以上は避けられない様々な困難や弱さがありますから、

一生のうちにこの目的を達成できるかどうかは分かりません。ヨーガの目的、人生の目

的を今生で達成できると言い切れる人がいるでしょうか。「この人生で神に到達するこ

とは可能だろうか。自分には無理なのではないか」。このような疑念が起こるものです。

そこで、アルジュナは偉大なる師クリシュナに質問します。 

「一生を通じて真摯にヨーガを実践してきた求道者が目的を達成することなく死を迎

えた場合、その求道者はどうなるのでしょうか」。この状況を思い浮かべてみてくださ

い。私たちは瞑想そしてヨーガの実践に最善の努力をしてきました。しかし、最善の努

力をもってしても最終目的を成就するには至らず、人生を決定づけるカルマの法則のた

めに、私たちはこの世を去らなければなりません。そのような修行者は死後どうなるの

かというのがアルジュナの質問でした。 
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クリシュナの答えは大きな慰めとなる満足のいくものです。クリシュナは言います。「こ

の世で善行を積んだ者は、たとえそれが僅かであっても破滅することはない」。これが

カルマ、すなわち作用反作用の法則の素晴らしい側面です。私たちはネガティブな側面

だけを考えてカルマを恐れますが、その法則に従って行動するとき、カルマは私たちに

報いを与えるのです。 

成功する、しないに関わらず、ヨーガ実践に注ぐ努力は賞賛に値します。実際のところ、

成功や失敗はバガヴァッド・ギーターの関心事ではありません。バガヴァッド・ギータ

ーの関心事は、私たちがどれだけ真摯な態度でヨーガに臨んでいるか、そしてまた偽り

のない目的意識に裏付けられているかという点です。神が尊重するのは真摯で偽りのな

い精神であり、心の隠された動機や目的ではありません。私たちの内面的な状態がすべ

てなのです。 

ヨーガの目的を成就する前にこの世を去った者は、より良い環境に再び生まれます。こ

れまでの修行をさらに促進できる、修行が妨げられることのない環境に生まれてくるの

です。前世の記憶は独自の影響力を持ちます。通常そのような記憶が意識化されること

はありません。たいていの人は前世のことを覚えていません。しかし、意識化された明

瞭なものではないにせよ、皆特定の方向へ駆り立てるものを感じているはずです。心の

奥底からくる願望が、前世での修行や求道心から来る推進力です。 

心には顕在意識の他に潜在意識があり、その奥にはさらに無意識があります。修行して

いた者がこのようにして生まれ変わるとき、修行者は前世で成就できなかった目的へと

進むよう駆り立てられるのです。そして自然の摂理によって、修行に必要なものがすべ

て与えられます。また、前世の功徳によって得られた恵みによって、苦しみのない環境

に生まれてきます。 

ヨーガの真理を求めて、真摯に一途に努力してきたのですから、ヨーガが私たちを見捨

てることはありません。母親よりも私たちを愛してくれるのがヨーガです。さらに師ク

リシュナは、善行を積んだ者はヨーギの家庭に生まれることさえあると言います。これ

以上の祝福があるでしょうか。このように、修行者の破滅はなく、努力が無駄になるこ

とはないのです。ギーターの第六章は、神は私たちの友であり守護してくれる存在であ

ると締めくくっています。 

神こそが私たちの唯一の友であり、真の友であると気づくとき、私たちに心の平穏が訪

れます。神に救済を求めるとき、神が私たちを見捨てることがあるでしょうか。見せか
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け、非実在よりも実在の力は計り知れず大きく、私たちが神を忘れても神が私たちを忘

れることはありません。 

私たちの散漫な心は、実在ではなく影に向かって動いています。しかし真摯に実在を求

めていれば、たとえ実在の概念が正しくなくとも必ずよい結果につながります。神の道

は謎に満ちています。私たちが持つ神の概念がどのようなものであれ、神に到達しよう

とする真摯な努力、子供のように純真で偽りのない想いが、来生の私たちを救うのです。 

救われるのは未来の私たちだけではありません。クリシュナは、真理を求める者は、こ

の世でも来生でも苦悩に苛なまれることはないと言います。地獄のような苦しみを感じ

るのは最初だけです。やがては天上の光があなたの顔を照らすようになります。何事も

最初は困難で思うようにいかないものです。ギーターは後に、最終的に私たちのために

なるものは、最初は嫌なものに見えるが最終的には最高の満足と喜びの実を結ぶのだと

言います。 

ヨーガを実践する者がヨーガそして人生において経験する苦悩は避けられないもので

す。瞑想するとき、私たちは人格の浄化をしているからです。それはまるで長年放置さ

れていた部屋の掃除をするようなものです。汚れた部屋を掃除するとき、埃が舞い上が

るために最初は掃除をする前よりも汚れたように見えることがあります。しかし、掃除

をし終えると部屋はきれいになり、私たちは満足するのです。 

ヨーガの実践で感じる問題、困難、苦悩、疑念、苦悶は、何度もの生まれ変わりによっ

て心に蓄積した汚れの浄化による必然的な結果なのです。しかし、輝かしい日が必ずや

って来ますから、至福の恵みを念頭におき、落胆してはいけません。 

神を完全に信じ、頼る者は、神によって守られます。「わたしを見ている人を、わたし

は見ている」と偉大なる師クリシュナは言います。神の加護を求める者が、神に見捨て

られることは決してありません。真摯で偽りのない精神が心の平穏、加護、そしてあら

ゆるものの成就という結果につながります。私たちに求められるのは、心の芯から神を

求め、心的態度にまったく裏表がないようにすることです。 

私たちは神で賭け事をしているわけでも、神を試しているわけでもありません。また、

神から神以外の何かを求めるという隠された動機があるのでもありません。これらのこ

とを肝に銘じていれば、時間と空間を超越して神の恩寵が即座に与えられるでしょう。 
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第十二章  神と宇宙 

バガヴァッド・ギーターは第七章で、これまで触れてこなかった新たな存在の領域に言

及します。それはまるで神の教えの劇が大きく場面転換して、六章までの視点がとつぜ

ん変わるのです。求道者の魂に造物主
か み

についての知識が教えられるのですが、六章まで

にあまり触れられなかったテーマです。 

最初の六章では個人、人の義務、そして心と体の統合について重点が置かれてきました。

六章までは、より高次の意識を求める魂という観点での個体あるいは人類への教えが書

かれており、第六章で個を超越する世界へ飛躍するための完全なる準備というテーマが

扱われることで、自己統合に関する教えが完了します。 

クリシュナは第七章の初めに、真理の探求は非常に大きな祝福であると言います。この

世界で神を愛するという神の恵みの栄光に浴し、探求の道を進むことのできる者は僅か

しかいません。多くの人は絶対的存在について考えることさえできず、ましてや絶対的

存在に直接接触したり経験したりするのはなおさらです。絶対的存在の概念について考

えるだけでも大きな祝福です。至上者の本質を心に抱くことができたなら、それだけで

も大きな成果です。ヨーガ実践の成果だと言えます。 

求道の初期段階にいたとしても、全霊を傾けた求道心は、机上の知識あるいは知的な理

解よりも優れていると考えられます。神を求める人はあまりいません。たいていの人は

五感の対象に心を奪われています。人は経験的、肉体的、そして自己中心的な満足を求

めています。普通の人には神の至福など関係ないのです。そのようなことを考えること

も理解することもできません。心が神の本質を求めようとする資質を持った人は希です。 

そして、心から神の実現を求める者の中でも、その努力が成就する者は更にさらに希な

のです。体を持ち、現象的な世界に心が制限された私たちにとって、この魂の道での成

功は困難を極めるものであり、申請書を出したからといって皆が選ばれるわけではあり

ません。このような慎重な言葉の後、バガヴァッド・ギーターの師は言葉少なに宇宙の

全容を描きます。宇宙全体は五大元素（土、水、火、空気、エーテル）と心、知性、自

我で形成されています。 

これはサーンキャ哲学の宇宙論的説明に大きく類似しています。すでに、このテーマに

ついては触れましたので繰り返しになりますが、私たちが生きる地球、物質、固体は、

私たちが目にすることのできる最も低い次元の実在性です。これらはすべてマハーブー
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タ（五大元素）という範疇に分類されるものです。感覚器官で知覚できるものはすべて

物質（ブータ）と見なされます。五大元素は実際には五つの異なる物質ではありません。

五大元素とはむしろ、宇宙物質の五つの異なる密度なのです。それぞれを完全に区別で

きるものではありません。 

サーンキャ哲学およびヴェーダンタ哲学の宇宙論によると、結果は原因に還元すること

ができますから、究極的には空間が万物を内包していると言えるでしょう。土、水、火、

空気、エーテルという物理的要素が物理的宇宙を形成します。しかし宇宙を構成する要

素には、私たちの五感では認識することができない、より微細なものもあります。高次

になればなるほど、構成要素は希薄なものになるため、私たちには知覚不能になるので

す。 

サーンキャ哲学によると、五大元素はタンマートラと呼ばれる五大元素よりも微細な要

素から成っています。完全なたとえでありませんが、物質を構成する電気的な要素のよ

うなものです。目に見える物体も、それらが宇宙に広がる電気的エネルギーの現れだと

見るとき、物体の具象性はなくなります。 

つまり、そこにあるのはエネルギーの連続体だけであり、サーンキャ哲学がプラクリテ

ィと呼ぶものに近い状態です。バガヴァッド・ギーターには、このような詳細は含まれ

ていませんが、この原理についての言及がされていることは明らかです。 

五大元素そして五大元素よりも微細なタンマートラを超えて、その背後にあるのが宇宙

的思考の原理です。これは心に思い描いたり、知覚したりすることのできないものです。

物理世界の形成要素を超えた宇宙的実在は、知覚できる時空間の物体ではなく、私たち

はそれを直接悟るあるいは経験するしかありません。ただし、経験や事実に基づく論理

的推理によって、宇宙的な心の存在を推し量ることは可能です。 

心が物に何らかの影響を及ぼすことは確かですが、個人の心が物の在り方を左右すると

いうのは適切ではありません。ただし、個人の心の構造は物の認識に大きく関わってい

るため、私たちは物のありのままの姿を見ていないとは言えます。しかし同時に、一個

人の心が物の認識を生み出している、あるいは完全に認識に影響しているとは明言でき

ません。主体が対象物の認識に影響しているにも関わらず、物にも何らかの実体がある

のです。 
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物を左右する主体とはどのようなものでしょうか。それは「私の」心でもなければ「あ

なたの」心でもなく、量的にも質的にも個人の心の枠を遙かに超越する完全なる心です

が、これについては本書のテーマの範囲外です。このような意味で「心（manah）」
という言葉がバガヴァッド・ギーターで使われています。心は物理的要素より上位です。

五大元素よりも心のほうが上位だと聞いて驚くかもしれません。しかし、私たちの心が

物理宇宙全体よりも優れているとは誰も言えませんから、ここでいう「心」が「私たち」

の心でないことは明らかです。 

ですからこの「心」とは宇宙心だと解釈しなければなりません。そして、サーンキャ哲

学でマハットとも呼ばれる宇宙的知性
ブ ッ デ ィ

、そして宇宙自我意識
ア ハ ン カ ー ラ

があります。サーンキャ哲

学では宇宙知性
マ ハ ッ ト

は宇宙自我意識
ア ハ ン カ ー ラ

の上位にあるとされています。その先にはアヴィアクタ

と呼ばれる言葉で言い表せない未顕現のプラクリティがあり、それらすべてを超えるも

のが絶対的存在の大光輝です。サーンキャ哲学はそれをプルシャと呼びますが、他の学

派による別の呼び方もあります。 

これらが概して全宇宙を構成する要素です。これらが、バガヴァッド・ギーターが言う

ところの八つの現れを持つプラクリティです。そして、これらプラクリティの働きを司

る高次の要素があり、それが神秘的に働く神の原理です。万物はこれまで述べてきたプ

ラクリティ原理の組み合わせによって生じるのですが、その働きはより高い原理の意志

によってコントロールされています。それは宗教的あるいは神学的な言葉で神の力、創

造、維持、破壊する神の力（シャクティ）、あるいは哲学的に絶対的存在と呼ばれてい

るものです。 

この至高存在の外には何も存在しません。すべてはこの偉大なる実在に包含されている

ため、バガヴァッド・ギーターのサーンキャ哲学は古典的なサーンキャ哲学の二元論を

克服するものです。サーンキャ哲学のプルシャとプラクリティは至高存在
か み

にとっては副

次的なものです。それは、たとえばスピノザが至高実体の形而上学的神学で述べる属性

に似ています。スピノザの属性は形而上学の範疇であり、通常の経験世界における単な

る特性ではありません。 

すべてを包含する完全なる存在なのです。私たちが思い描く神ではなく、神そのもので

す。神は認識や知覚の対象ではありませんから、誰にも見ることはできません。ギータ

ーは、神はすべてを包含する完全なる存在であり、何も神の外に存在しえず、よって神
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は外部からのいかなる制限も受けるものではないということを強調します。神をこのよ

うに定義するとき、神へ向かう魂の動きは理解できないプロセスとなるのです。 

至高存在の遍在性という観点では、動きという観念はありえないのですが、これは説明

を要します。神へ至る道は、空間あるいは時間を水平移動するものだとは考えられませ

ん。長い道のりを旅するものではなく、むしろそれは低次の概念と存在から、より高次

のものへと上昇していくことです。夢の世界から目が覚めた世界に移動するとき、私た

ちは別の世界へ移動しますが、何か乗り物を使うわけではありません。この移動は空間

を物理的に移動するものではなく、より高次の意識に上昇する心理的な移動と解釈され

るべきものです。 

そして、神を求める者には四種のタイプがあるとギーターは説明します。どの種の求道

心にも、それぞれ価値があります。私たちが神を求める気持ちにも多様な動機がありま

すが、神を求める気持ちが純粋なほど神の実現、絶対的存在に到達する可能性が高まり

ます。たとえそれが哲学的なものであれ、神を外に在るものと考えれば考えるほど、神

に至る道が困難なものとなるでしょう。神が単なる知覚対象にされてしまうことを神は

容認しないからです。 

もし神が快く思わないことがあるとしたら、それは私たちが神を外にある対象物だと考

えることです。神が宇宙の魂、万物の真我
アートマン

、あらゆる経験の背後にある意識だとした

ら、神を私たちの外にある物、私たちと一センチでも距離のある存在として考えること

など到底できません。 

神が外にある物ではないとしたら、私たちの神に対する姿勢はどのようなものであるべ

きでしょうか。心の姿勢とはすべて、外へ向かう精神の動きです。神が宇宙の魂、万物

の真我であるならば、なんらかの「姿勢」あるいは純粋ではない動機のために神を求め

るなどということは考えられません。 

人もその進化の過程や経験の違いによって、さまざまなカテゴリーに分けられます。苦

しみや悲しみに直面して初めて神に祈りを捧げる人たちがいます。誰からも、どこから

も助けを得られない状況に陥って初めて、「神様、助けてください」と叫ぶのです。苦

しみや喪失感のために神を求めるようになるのです。耐えることのできない苦悩や無力

感のために神に助けを乞います。これも神に対する信愛の一つの形であり、宗教です。 



 

104 

 

少しでも神を想う意識が帯びていれば、すべて宗教的行為だと言えます。もちろん、神

を求める熱意や質の違いはあるでしょう。ヨーガの師である主クリシュナは、動機はと

もあれ、この種の信者も神に頼ろうとしているので、それはそれで意義があるとしてい

ます。また、求道者の中には物質的な恩恵ではなく、智慧や悟りを求める者たちもいま

す。苦悩や悲しみからの救済、長寿など、人が通常求めるものが目的ではなく、真理に

到達するための智慧、理解を必要としている求道者です。 

三つ目の求道者のタイプをバガヴァッド・ギーターは “artharthi（arthaを求める者）” 

という言葉で表現しています。“artha” という言葉は通常、物や物質的ニーズと訳され

ます。ほとんどの注解者は、ギーターが言う第三のタイプを、神になんらかの物質的な

繁栄を求める信者としています。しかし、三番目のタイプが二番目のタイプよりも劣る

のはおかしいと考える注解者もいます。ギーターが列挙する四種の信仰者の順番を見る

と、四番目のタイプが最も優れており、また、二番目のタイプは一番目のタイプよりも

明らかに優れているからです。よって三番目のタイプは一番目と二番目のタイプよりも

優れていると推測できるのです。 

このように “artha” は物質的な財産などを意味するのではなく、人生の目的の成就を

意味する “purushartha” だとするギーターの解説者がいるのです。一般的な解釈とは
異なる解釈ですが、 “artharthi” と呼ばれる三つ目のタイプの求道者が求めるのは人生
の目的であり、低次の物質的な利益ではありません。 

しかし、神から何も求めないのが最上の信仰者です。智慧や悟り、苦悩からの救済も求

めないのです。このような信仰者は希です。常に何かを求めるのが私たちの心ですから、

何も求めない心の状態というのは非常に考えにくいことです。最高の信仰心は神のみを

求め、神を通して、あるいは神から何かを得たいとは考えません。 

神から何かを求める、あるいは神以外のものを得るための道具として神を利用するとい

うことは、信仰を通して求めているものよりも神のほうが劣っているということですか

ら、そのような信仰心よりも、神しか求めない信仰心のほうが優れていることは明白な

はずです。神が私たちの欲望を満たすための道具であるならば、そのような神は至高存

在、究極の実在ではありません。求めている物の方が神よりも価値があると感じている

ことを意味するからです。そのようなものを信仰心と呼べるでしょうか。 

しかし、原因はすべての結果よりも優れている、与える者は与えられる物を超える存在

であるということを知る者、神の存在はどのような神の創造物にも勝るものであるとい
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う真理を心から受け入れることができる者は、信仰心が存在自体になるような意識に没

入するのです。知識が存在となります。知識と存在が不可分になるとき、私たちは最も

高い霊的経験である自己実現の境地にあるのです。 

「皆素晴らしい魂だ。しかし、真理の知識の人が最も優れている」と師クリシュナは言

います。神の遍在性を思うだけで歓喜し、絶対的存在である神について考えるだけで恍

惚となる人は、瞬時にしてすべてを成就させることができるのです。そのような信仰者

は人生に付随する事物ではなく、神そのものの存在によって満ち溢れるのです。 

創造主としての神の存在を宇宙論的にアプローチするギーター第七章は、私たちの存在

と神の存在は同一であると教えますが、私たちには依然として神が遠い存在に感じられ

ます。どういうわけか、神が途方もなく、恐ろしい宇宙の力だと感じるため、私たちが

持つ神への愛には、神に対する恐れが同居しています。畏怖の念があるのです。そのよ

うな偉大な神と向き合うことなど不可能だと感じるのです。 

本来愛に恐怖はありませんが、信愛の
バ ク テ ィ

ヨーガは信仰を二つに分類しています。一つのグ

ループは、神をすべての被造物に勝り、畏怖の念を起こさせる、そして被造物とある種

の距離を保っている至上の主、父と考えます。神に対する畏怖の念は神の力が原因です。

私たちは大海を恐れます。その大きさと広がりを前にすると、自分がとても小さな存在

に思えるからです。 

無限に続く空を見るときにも恐れを感じます。遠く彼方にある太陽や、果てしなく巨大

な宇宙について考えるときにも畏怖の念が起こります。神の概念についても同様の畏怖

心が生じることがあり、そのようなタイプの信仰心を “asvarya-pradhana-bhakti” と
呼びますが、神の栄光、力、荘厳さ、偉大さを意識するのが主な特徴です。力、栄光、

壮大さゆえに神を愛するのです。 

しかし、神を自分の心
ハート

に宿る究極の真実、求道者の存在から切り離すことのできない、

この世界の何よりも大切でいとしいもの、これ以上にない喜びを与えてくれるものとし

て見る、別のタイプの愛があります。そのような信愛をバクティ・ヨーガでは 
“madhurya-pradhana-bhakti” と呼びます。神に対する深い愛慕の情のなかで魂が神
を求めるのですが、通常は偉大なる全能の神に対して持つことが難しい感情です。 

しかし、神の真の形相
すがた

および私たちとの関係を理解するとき、私たちは、私たちの魂で

ある神を愛さずにはいられません。これが高次の信愛の特徴です。しかし、どうしても、
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ちっぽけな自分の魂が神であるとは感じられません。そして神を恐れます。もし、神な

くして生きることはできない、そして私たちの存在と神の存在は同一であり、神は私た

ちの魂であると確信できたなら、私たちの存在自身が神への愛となるのです。これ以上

の愛はありません。私たちの真我、魂と神が不可分であることを知るとき、信愛の喜び

が必然的に伴うのです。これらはギーターの数節に書かれた、四種の信仰者に関する教

えが示唆することです。 

信愛の念が深まるにつれて私たちと神との距離は縮まっていき、最終的には完全に距離

が無くなることで、それまで至高の信愛対象だった神が宇宙の魂である至高の主体とな

るのです。第七章からギーターをさらに読み進むにつれて、畏怖心を抱かせる神との距

離が徐々に縮まっていきます。やがては私たちにも神しか見えず、神以外になにも存在

しなくなるときがやって来ます。必ずそのときは来ます。 

私たちは今生で神を知ることができるのでしょうか。心から「私は今生で神に到達し、

神の存在に没入するのだ」と言える人がいるでしょうか。それとも「自分には無理だ」

と感じるでしょうか。ギーター第八章の最初に、この困難が取り上げられています。た

いていの人は、一切の妥協を許さないこの絶対的存在について考えることさえ躊躇しま

す。考えただけで畏怖の念を抱かずにはいられません。それでは究極の実在に到達する

ことなく、この世を去らねばならなくなります。 

人が死ぬとどうなるのでしょうか。魂がたどる神へ至る道で成功する可能性はあるので

しょうか。少なくとも神の実現、神との接触を成就する可能性の望みを持つことはでき

るのでしょうか。それとも、望みを成就することなく死んでいくしかないのでしょうか。 

この疑問に答える前にクリシュナは宇宙論的概念についてさらに説明をします。即座に

は、はっきりとした答えを与えないのです。クリシュナの説明は、アルジュナの「ブラ

フマンとは何か。絶対的存在、創造主とは何か。宇宙とは何か。個体、そして個体と宇

宙との関係は何か。また、今生で無理なら、この世界を去った後に神に到達するための

方法は何か」という質問で始まります。 

今生で神の姿を目にする可能性はなく、絶望的に思えます。だとするならば、その先は

どうなるのでしょうか。死後に神の栄光を目にする、あるいは神を知る可能性はあるの

でしょうか。肉体が滅びた後も惨めな状態が続くのでしょうか。アルジュナがギーター

の第八章の冒頭でする質問にはこのような意味合いが含まれています。私たちは、これ
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らのアルジュナの質問に対するクリシュナの答えを、少し時間をかけて理解する必要が

あります。 
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第十三章  宇宙論と終末論 

バガヴァッド・ギーターは第八章では、前章までの切り口とは異なり、肉体を失った魂

の運命を説明するために、そしてまた宇宙的存在の旅における至高存在
か み

との接触の可能

性を説明するために、宇宙の構造に若干の重点が置かれています。第八章冒頭のアルジ

ュナの質問は、第七章の終わりにクリシュナが語った内容を受けてのものです。 

私たちは、客観相、主観相、普遍相という、この究極的実在の全側面を心に抱くことが

できなければなりません。至高存在を、客観世界のすべてを包括するもの、超越するも

のすべても包括するもの、そしてまた個人的および社会的なものをも包括するものとし

て心に描くことができる者は至高存在を正しく理解し、体得した者です。これが第七章

の最終節でクリシュナが言明した内容です。そしてこの言明がさらなるアルジュナの質

問につながります。 

特定の物をどのように心に思い描くか、それがその物に対する私たちの見解です。通常、

いかなる物に対しても、私たちの見解は包括的なものではありません。私たちが物を見

たり、特定の物について考えたりするとき、私たちには一種の遮眼帯
ブリンカー

が付けられており、

物の全体像をとらえていません。 

母親は自分の息子がたとえ一国の国王であったとしても、自分の子供として見ます。そ

こには息子との親子関係があるからです。訴訟依頼人にとって裁判官は特別な存在です。

大勢の人たちの一人ではありません。その他にも購買者と業者の関係等々、様々な関係

によって私たちの物のとらえ方は影響されます。 

私たちが何かを考えるとき無意識に課せられるこのような制約は、私たちが持つ神、絶

対的存在、ブラフマン、究極の実在の観念にも影響を及ぼします。そのため、私たちが

神を父、母、創造主、愛する友、救済者、等として見ることが珍しくありません。しか

し、神はこれらの存在ではありません。これらすべての存在でもありますが。経験世界

の宇宙全体は、神の存在の外にあるものではありません。しかしながら、私たちの経験

世界が神の存在のすべてではないのです。 

この世界が神のすべて、造物主のすべてを包含することはできません。この世界は結果

であり、神が原因だからです。それと同時に、世界が神の外に存在することもできず、

神とは不可分の関係にあります。外の世界は五大元素から成りますが、日々の暮らしに

おいて、私たちはあまり自然界について気にかけることはありません。私たちに直接関
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係する五大元素のことを私たちはあまり気にかけていません。外界には人間関係と社会

活動と呼ばれるものも含まれます。 

バガヴァッド・ギーターの第八章の第一節でアディブータという言葉が使われています

が、物質世界を意味しています。物質的宇宙、自然界全体がアディブータです。しかし

私たちには、自然界以外にも経験世界というものもあります。私たちは外の世界の出来

事に関与していますが、その関与は説明しがたく、私たちの不安が尽きることはありま

せん。五大元素のみならず、人々がお互いに対して持つ姿勢が私たちの置かれている状

況の原因でもあります。 

たとえば、私たちが今日世界の出来事に注目したり、心配したりするとき、それは五大

元素の状況に関心を示しているのではありません。明日地球が何をするのか、あるいは

水や火、空気、空が何をしようとしているかを気にかけているわけではありません。活

動の世界そして私たちの懸念事項とは人間関係であり、その心理的な世界が特定の活動

を引き起こすのです。この活動の世界は、特定の目的のために自分を犠牲にするアディ

ヤジュナ（供犠）の世界です。私たちを様々な活動に駆り立て、他の人々との関係を維

持することを余儀なくさせる動機は、すべてアディヤジュナの場に含まれるものです。 

この経験世界において物理的要素、自然界は、私たちが考え得るいかなる外界の価値を

も超える影響力を有しています。しかし私たちはまだ、私たちの生活と五大元素との関

係性を理解するに至っていません。私たちの世界観はあまりに人間的であり、表面的で

す。私たちにとって、この経験世界とは人間世界および人間関係であり、これ以外に重

要なものはないのです。 

細かく繰り返しませんが、以前話したことを思い出してください。超越的な要素がなく

ては、主体である個体による、いかなる状況のいかなる経験も可能となりません。「最

後の仕上げをする神」、アディダイヴァ（神性）が運命を左右し、すべての要素を決定

づけ、すべてに関与しているのです。この世界のすべてに関与しており、いかなるとき

にも、いかなる場所においても、この超越的要素の介在なくして物事が起きることはあ

りません。そのため、アタルヴァ・ヴェーダに収められたヴァルナへの賛歌は、二人の

間に起きることを必ず見ている観照者がいると歌っているのです。 

天国にいようとも、地獄のような場所にいようとも、あるいはどこか地の果てにいよう

とも関係ありません。私たちの密かな考え、気持ちは、私たちがどこにいようともつい

てくる、目に見えない原理によって見られています。この目にすることのできない精妙
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な存在がアディダイヴァであり、存在によって万物を見つめる神自身なのです。万物そ

して、内的および外的に起こるあらゆる出来事を司る偉大なる神性です。 

私たちの最も奥底の自己がアディアートマであり、神とは不可分のものです。あらゆる

人、物を構成する最も本質的なものです。大海に生じたほんの小さな波も大海そのもの

にほかならないように、個々の現れの奥底に潜み隠れた実在が、それ以上に分けること

が不可能で、それ以上でも以下でもないアディアートマ、アートマン、私たちの真我な

のです。私たちの人格の最も奥深くにある存在をアートマンと呼びます。そして、波の

本質が大海であるように、私たちの人格の深奥の本質は絶対的存在の神なのです。 

また、これに関係してカルマというもう一つ謎めいた言葉が使われています。皆カルマ

という言葉を知っており、行為と行為の結果を意味する言葉だと理解していると思いま

す。しかし、バガヴァッド・ギーターの第八章では、このカルマという言葉が特別な意

味で使われています。存在を生じさせる力が、ここで意味されているカルマです。根本

原因から個々の存在、すべての展開物を生じさせる力です。この世界における私たちの

行為
カ ル マ

はすべて、壮大なる普遍的目的に向かう宇宙的衝動の反響
こ だ ま

、宇宙的衝動に調和した

動き、宇宙的衝動の継続であり、現れなのです。 

ここに重要な秘密が隠されています。すべての行為は宇宙の行為であり、「私の」行為

でも「あなたの」行為でもありません。最終的には、私の活動やあなたの活動というも

のはありません。波の音はどのような小さなものでも、すべて海が作り出した音です。

同様に、あらゆる私たちの行為、まばたきさえもが、至上者
か み

の意志によって為されてい

るのです。私たちの息も、宇宙の息が私たち個体を通して脈打っているに他なりません。

私たちの知性は宇宙の知性を反映したものです。私たちの存在自体が普遍的存在の一部

なのです。 

バガヴァッド・ギーターはカルマ・ヨーガの重要性を説きますが、カルマの意味が理解

できなければカルマ・ヨーガの本質、なぜ求道者がカルマ・ヨーガを必要とするのかを

理解することはできません。私たちは皆カルマという言葉を恐れています。カルマは私

たちを束縛するものだと考え、カルマから解放されたいと考えます。しかし、バガヴァ

ッド・ギーターは、カルマの本質を理解すればカルマが私たちを束縛することはないと

教え、私たちをカルマの恐怖から解放してくれます。 

ギーターが説き聞かせるカルマの形而上学的重要性とは、カルマは神の意志の働きであ

り、絶対的存在の創造力、根本原因から放出、放射される、あるいは生じるもの（ヴィ
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サルガ）であるということです。第七章でクリシュナが発した言葉を受けてアルジュナ

が投げかけた疑問に対する答えが、第八章の最初の数節です。 

この世界の在り方の哲学的あるいは宇宙論的背景の理解によって、私たちが死ぬとき何

が起こるのかがある程度分かるようになります。そして、アルジュナがした質問の一つ

が、「人がこの世を去るときに神を知るためには、どのようにすればよいのですか」と

いうものでした。第八章の大部分が死後の魂の運命に関するディスカッションに割かれ

ています。そしてこの説明は、人々の相互関係および私たちと自然界との関係を含む、

世界の構造全体の宇宙論的な在り方に基づいたものです。 

まるで自分の存在の一部であるかのように、人生を通して心で深く考え、絶え間なく意

識し、感じたことが、私たちの死後の経験を決定づけます。これが転生、輪廻、霊魂の

再生の心理学です。輪廻転生は神、創造主が私たちに与える罰ではありません。輪廻は

個体の有限性ゆえに、また有限が無限と不可分であるために働く自然の法則です。 

輪廻は、闇の中を手探りで至高実在の方向へと進んでいくようなものです。七転び八起

きしながら神へ至る道を学ぶのです。生と死の繰り返しは、私たちに与えられた、いわ

ば経験の試行錯誤による教育課程ですが、試行錯誤は知識を得るための適切な方法では

なく、それでは何度輪廻を繰り返しても必ずしも智慧を得ることはできません。神に開

眼するための方法ではないのです。私たちは何度も挫折を繰り返すことで、なぜ挫折し

たかを知るようになりますが、それは神の智慧とは異なります。真の智慧とは同じ失敗

を繰り返すことを防ぐ内的な悟りです。 

最も大切なものとして私たちが心から願い求めるもの、それが私たちの死後を決定づけ、

その状態に私たちはなり、それに私たちは出会い、それを経験し、それを享受すること

になるのです。神の世界では、望みはすべて実現されなければなりません。表面上は無

意味に見えるどのような欲望にも、その背後には宇宙全体の支援があるのです。どれほ

ど小さなひとしずくの海水や波であっても、その根底には海全体の力があるのと同じで

す。ですから、どのような欲望も必ず実現します。欲望は欲望をかなえる者とつながっ

ているからです。どのようなものであれ、私たちが求めるものはすべて、神の無限の宝

庫から与えられます。 

そして、私たちが肉体を捨てるときに至上者
か み

のことを考えているならば、至上者
か み

に到達

することができるのです。しかし、臨終のときに私たちが考えていることとは、経験世

界に生きてきた私たちの人生の木になった果実であり、誰もが最期のときに神のことを
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考えることができるわけではありません。とげのあるアザミを植えて、りんごの実を期

待することはできません。自分のまいた種を刈り取ることになります。これが作用と反

作用の法則です。ですから、神を求める生き方をするということは、死ぬときにさえ神

のことを考えていればよくて、それまではどのような生き方をしてもよいというもので

はありません。 

繰り返しますが、重要なのは、木になる実がその木のエッセンスにほかならず、本質的

にその木と同質であるように、私たちが最期に考える内容は、私たちが人生を通して考

え、感じ、行った結果として、特定の方向に向かう推進力を持ったロケットのように、

私たちから発せられる累積的なエネルギーだということです。人生を通じて考えていな

かったことを人生の最期に考えることはできません。バターが牛乳の凝縮されたエッセ

ンスであるように、私たちが最期に考えることは、一生を通じて考えたことのエッセン

スなのです。両者が異なることはありません。 

したがって、神のことは臨終時に考えればよいのであって、ヨーガは老人のためのもの

だという考えは、この世界の法則を知らない愚かな考えです。第一、最期のときがいつ

来るのかは誰にも分かりません。たった今かもしれませんし、今日あるいは明日が最期

になるかもしれません。自分の最期は何十年も先のことだなどと決めつけるのは愚の骨

頂です。また、死ぬときに絶対的存在を考えることができると、どうして言い切れるで

しょうか。死に瀕するとき、私たちはたいていショック状態で意識はなくなり、心の準

備などできないものです。そのような状態で神を想うことができるでしょうか。 

すべての求道者に、一生を通じてヨーガの修行を実践することが求められるのは、人生

の最終目的として心に秘めておかなければならない、真理を求める思考を抱き続けるた

めです。宇宙思考と言ってもよいでしょう。ここでもまた、私たちの思考や感情は宇宙

的な意味があり、全宇宙の在り方と関係しているがゆえに、私たちの未来を決定づける

という哲学がその背後にあります。 

私たちは死後どうなるのでしょうか。どこへ行くのでしょうか。この疑問に対する答え

は、すでにある程度話しました。私たちが欲したものを私たちは得ます。行きたいと願

ったところに連れて行かれます。そしてこの世界でした行いに対する報いを受けます。

とても非情な法則であると同時に深い慰めを与えてくれる法則でもあります。裁判官あ

るいは引力の法則、宇宙のしくみのように公平なものです。この法には敵も味方もあり

ません。 
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ですから、真理を求める者はみな、物質的富や感覚的快楽を追い求めるのではなく、真

摯に神を求め、不滅の真理探究のために生きなければなりません。私たちの行為
カルマ

は神の

意志と調和していなくてはなりません。これについてはすでに述べました。自分の行為

を、隠された動機や物質的な利益を得るための個人的な努力だと考えるならば、そのよ

うな利己的な行為は行為に対する報い（カルマファラ）として私たちに跳ね返ってくる

でしょう。 

そして、すべての行為は神の行為であり、宇宙的な意図に根ざすものであるという事実

を私たちに教え導くのがバガヴァッド・ギーターの哲学の目的です。世界で起きている

ことのすべてが宇宙的な活動であるという知識に自己を確立するとき、私たちは普遍的

な力の道具となり、動作主ではなくなります。そのとき私たちは必然的に、神がすべて

において唯一の行為者であると考え、感じるようになるのです。 

カルマ・ヨーガの原理に動機づけられた人生では、必然的に生涯を通して神のことを考

え続けます。少しの間でも神の存在を忘れたならば、私たちの行為は自分の行為となり、

その行為の結果も自分自身の責任となります。自分の行為の結果から解放されるために

は、私たちは常に至上の造物主
か み

との一体性の意識を維持しなければいけません。これは

生と死、肉体が死んだ後の魂の行方に関するたいへん重要な福音です。 

ギーターの第八章には、死後の魂の行方についてもう少し説明があります。これはウパ

ニシャッドでより詳しく扱われているテーマですが、バガヴァッド・ギーターでは簡潔

に言及されています。この世を去る道は一つではありません。そして、繰り返しますが、

死んだ後に私たちがどのような道をたどることになるかは、私たちがどのような思考を

していたかによって決まります。どれだけ利己的ではない動機によって生きてきたかが、

どれだけ神の実現に近づけるかを決定します。 

ギーターは、明るい道および暗い道と呼ばれる、北に向かう道と南に向かう道について

触れています。明るい道は、魂がさらに高い意識のレベルに昇っていくために進む道だ

とされています。言葉で表すことも心で理解することもできない不可思議な道です。多

くの注解者が二つの道について詳しく説明していますが、どれも十分なものではありま

せん。誰にも理解できない神秘なのです。光の道とは、最終的に神の御胸に没入するま

で、魂あるいは意識が徐々により高次の経験へと上昇しいくことを意味していると考え

ればよいでしょう。 
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明るい道は、一生を通じて神との一体以外の何物も求めず、利己心なく神の瞑想に専心

した人だけが進むことのできる道です。しかし、暗い道と呼ばれる道は、再びこの世界

に戻ってくる道です。生きている間にした善行は来世で返報されます。しかし、銀行か

ら引き出し続けているとやがて預金が底をついてしまうように、善行の報いも経験によ

って使い果たされてしまいます。そして、善行で得た勢いを後生での経験で使い果たし

てしまうと、再び最初の状態に戻るのです。 

したがって、個人的な動機に基づいた行為をすべきではありません。慈善活動をすると

きにも、自分は慈善活動をしているのだという意識ですべきではありません。「施しを

するとき、右の手のしていることを左の手に知られないようにしなさい」というキリス

トの言葉は、自己顕示のために施しをするのではないという教えのみならず、哲学的な

意味がその背後にあります。 

私たちの善行は「私たちの」行為ではありません。「私たちの」行為と呼べる行為など

なのです。しかし、どうしても「自分はとても善い行いをした。慈悲深い行いをした」

と言い張るのであれば、その善行に対する報いを受けることになるでしょう。そして、

その行いの力が尽きたときに生まれ変わり、同じ生き方を繰り返すのです。 

しかし、私たちの行為を通して神の意志が働いているのであれば、そのような行為は良

い結果にも悪い結果にもつながりません。「良い」「悪い」は、行為の質を示す言葉で

すが、自分が行為者でない場合には、良いことも悪いことも行為者の責任です。これら

は私たちにとって非常に理解しがたいものです。私たちは個人的な観点でしか考えるこ

とができません。私たち自身が行為者ではないとは一瞬たりとも考えが及びません。 

真理探究の道において、私たちは非常に謙虚でなくてはなりません。自分は霊的にとて

も高い状態にあるなどと思い込んではいけません。自分が行為者ではないと信じられる

人がいるでしょうか。口にださずとも、心では自分が行為者であると感じているのでは

ないでしょうか。これはとても重要な問題です。しかし、神が私たちのすべてを占有し、

「明るい道」や「暗い道」は肉体に宿る意識の経験世界での動きでしかなく、神との合

一を果たした魂にそのような道は必要ないことを知る求道者にとって、解脱は約束され

ており、神はあらゆる意味においてすべてを満たしてくれる存在、この上ない友、恩恵

を与えてくれる存在となるのです。 

ギーターの章を追うごとに、神は私たちに近い存在になってきます。最初は、ほとんど

神について触れられていませんでした。重点が置かれていたのは自制心、自己鍛錬、お
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よび自己統合でした。その後宇宙論と物質世界の背後にある創造力についての説明があ

りました。そして次に、人は死後どうなるのか、そして神との関係についての質問が出

されます。第八章は、それまでの章とその後に続く章との中間的な存在です。そこには

八章までの要素と九章以降の要素の両方が含まれています。第九章から先には、人生と

は宗教であり、この世界で存在するとは神のために生きることであるという宗教意識の

説明があります。 
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第十四章  神の栄光と尊厳 

宗教的衝動がバガヴァッド・ギーターの第九章、第十章、第十一章にみなぎっています。

ギーターの中間に位置するこれらの章で、宗教意識は特定の段階を経てその頂点に達し

ます。それまでの段階に比べて神の存在がより親密なものになります。神は肉体の死後

に到達できるかもしれない創造主、この世を超越する父ではなくなります。第八章およ

びそれ以前の章では、この世で神に到達できる可能性が私たちに与えられていないよう

に見えます。神に到達できる可能性は乏しく、可能性があったとしても、それは死後の

ことです。 

しかし、神は将来にしか到達できない存在ではなく、今ここにいる存在です。畏怖の念

をもって保っている私たちと神の距離が、神を今ではなく将来にしか到達できない存在

に変えてしまうのです。私たちは皆、神はたった今ではなく、明日か、数年後、あるい

は輪廻を何度か繰り返した後に到達できるものと考えているのではないでしょうか。 

この困難は単に心理的なものであり、私たちが持つ自己の独立性の観念に根ざしていま

す。すべては神であるといくら聞かされても、私たちの心は、神の存在がこの世界にお

いても時間を超えた直接性を有していることを容易に受け入れることができません。 

私たちには時間を超越するということを理解できません。神に到達することや魂の解放

について考えるとき、私たちはそれを長い時間の終わりに来るものだと考えます。時間

という概念抜きで考えることができないのです。時間と空間の世界に生きているのだと

いう考えが、私たちの意識と存在から切り離せないものになっています。 

私たちは空間の中にいて、神も空間の中にいる。よって神と私たちの間には距離がある

のです。また、私たちが時間の中で生きているのであれば、神もまた時間の経過から切

り離して考えることができません。神は将来的な可能性となり、時間を超えて直接到達

できるものではなくなります。 

ギーターが強調する真実は異なります。神はすべての魂、求道者、万有をその存在に包

み込む究極の包括性です。天地に存在するもので最終的に神に根ざしていないものは何

もありませんから、神の存在なくして何も存在しません。もし神が未来の存在であった

なら、私たちも現在ではなく未来の存在になります。しかし、私たちは今ここに存在し

ていると確信しています。にもかかわらず、私たちには神を今感じることができません。
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神は未来の存在です。私たちの存在に入り込んだ時間の意識のために、時間と空間とい

う観点でしか私たちは思考できないのです。 

しかし、バガヴァッド・ギーターは私たちに、単に際限なく続く神の存在ではなく、神

の永遠性を教えようと最善を尽くします。過去、現在、未来のすべてが神の存在に包含

されています。神はあらゆる原因の根本原因であり、また、結果の外にある原因ではな

く、すべての結果と不可分の原因です。ある意味、神は根本原因であるとともにすべて

の結果でもあると言えます。造物主であると同時に被造物なのです。この真理を理解す

る祝福された魂は神を絶対的存在として、多様な宇宙として、また万物として敬慕、崇

拝、賛美するのです。 

あらゆる顔を持つのが至上者
か み

です。神は不死であり死、存在そしてまた非存在でもあり

ます。どのような小さな空間や、物質を構成する原子の一つ一つさえもが、みな神のさ

まざまな顔を表す媒体だと考えることができます。神を想うとは、自己の存在を失い、

太陽が霧を消し去るように個としての存在が消滅する、言葉では言い表すことのできな

い完全性に没入することなのです。 

しかし、天上界での喜びを享受したいなど、個人的な欲望を満たすために神を崇拝する

のであれば、すでに話したように、善行の果報には終わりが来ることを忘れてはいけま

せん。善行によるカルマの力が尽きたとき、行為者は元の状態に戻らねばならないので

す。ですから天国に行ったとしても、再び地球上に戻って来なくてはならず、当てにな

らない幸せです。 

しかし、すべてを包含する全能の神に専心する者はすべてを得るのです。至福を享受す

るために天国に行く必要はありません。神の法則によって、必要なものはすべてその場

で与えられます。この法則は自発的な働きの極みです。私たちが法の働きを求めなくと

も自発的に働くのです。 

神は私たちが必要とするものをすべて与えると第九章の一節は約束しています。それだ

けではなく、神は私たちが持っているものを保護します。私たちだけではなく、私たち

が必要とするものも守られるのです。何千もの父や母も神の慈悲、神が私たちを思いや

る気持ちにはかないません。私たちに対する神の愛は、私たちが神に対する愛より何百

万倍も大きいものです。 
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神の法則がこのように働くのは、神が常にあまねく存在しているからです。もし仮に神

が空間や時間に制限される存在であったならば、神の摂理は時間を要し、何かを行うた

めに神は移動しなくてはならなかったでしょう。神は空間に存在していませんから移動

を必要とせず、永遠なる存在であるゆえに行為に時間も必要としません。これが神の働

きと人間の行為との違いです。 

神の行為が「時を超えて働く」と言葉にしても、途方もなく壮麗なる神の働きを十分に

表現することはできません。私たちの言語は空間的概念と時間的観念に支配されている

ため、どれだけ崇高な観念であっても時間と空間の制限を受けるのです。ですから、私

たちが神の真の姿を心に思い描くことは不可能なのです。私たちにできるのは、いわば

神の御足に近づこうと努力することだけであり、私たちが真の神の栄光を理解すること

はできません。 

ギーターの第十章では、神の光り輝く多様性がさまざまな具体例を用いて説明されます。

通常の人間の知識や力を超えるもの、あるいは超人的な活動をするものは、すべて神の

表現
あらわれ

であると考えるべきものです。この世界には人間が制御できないもの、理解できな

いものがあります。これは皆が知っていることです。自然界の法則は時に、人間の制御

や理解を超えた力の存在を示す現象を生じさせるのです。それは壮大なる神の現れです。 

神はこの上なく壮麗なるもの、言語に絶する栄光、想像すらできない至福と歓喜であり、

神を想うだけで歓喜、恍惚の状態に入ることができるのです。魂を内から揺るがすもの

はすべて神の現れだと考えることができます。この世界においても、心の底から行動へ

の意欲をかき立てるような、私たちの魂を刺激するものがあります。その時の私たちを

動かすのは、知性や心だけではありません。私たちは恍惚となり、体と心の制限から解

き放たれるのです。このような体験をすることは非常に希です。苦しみや喜びの極致の

ときにも、このような心身の限界を超越する状態になることがあります。 

神が私たちに触れるとき、私たちは人間ではなくなり、そのとき私たちは知性や心で考

えることはしません。神の栄光に触れたときに訪れる状態を言葉で言い表すことは不可

能です。まるで天上の至福にとりつかれて我を忘れたように溶けてなくなり、個として

存在しなくなるのです。このような段階に到達していない人には、単なる言葉でしかあ

りません。魂が目覚めていなければ、文法上の意味は理解できても、その精神は理解で

きません。神は宇宙の魂であり、魂が目覚めているところに神はいます。そして、魂の

声は神の呼びかけなのです。 
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このような栄光は、この世界でも目にすることができます。神の化身、聖人、賢人、さ

まざまな自然現象など、私たち呆然とさせるもの、驚嘆させるもの、完全に魅了するも

の、目をそらすことができずに私たちの意識を釘付けにするもの、これらはすべて神の

現れの輝きです。 

このような話を聞くと頭の中が白くなってしまいます。天地万物の背後にある栄光と神

秘を前にすると呆然となります。呆然と言うよりほかありません。思考も感情も停止し

てしまいます。そのとき私たちは、生きているのか死んでいるのか、存在しているのか

存在していないのか、分からなくなります。神のビジョンを体験するとはこのような状

態になることなのです。 

ギーターの第九章と第十章に描写された神の栄光は、アルジュナの求道心の奥深くにあ

る好奇心を刺激し、アルジュアナは神の形相
すがた

を見たいという思いに駆られます。これが

第十一章の始まりです。「壮麗なる神の形相
すがた

とはいったいどのようなものなのでしょう

か。どのようにすれば神を知り、神の栄光を体験することができるのでしょうか」。 

偉大なる師クリシュナを前にして、弟子アルジュナは懇願します。「私のような者が、

これまであなたが話されてきた神の栄光を目にすること、直接体験することは可能でし

ょうか」。すべてを師クリシュナに委ねてアルジュナは、「もし私が、そのような神の

形相
すがた

を見るにふさわしいと思われるなら、神の形相
すがた

を目にするという恩寵をお与えくだ

さい」。 

第十一章でバガヴァッド・ギーターの著者は、詩趣に富んだ表現でアルジュナが見た神

の普遍相
す が た

を描写します。この世界には、言葉の他に神の栄光を説明することのできる媒

体がないため、言葉を使って表現するしかないのです。天才詩人でさえも、この現象世

界に属する形象を用いて表現するしかありません。 

私たちは神を光だと言いますが、太陽の光に勝る光を私たちは知りません。私たちにと

って太陽の光が至上の光なのです。同じように、神の包括性や無限性も私たちが知って

いる物にたとえて説明するしかありません。数千の太陽が空に昇った様子を想像できる

でしょうか。誰もそのような情景に出くわしたことがありません。ですから、私たちに

とっては単なる言葉の表現でしかないのです。私たちには、数千もの太陽が東の地平線

から昇ってくることなど想像もできません。理解できたと自分を言い聞かせて満足する

しかありません。 
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私たちが考える不死の概念でさえも、神の永遠が落とす影のようなものだとヴェーダは

言います。神は私たちの目をくらます大光輝であるばかりか無限であり、これも私たち

には容易に理解できないことです。無限とは何でしょうか。無限の中には現象世界の物

がすべて、私たちが目にする粗野で歪められた形ではなく、その原型で存在しています。

万物の原型が至高存在
か み

の中で明らかになります。万象のアーキタイプ（元型）です。 

現象世界に生きる私たちは影でしかないと哲学者は言います。私たち皆に現象を超えた

実在があります。私たちの本体はこの世界のものではないのです。この現象宇宙は原型

が投影されたものの集まりですが、私たちの本体は現象的な存在ではないのです。 

神は、影や有限の個体が集まった総体ではありません。この世界の個体をすべて寄せ集

めても神にはならないのです。私たち、そして考え得るすべてを集めても神にはなりま

せん。これらはすべて影、最終的には非実在であり、多数の非実在を集めても実在にな

ることはありません。私たちの理解力は、これらを理解できるレベルを大きく下回って

います。私たちの心には万物の原型を理解できません。私たちの魂が原型であり、体と

心は影でしかありません。しかし、私たちは体と心が自分だと考えます。魂は私たちの

理解を超えるものです。 

私たちの内なる魂、私たちの本質である魂が、私たちの原型であり神の表れです。神は

単なる現象的な姿形
も の

だけではなく、魂として私たちの中に在ります。ギーター第十一章

の中で神の普遍相のビジョンが描写されるとき、それが絶対的で完全なるものとして描

写されているのはこのためです。神の視野を持つとき、私たちは、すべてをつながりの

ない個々の物としてしか見ず、個体とそのほかの個体すべてとの関係性を読み取ること

のない有限の視野の結果である醜悪や苦悩を見なくなります。神のビジョンとは、神自

身が森羅万象に対して持っているビジョンです。神を見るとは、神の目で見るというこ

とです。そして、それは宇宙の魂を知るということに他なりません。 

そのとき知覚能力と認知プロセスは機能しなくなります。神の存在は知能で理解するの

でも、心で感じるのでもありません。神の存在を知るのは直感、つまり宇宙全体を個々

の現象の連続としてではなく、一気にそしてすべてを同時に理解する完全なる能力なの

です。この世界で複数の物を見るとき、私たちは一度にすべてを見ることはできず、そ

れぞれの物体を個別に連続して見ます。一度に多くの物を見ているように思えるときに

も、実際には時間プロセスの中で、個々の物を連続的に見ているのです。 
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しかし、すでに述べたように、神のビジョンは時間と空間を超越した体験です。ですか

ら、多くの物を個別に連続的に認識していくのではありません。それは、すべてが今こ

こに在る永遠なる存在の時間を超越した理解であり、いつかどこかでする体験ではあり

ません。神のビジョンでは空間と時間が超越されるのです。空間と時間の中で存在する

心と体の複合体は、絶対の中に溶け去るのです。神の普遍相
す が た

を見たいと懇願したアルジ

ュナに主クリシュナが与えたビジョンとは、このようなものでした。 

そのような体験をするときにどのように感じるのかが、第十一章を通して偉大なる賛美

歌という形で詩的に表現されています。ビジョンの体験者が実際に言葉を発するわけで

はありません。ギーターの著者は詩人に与えられた言葉という道具を用いて、神の意識

に我を忘れた状況を詩的に描写しているのです。そのとき魂は人間の言葉を話しません。

魂は存在の根底より震え、揺さぶられ、思考や感情は停止し、やがては畏怖のなかで溶

け去るのです。 

個我の意識が普遍の意識に溶け去るこのプロセスが、アルジュナが神性なるビジョンの

恩恵に浴して発したと思われる祈りの壮麗なる描写の背後にある意味です。個我の働き

は必然的かつ完全に無くなります。そのとき人は話すことも見ることも聞くこともなく、

またどのような感覚もなくなります。すべての経験的能力が、通常の知覚作用として

個々に機能するのではなく、一つに凝縮されて内なる魂に集約されるのです。私たちの

存在のすべてが壮大華麗な魂に確立されるのです。普遍なる至上の魂へと飛び行くのは

私たちの魂です。 

神のビジョンを体験した魂はそれを言葉で表現するのではなく、内的に自己を完全無欠

の神に変容させるのですが、神も私たちが口にするような言葉を用いて話すことはあり

ません。しかし全能の神は、神のビジョンを与えられたアルジュナの祈りに答えました。

言葉を超越する言葉で答えたのです。「すべては私の行為であり、すべては決定されて

いる」。 

私たち自身が行為者だという考えは間違った考えであり、バガヴァッド・ギーターの背

景であるマハーバーラタの戦いの中でアルジュナは、戦いはすでに起きて終わっており、

アルジュナはすでに勝利を勝ち取っているのだと告げられます。よって、ただ戦う道具

となるのだと命じられるのです。「時間を超越して私がすでにすべてを行っている」。

アルジュナや私たちにとって、マハーバーラタはこれから起こる未来の出来事に見える
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かもしれません。しかし遍在する絶対的存在
か み

にとって、それはすでに永遠の中で起きた

ことであり、結果もすでに決められていることなのです。 

至上者
か み

はこの体験を得ることの難しさをアルジュナに伝えます。求めれば誰にでもこの

体験が与えられるわけではなく、その願いは魂から来るものでなくてはなりません。少

しばかりの慈善活動や善行、学習だけでは不十分です。神はそれほど易々と手に入れる

ことができるものではありません。誰も見ることができないのがこのビジョンです。

神々でさえも、このビジョンを渇望しています。どれほど聖典を学習しても、このビジ

ョンを得ることはできません。どのような苦行をもってしても、この神のビジョンを確

実に自分のものとすることはできないのです。 

ではどうすればよいのでしょうか。何をすればこのビジョンを体験できるのでしょうか。

全霊を傾けた自己放棄がその方法です。自己が、すべてを包括する普遍的自己に溶けて

なくならないかぎり、このビジョンを得ることはできません。個人として行うどのよう

な苦行も、あるいはさらに言えば、たとえそれが宗教や霊的修行の名において行われる

ものであっても、個としての意識を残したまま行う行為はすべて、この偉大なるビジョ

ンを得るための要件に反することなのです。 

神のビジョンが必要とする条件は何か。霊的修行において、自分の個としての存在を維

持しようとしているでしょうか。真摯に霊的修行に取り組み、あるいは宗教的意識を持

っていたとしても、密かに個としての自我、人格に固執していないでしょうか。もしそ

うであるとしたら、神のビジョンを体験するのは遠い先のことです。 

すべてを神のために行い、神を究極の目的とし、誰にも憎悪を抱かず、すべてに優劣を

つけずに平等に接する者、あるいは、心から神に到達することを人生唯一の目的だと考

え、それ以外はすべてこの真理実現を達成するために付随するものであり前提となるも

のだと考える者、あるいは、このような精神に駆られて、神への愛の中で自己のすべて

を変貌させる者、真の意味において神を求め、神のみを求める者、このような者にとっ

て神のビジョンは直ちに訪れるのです。 

神は孤立した存在でも、個体として存在するものでもないため、神を体験するためには、

私たちも個体としての制限から解放されていなくてはなりません。神のビジョンを持て

るのは神だけなのです。神を体験するのは神であり、神を知るのは神なのです。人間が

人間のままで神に到達するのではありません。あなたや私が神に到達するのではなく、

神のビジョンが私たちの内を満たし、神が神を見るのです。それは神秘的な謎、真摯な
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求道者のみが知る秘密であり、真摯な心を持つ者は皆この至福の体験を享受することが

できるのです。 
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第十五章  神へ至る道と到達 

ギーターの第十一章には壮麗なる神の普遍相の描写があり、そしてまた同章の終わりに

は、精魂を傾けた信愛によってのみ神の真の姿を見ることができると示されています。

さて、第十二章は十一章のこの教えを受けたアルジュナの問いかけで始まります。 

この至上者、絶対真理は、自己滅却とも言える完全なる自己放棄によって到達可能です。

私たちの魂が普遍的存在の状態、レベルまで高められないと神を体験することは不可能

なのです。しかし、これを達成するのは私たちにとって実際的には不可能なことであり、

私たちに残された唯一の方法は、至上主
か み

を謙虚に愛慕し、帰依することしかないように

思われます。 

では、母親に依存する子供のように謙虚に至上者
か み

に身を委ねるのと、非人格的な普遍的

存在との合一によって絶対的存在の意識へと自己を高める努力をする方法とでは、どち

らの方法の方が優れているのでしょうか。 

師クリシュナの答えは非常に思いやり深いもので、非人格的な絶対的存在の瞑想を実践

する難しさを考慮して、同じ神を人格神として信仰する方が好ましいとしています。し

かし、ここでの選択は両者の比較を意味していません。通常、私たちが何かを選択する

ときには、何らかの比較を避けることはできず、優劣を意識することを否めませんが、

ここでは違います。 

魂の解放を求める求道者が見せる神への愛は、非人格的な普遍性の中に自己を溶かし去

る、燃えるような精神と矛盾するものではありません。肉体を持ち、自分が肉体である

という考えを捨て去ることができない人々、肉体に意識が宿る者にとって、完全なる非

人格性という概念は考えることもできないことなのです。 

人間は人間という観点でしかものを考えることができず、人間である私たちが完全なる

非人格性を心に思い描くことはできません。真の非人格性を理解するには、それを理解

できるレベルにまで自己を高めなければなりません。人間が持つ道具すなわち肉体に宿

る心では、神の壮大高尚なる非人格性が意味するものを理解することはできません。 

このような理由により、主クリシュナは「人格神への信愛の方が望ましい。しかし、ど

ちらの道も同じ終着点に通じる」と言います。どちらの道を選んでもゴールは同一であ

り、どのような方法を選択するかはそれほど重要ではありません。霊の道では、タパス
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（苦行）の名において不必要に体に無理な苦痛を与えるのは好ましくないことです。

霊的修行
サ ー ダ ナ

は拷問のような苦しみではありません。霊的な進歩のために必要とされている

ものではないのです。 

実際のところ、低いレベルからより高いレベルに進む霊的成長は、この世界で様々なも

のが成長する課程と同様に自然な発展であり、そのプロセスに苦痛は伴いません。つぼ

みの開花は痛みを伴わないプロセスですが、無理に開花させようと力を加えるのは不自

然な努力です。神を瞑想するという霊的修行も自然な意識の開花であるべきであり、意

志、心、感情、体に不必要な痛みを伴うプレッシャーをかけることではありません。 

これらの側面を考慮してクリシュナは「人格神への信愛が望ましく、この世界に生きる

人々には、これが唯一の道である」と言います。「心と知性を私に委ねよ」というのが

教えです。全霊を傾け、他の思考を排除して思考のすべてを神に向けることが最高の霊

的修行です。もし神の存在だけを意識し続けることができたなら、これ以上に祝福され

た状態はありません。可能ならば、これを実践するのです。 

これがアルジュナおよび霊の道を歩む求道者すべてに与えられた最も重要な教えです。

しかし、日夜を問わずに神のことだけを考え続けられる心の強さを持つ人がいるでしょ

うか。ですから、このように継続して神を想うことが実行不可能であれば、完全に神に

没入できなくとも、日々の瞑想というかたちで 修習
しゅうじゅう

つまり不屈の精神をもって神に心

を集中させる努力をするのです。毎日一時間、二時間、あるいは三時間と座り、すくな

くとも一日数時間は神についての思考を維持できるように努めます。 

これは私たちにより大きな配慮がなされた教えであり、もう一つの選択肢です。しかし、

これさえも実践が難しいと感じる人たちがいます。神を一時間瞑想するのは難しく、心

は「無理だ」とささやきます。そのような場合は神の名の誦唱
じゅしょう

や讃歌の歌唱を行いま

す。神の名を唱え、神を想うことで一瞬でもよいので恍惚の状態になるのです。神を心

の底から愛慕するのです。神を敬愛する想いをもって毎日の霊的修行を実践するのです。

神の道具となり働き、一瞬たりとも父、母なる神の存在を忘れてはいけません。 

しかし、ここにも困難があります。私たちには長時間にわたり集中して神の名を誦唱す

ることができません。仕事やその他の活動で忙しく、さまざまな務めがあるのが現状で

す。それに関してクリシュナは言います。「働くのはよい。ただし仕事の結果を期待し

てはいけない。私たちは義務を遂行しなければならいが、その結果を期待することは、

義務遂行の徳を汚すことになる。行為の結果については、どうする権利もない」。 
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これはギーターの前の章、特に第三章で扱われ、第十八章でも再度触れられるテーマで

す。「義務を行う権利はあるが、行為の結果についてはどうする権利もない。人がどう

することもできない様々な要素が行為の結果を決めるからだ。ゆえに行為の結果を神に

委ねて活動し、義務を遂行せよ。真のカルマ・ヨーガの精神ですべてを行うのだ。模範

的人間であれ。憎まず、また執着せずに」。 

第十二章の終わりの数節では、真の信仰者の特性が詳述されています。真の信仰者は何

も自分の所有物と考えず、まるでホームレスのように暮らし、すべてに対して執着した

り悪意を抱いたりすることなく、求めずして与えられるものを受け入れ、利己的な動機

に根ざした行動を取らず、可能な限り非個人的な生き方をする、つまり人々を遠ざけて

しまうような行動や自らが人々から遠ざかってしまうような行動をしません。 

なにかを敬遠したり、誰かが私たちを敬遠したりすることのないような生き方をすべし

というのは、とても重要なポイントです。これは簡単なことではなく、神を知る人にし

かできない生き方です。しかし、どれほど難しいことであれ、私たちは少なくともこの

ような理想を心に抱こうと努力しなければなりません。神の存在に自己を確立した者は、

喜びと悲しみ、非難と賞賛を同じように受け止めます。このような信仰者を神は愛し、

守るのです。この教えで第十二章は締めくくられています。 

ギーターの第十二章の後に続く章では、大きく異なるアプローチが取られており、それ

までの章で説明されてきた実践をしていくうえで遭遇する、いくつかの哲学的および心

理学的な側面について詳述されます。バガヴァッド・ギーターの解説者はよく、最後の

六章は付録のようなものであり、ギーターの主要な教えは第十一章あるいは第十二章で

終わると説明します。 

また、最後の六章では純粋に形而上学的あるいは哲学的な問題点がディスカッションさ

れており、より重要な実践的側面はそれ以前の章で重点的に扱われているとする解説者

たちもいます。いずれにしても、最後の六章は、それまでの章の様々な箇所で触れられ

てきた複雑な問題について説明するものですから、十分に重要なものです。 

第十三章ではプルシャとプラクリティの原理について焦点が当てられます。プルシャと

プラクリティを意識と物質、あるいは突き詰めて主体と客体と言ってもよいでしょう。

これら二つの関係を理解する必要があり、哲学的考察とは主体と客体、見るものと見ら

れるもの、意識と物質、プルシャとプラクリティの関係についての研究以外にほかなり

ません。 



 

127 

 

プルシャは生きとし生けるものの魂であり、神、ここでは神の化身クリシュナは、この

魂と一体です。知る者が主体あるいは意識です。知られるものが主体の対象、客体であ

り、「用地」と呼ばれています。意識が活動する場、用地が客観的現象の世界です。神

自身がこの用地を知る者です。生きとし生けるものの真我、アートマンはすべての中に

等しく存在しているゆえに、あなたや私、その他すべての主体であり、それは同時に普

遍的な主体です。 

「わたしが一つの用地のみならず、すべての用地を知る者である」。ですから、私の肉

体に宿るアートマンは、私の肉体の中だけに在るのではなく他の肉体の中にも同じよう

に存在しています。私たちは、用地を知る者、用地、知識の本質、そして知識の目的を

区別して理解する必要があります。これらが第十三章のテーマです。 

個々の認識者である主体、あるいは事物を意識する者が、心と体の複合体です。体は土、

水、火、空気、エーテルの五大元素から成り、内なる心に動かされ、知性という道具を

用い、欲望に満たされており、これが主体です。ここでは、本書でもすでに触れている

サーンキャ哲学の宇宙論的原理について言及されています。 

心と体が切り離せない関係にある、個体としての複合体は、肉体的であると同時に心理

的なものであり、これが個としての認識者、知る者です。知る者とは知識を有する者で

あり、正しい知識、適切な知識とは何か、そしてまた、その反対についても言及されま

す。 

この正しい知識を構成する要素の分類は、ある種の順序に従っているように見えます。

最初は謙遜や虚栄心のなさといった徳が列挙されますが、これらは学生、修行者、導師
グ ル

の下で学ぶ弟子などに必要とされる資質です。倫理的な資質に加えて導師
グ ル

、師、先生へ

の師事が必要だと書かれています。 

清浄な思考、言葉、行動について再び言及されています。同時に無執着の必要性も指摘

されています。徐々に外の世界のあらゆるものへの執着を放棄して、最終的に万物の一

過性、非永続性を認識し、現象の背後にある永遠の実在を知る―これらが真の知識とさ

れています。明示はされていませんが、アーシュラマ、すなわち生涯に通過すべき四つ

の段階（学生期、家住期、林棲期、遊行期）が示唆されているのかもしれません。 

至上の神が究極の実在であることを認識することに資する人格、行為、行動、視野はす

べて正しい知識だとみなし、それ以外は無知です。神を求め、神実現を熱望することが
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真の理解であり、神のみが存在し、神以外のものは存在しえないという確信が究極の知

識なのです。もし私たちの理解がこのような結論と異なるようであれば、私たちは無知

な状態にあるということになります。ここに正しい知識の本質があります。 

知うるものが知識の対象です。この世界には私たちが知識の対象と考えるものが数えら

れないほどあります。私たちには多くのことを知りたいと思う好奇心があり、さまざま

な分野の学術があります。学校や大学で学ぶテーマ、学科を私たちは知識の対象である

と考えています。しかし、少なくともバガヴァッド・ギーターのこの文脈における知識

の対象とは至上の実在です。実在しないものを真の知識の対象と考えることはできませ

ん。もし対象が非実在のものであれば、その知識には真実性がなくなります。私たちは

ここで正しい知識、真実の知識、本物の知識について話しており、知識の対象について

も、本物の対象に関心があるのです。 

クリシュナは言います。「至上の目的、知識の対象について教えよう」。この知識の対

象は特定の場所にあるものではなく、それがこの偉大なる知識の対象の特性です。私た

ちが知っている事物、知るべき事物はすべて、どこかに、ある時点にあるものであり、

遍在するものではありません。しかし、この至上の対象はあまねく存在し、また特定の

時間だけ存在しているものではありません。 

それには過去も現在も未来もありません。時間を超越した永遠なのです。それは万物を

包含しているために、一つの場所に制限される存在ではありません。ギーターは壮麗な

る叙事詩の表現によって、この遍在する至上者は、あらゆるところに手、足、目、耳を

持ち、あらゆる手段ですべてを同時に、瞬時に、時間を超越して、今ここでつかみ、す

べてを知り、理解すると言います。 

完全体でありながら分割したように見え、永遠でありながら一時的に顕在化するように

見えるもの。いかなる特質や属性も有さずにして、あらゆる特質、性質、属性に生命を

吹き込むもの。私たち皆の中で輝く光の源泉です。それには太陽の光も及びません。太

陽の輝きも絶対的存在の光が放つ輝きの影でしかありません。 

そのような光がどこにあるのかと思うかもしれません。それは私たちの中にあり、常に

私たちと一緒に在るのですが、私たちは、私たちの内なる智慧と永遠の輝きのランプを

手に持ちながらも、暗闇の中を手探り状態でいるように見えます。第十三章には、正し

い知識の対象とは神の存在であるということが簡潔に記されています。私たちは正しい

知識とは何か、個々の知覚者とは何かを理解できているはずです。 
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知る者と知られるものとの関係が知覚心理学全体における最も核心的部分です。私たち

には、どちらがどちらを影響するのか、主体が客体を影響するのか、それともその反対

なのか分かりません。実際のところ、どちらかが一方を影響している、あるいは、どち

らかが上または下であるということはありません。一方が他方に流れ込み、またお互い

がお互いを必要としていますから両者は同等なのです。主体が客体なしで存在すること

はできず、その逆もしかりです。主体と客体、プルシャとプラクリティは同一の遍在す

るものの両腕なのです。 

神は言うなれば、サーンキャ哲学が言うところのプルシャとプラクリティという左右の

手によって働きます。そして、ここで言う主体と客体、意識と物質は二つの異なるもの

ではなく、至上の実在の二つの在り方なのです。この点においてバガヴァッド・ギータ

ーはサーンキャ哲学の二元論的教義を大きく超えています。 

純粋な非人格的意識、属性を持たない透明性であるプルシャはサットヴァ、ラジャス、

タマスと呼ばれるグナ（特性）から成るプラクリティによって働く、と言うよりは働く

ように見えるのです。このテーマはすでに第三章で取り上げられました。そして再び第

十四章でこのテーマが取り上げられますが、第十四章は、そのすべてが活動と知識の場

であるプラクリティを織りなすグナの三特性についての説明に費やされます。 

バランスがとれた状態、調和、輝きがサットヴァの特徴です。散漫、活動、消散、分割

がラジャスの特徴です。怠惰性、安定性、固定性、無気力、眠気がタマスの特徴です。

私たちはサットヴァ、ラジャス、タマスの三つすべての要素を合わせ持っています。い

つ何時であろうとも、私たちがこれらの特質から解放されていることはありません。あ

るときは一つのグナが優勢になり、またある時には別のグナが優勢になります。 

ですから、私たちは人生を通じて様々な心の状態を経験します。時には落胆し、憂鬱に

なり、時には活発で精力的に活動する、そして時には高尚で感情に惑わされない意識に

なるのです。しかし、動く車輪のスポークが車輪の動きと共に上下するように、プラク

リティの三性質の状態は常に変化しているため、私たちの心の状態も常に変化します。

プラクリティの状態は宇宙の進化プロセスと共に変化しており、この宇宙の一部である

私たちも宇宙の進化プロセスと共に変化するのです。そのため、私たちの心の状態も一

定ではありません。 

至上の実在を熱望する魂が実在への道を進んでいくためには、より高いもののために低

いものを超越しなければなりません。それはタマスからラジャスへ、ラジャスからサッ
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トヴァへと上昇していく変化に見えるかもしれませんが、決められた道あるいは数理的

な移動ではありません。 

グナは混在しており、私たちは一時も一つの特質だけで満たされているということはあ

りません。タマスが百パーセントのことも、ラジャスあるいはサットヴァが百パーセン

トのこともなく、三つの特質すべてが私たちの中にあります。しかしながら、タマスか

らラジャス、ラジャスからサットヴァへと変化する自己超越というかたちで日々努力を

続ける一時的な必要性があります。 

タマス特性が優勢な人には無気力、愚鈍、非常識、正しい思考ができない、活気がない、

貪欲、等の特徴があります。ラジャス特性が優勢な人は落ち着きがなく、情熱的、欲望

に駆られ、忙しく走り回り、自己に満足できず、一時も落ち着くことがありません。サ

ットヴァ特性が優勢な人は合理性を持ち、穏やかな態度で、落ち着き思慮ある判断がで

きる人であり、そのような人たちが、真理を求める人、宗教的、霊的求道者です。 

人は、死を迎えたときに優勢な特質に対応する経験を死後することになります。サット

ヴァ特性が優勢な状態で死ぬ人は、より高い世界に行くとされています。天使の世界、

天国、スワルガ・ローカと呼ばれる世界です。ラジャスが優勢なときに死ぬ人は、活動

に追われる人間世界に戻ってきます。タマスが優勢なときに死ぬ人は、奈落のような、

苦しみと無意識の低次元の世界に落ちるかもしれません。 

これら三つのグナは回転する車輪のごとく常に変化しており、一時も調和の状態で静止

していません。宇宙全体がプラクリティの特性である三つのグナから成っており、内に

も外にもあるのはグナだけです。グナが宇宙を形成しています。そして、世界全体がプ

ラクリティの三性質が織りなすドラマであることを認識できる者は、経験世界という舞

台で演じられるドラマの観照者になるのです。そのような、グナを超越し、プラクリテ

ィの働きを超え、現象世界の観照意識である人が、絶対的存在、ブラフマンの御胸と一

つになるにふさわしいのです。 
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第十六章  至上者 

バガヴァッド・ギーターの第十五章は独自の重要性をもっています。宇宙全体を、永遠

なる根であるブラフマンから伸びる、枝を広げた木に例えた描写で始まります。この木

の例えは非常に奇抜なものです。知覚可能な現象を超える創造原理の超越性について教

えるために、ギーターはこの宇宙の根を、私たちを超えるものであり、その根から生じ

る宇宙の木は下方に枝を伸ばしているが、その枝とは五感の知覚対象であり心の認識対

象であると表現しています。 

種の中に木のすべてが含まれているように、宇宙全体が絶対的存在の中に非顕現の原型

で包含されています。宇宙の根は上に、枝は下にあります。この木は、私たちが知る地

球上の木とは異なり、根が下にあり枝が太陽と空に向かって上に伸びるものです。私た

ちは神のことを考えたり祈りを捧げたりするとき、必ず空を見上げます。私たちの気持

ちがそうさせるのです。物の見方、価値の見出し方には、外を見る、内を見る、上を見

るという異なる方法があります。 

不可思議で理解しがたいものに直面するとき、私たちは畏敬の念と驚きで上を見上げ、

その神秘や目に見える事象の後ろに隠されているものを理解できない自分を表現する

のです。この宇宙の万有はどのようなものであろうとも、すべて、ただ一つの不可分の

存在、至高のブラフマンから出たものです。私たちが目にしたり、感じたりすることの

できるものはすべて、ただ一つの根から生じたものです。 

未顕現であったとしても種が、木の枝や葉、花、果実のすべてを包含していると言える

ように、この宇宙がどれほど精妙なかたちでブラフマンに包含されていようとも、ブラ

フマンに包含されているのは言うまでもありません。ブラフマン以外から生じることは

あり得ないのですから。 

この現れの一部である私たちは宇宙の木に止まる鳥のようであり、私たちにとってすべ

てが神秘に満ちています。宇宙を木に例えたのはバガヴァッド・ギーターが初めてでは

ありません。カタ・ウパニシャッドにも同じ例えが出てきますが、ほとんど同じ言葉で

宇宙の木が説明されています。そしてヴェーダも、リグ・ヴェーダにさかのぼって、こ

の宇宙の木の例えが出てきます。一本の木に二羽の鳥が止まっているというのですが、

この描写はヴェーダにもウパニシャッドにも出てきます。バガヴァッド・ギーターには
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二羽の鳥は出てきませんが、私たちの目の前に広がる世界を表しているところは同じで

す。 

無数の多様性が互いにまったく異なる姿形で存在しながらも、この木の種という至高存

在による有機的な統制によってつながっているのが宇宙です。私たちの世界では、木の

枝や葉に、すべてを包含する種の特質は見えません。種のエッセンスが木のすべてに行

きわたっていることが推論できるだけです。同じように、私たちに見えるのはこの宇宙

だけであり、宇宙の根は見えません。 

しかし、万物の根源であるこの種は、木全体に遍在的に浸透しており、この世界の現れ、

多様性は、この種あるいは根であるブラフマン、絶対的存在のエッセンスから派生した

ものです。しかし、私たちにとってはすべてが神秘です。どのようにして始まり、どの

ようにして終わるのか、私たちには分かりません。この世界の根源もその終わりも分か

らず、そしてまた、その途中の状態も理解できません。宇宙は無限であり、無限のブラ

フマンから無限の宇宙が生じるのです。この宇宙の多様性も無限であり、そしてまた、

宇宙の多様性の現れ方の背後に隠された神秘も無限です。 

創造プロセスのすべてが驚きであり、いかなる時点においてもこれを理解できる者はい

ません。ただ一人として宇宙の神秘を理解できると言える者はいません。すべての知識、

活動、客観世界のすべてがこの宇宙の木の中にあり、私たちが何であれ、また私たちが

何を知ろうとも、それらはすべて現象的、相対的であり、この木の成長の制約を受ける

ものなのです。ゆえに、私たちは現象を超越する実在、創造主を知ることができる立場

にありません。 

先ほど、ヴェーダとウパニシャッドには、この宇宙の木の描写に鳥が出てくると言いま

した。この木の枝に止まっている二羽の鳥は神と人、私たちと至上者だと言うのです。

二羽の鳥はそれぞれ全く異なるカテゴリーに属します。一般的に鳥は木になる果実を食

べることに一生懸命です。インコが木から木へ、枝から枝へと貪欲に果実を求めて飛び

回るのを見たことがあると思います。 

同じ木に二羽の鳥が止まっており、そのうちの一羽は宇宙の木の果実を食べることに一

生懸命です。果実を食べることに夢中のあまり、近くにもう一羽の鳥がいることさえ気

づいていません。私たちも、もてなされたご馳走を一心に堪能しているときには、隣に

座っている人のことさえ忘れてしまうことがあります。対象物に引きつけられる五感の

影響力とは、それほど強力なものなのです。私たち人間を象徴しているこの鳥は、人生
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における甘い果実を楽しむことに完全に夢中になっており、隣で果実を食べることもな

く、ただ宇宙のすべてを傍観しているもう一羽の鳥に全く気づいていません。 

これら二羽の鳥、神と人は同じ場所にいます。この木は宇宙を表していますが、私たち

の体を表しているとも言えます。それどころかこの木はあらゆる物、たとえば原子を表

しているとも言えます。万物はどのような些細なものであれ、すべて、他のすべての特

性を有しています。ですから、神と人という異なる原理の両方が宇宙の隅々にまで、万

物に同居しています。私たちジーヴァ（個我）を束縛するのは、果実を食べることに夢

中になることであり、隣に止まっている鳥、神に気づくことで、この束縛から解放され

るのです。 

果実を楽しむことなくただ傍観しており、かつ万物に内在するものが、解放された魂で

す。もう一方は束縛された魂です。私たちの中には、この両者が同居しています。神が

いると同時に、私たちもいるのです。万物に両者が同居しています。禁断の果実を食べ

ることが、浮世のもつれなのです。木がある限り果実もあり、果実に対する欲求を完全

に避けることは不可能です。 

バガヴァッド・ギーターは、この宇宙の木は無執着の斧によって根から切り倒さなけれ

ばならないと忠告します。宇宙の木は執着によって成長し、無執着によって枯れます。

宇宙は、欲望を満たすことに貪欲な利己心、自己肯定の中心の集まりです。布から糸を

抜き去れば布がなくなるように、欲望が干上がれば宇宙も干上がり、存在できなくなり

ます。 

最終的に宇宙は物質ではなく欲望から成っています。個人を構成する欲望が宇宙を織り

なす縦糸と横糸です。布が布を構成する糸の外にあるのではないと言えるように、宇宙

は私たちの外にあるのではないと言えます。ですから、宇宙の根に切りつけるというの

は簡単なことではありません。宇宙の構造を深く理解している必要があります。 

この宇宙の根に切りつけるとは、私たち自身の根に切りつける、自我を切り倒すことを

意味しますが、自身の自我との取り組みほど困難なことはありません。私たちは自己以

外とならこの世界の何にでも取り組むことができますが、自己をそのような取り組みの

対象とすることはできません。事物に対処することには慣れていますが、自分自身のこ

とを事物としては考えないために、自分に対処することができないのです。 
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私たちは頑なで説明できない何かで居続けるのですが、私たちの苦しみの源は私たち自

身なのです。他人が私たちの苦悩の原因ではありません。繭
まゆ

に包まれたカイコのように、

私たちの中心である自我を欲望が包み込んでいるのです。そして、私たちの魂から神の

智慧が溢れ出てこない限り、執着を断ち切ることは不可能です。ヴィヴェーカ（明敏な

識別力）がヴァイラーギャ（無執着）の前提条件です。 

自己と事物との関係の本質を理解せずに、事物への執着を消し去ることはできません。

執着と無執着を理解するのが難しいのは、それに関与する両者の関係を理解するのが難

しいためです。対象物に執着したり嫌ったりするのは、対象物との関係性を理解してい

ないからです。すべての関係は真の理解によって自然に消滅します。無執着の最高の形

とは対象から自己を離すことではなく、主体と客体および両者の間に等しく存在する実

在の普遍性の意識に自己を高めることです。 

バガヴァッド・ギーターが教える無執着は通常の禁欲的な姿勢ではなく、創造主の遍在

性を認識するという知識が開花することです。この知識は欲望にとって致命的な打撃と

なり、それによって欲望を克服するための努力は必要なくなるのです。夢の意識から目

覚めると、私たちが何もしなくとも、夢の世界の苦悩や欲望が自然に消え去るのと同じ

です。 

夢からこの世界のリアリティに覚醒した私たちは、より高次の知識を有していますから、

夢の世界での問題を克服しようと奮闘する必要はありません。知識自体が夢の世界で起

きていたあらゆる問題を解決する万能薬であり、目を覚ます以外に何か努力をする必要

はありません。覚醒した意識の知識によって夢の世界での欲望や嫌悪が消え去るように、

この世界の問題も神の存在によって消え去るのです。このような経験を超える無執着が

あるでしょうか。欲望が何の意味も持たなくなる意識へ魂が上昇するのです。 

バガヴァッド・ギーターが無執着の斧によって執着の木を切り倒すべきだと言うとき、

それは神の知識について言及しており、それに到達した後、経験した後には、必滅の人

間世界に戻ってくることはありません。太陽の輝きも月星の輝きも、私たちが知るいか

なる輝きをも超越する世界です。霊妙なる神の光輝は、この世のどのような輝きと比べ

ることのできないものです。そこに到達したら、戻ってくることはありません。 

輪廻転生に終わりが来ます。苦しみという報いを受けることもなくなります。私たちは

遍在する存在、永遠の存在となるのです。一旦夢から覚めたなら、夢の世界でやり残し

た仕事をするために夢の世界に戻る必要はなく、戻りたいとも思わないように、私たち
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がこの世界に戻ってくることはありません。夢の世界の経験、活動、負債さえもが、目

覚めることですべて解消します。夢の世界で借りたお金も返す必要がなくなります。す

べての借りは、知識によって返済されるのです。 

夢から目覚めた人が夢の世界に戻る必要がないように、絶対的存在に到達した者がこの

幻影の世界に戻ってくる必要はありません。神の栄光、壮麗さ、偉大さとはこのように

素晴らしく、これがギーターの第十五章に書かれている内容です。 

バガヴァッド・ギーターは至高の神をプルショッタマと呼びます。すでに知っていると

おり、サーンキャ哲学におけるプルシャとは意識であり、この見る主体、あるいは知る

主体に対して、もう一方に物質世界であるプラクリティという用語があります。私たち

はこれら二つの原理、プルシャとプラクリティ、知る者と知られるもの、意識と物質、

観察者と外の宇宙全体がリアリティであると考えます。しかし、これらの二つを超越、

包含し、自身に吸収するのがプルショットマであり、この世界の個々のジーヴァ（個我）

の意識を超越する至高のプルシャです。 

全宇宙にプルショッタマは遍在しています。最終的には宇宙全体に一つのプルシャしか

存在しておらず、そのプルシャの頭がすべての頭であり、その目が全て目、その耳がす

べての耳です。私たちの頭は皆プルシャの頭であり、すべての思考はプルシャの思考、

すべての行為がプルシャの行為です。至高のプルシャ以外に行為者はおらず、誰も真の

思考者ではなく、それどころかすべては至高のプルシャなのです。 

ヴェーダは宣言します。「過去も現在も未来も、どのような状況であろうとも、在るの

は至高のプルシャのみである」。すべての川の流れが大海にとけ込むように、すべての

プルシャは至高のプルシャに溶けるのです。そこには個人や物質世界、主体や客体もあ

りません。あるのはすべてを包含する不可分で広大無辺の存在のみです。このプルショ

ッタマを知るものは直ちに解放されます。知識と苦悩からの解放は同じです。 

ここで言う知識がどのような知識を意味するのかを理解するのは容易ではありません。

私たちは通常、知識とは科学や文学、音楽、数学、物理学、等々の学術的な知識だと考

えます。この世界で私たちが慣れ親しんでいるのはこのような知識です。しかし、神秘

的な実在はこれらの学問の背後に隠れています。学問はすべて、私たちの理解を超える

ものに少しでも近づこうとする努力のことです。 
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物そのもの、物の本体は私たちの理解を超えていますから、私たちの知識はうわべだけ

のものでしかなく、物の真相を明らかにはしません。籾殻をつかんで、それを知恵と呼

んでいるだけです。私たちは、そこにあるように見える「何か」の表面的な姿形に感覚

的に接触することしかできず、その本体を理解することも、その存在と一つになること

もできません。学校教育の知識も確かな知識ではありません。まず物自体の知識があり

ません。私たちが知っているのは名称と形態、あるいは、物の外面的特質が持つ関係性

の集まりだけです。 

しかし、私たちの知識は感覚器官と心、知性の構造的な制約を受けるために、このよう

な知識も最終的には不完全なものです。したがって、私たちは真に価値ある知識を有し

ていないと言っても差し支えないでしょう。無知な状態で暗闇の中を手探り状態の私た

ちは、何かを知ったつもりになっているだけで、実は何も知らないのです。知識とは魂

の自由、解放であると言うときの知識は、このような知識とは異なります。 

知識とは神を知ることと同じであり、知識とは存在と同一です。私たちの存在が万物の

存在と一つになるのです。これがパタンジャリのヨーガ・スートラがサマーディ（三昧）

と呼ぶ状態です。見る者と見られるものが一つになり、見る者の存在と見られるものの

存在に違いがなくなるのです。すべての川が海に流れ込み、海がすべての川を受け入れ

て川と海の区別ができなくなるように、神が私たちと一つになり、私たちが神と一つに

なるのです。魂がプルショッタマ、絶対的存在に到達するとはこのようなことを意味す

るのです。この知識を持つ者は永遠に解き放たれます。解脱した魂が再び束縛されるこ

とは決してありません。 
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第十七章  宇宙の力の戯れ 

バガヴァッド・ギーターの章が進むにつれて、異なるタイプの神秘が紐解かれていきま

す。たとえば第三章ではグナと呼ばれるプラクリティの三性質、サットヴァ、ラジャス、

タマスについて言及されましたが、宇宙はさらに、より少ない構成要素に要約されると

聞かされます。 

哲学的思考にテーゼとアンチテーゼ、命題と反対命題というものがありますが、私たち

の世界にはこのような対立しかありません。これらの相反する力として現れる、一つの

力の二つの側面が、宇宙における「神的」と「阿修羅的」な力として知られるものです。

一方の力は宇宙の中心へ向かおうとし、もう一方の力は外へ向かおうとしています。求

心性と遠心性です。 

私たちには二つの衝動、内に向かう衝動と外へ向かう衝動があります。万物の中心と一

つになり、すべてを把握したい、物の本質を手中に収めたいという欲望があります。す

べてを知りたいと思う好奇心があるのはこのためです。知識に対する私たちの欲求は果

てしなく、決して完全に満たされることはありません。 

私たちは万物の中心、神秘に深く入り込んで行くことで、最終的には自由を求めていま

す。私たちが求めているのは自由だけなのです。しかし、反対方向へ向かう同等の衝動

もあるために、私たちは同時に束縛の方向へ強い力を働かせています。 

私たちは左右両方に足を引っ張られているような状態です。どちらの力のほうが強いの

か分からない非常に困難な立場にいます。この世界では神的なものと阿修羅的なものと

の果てしない戦いが起きています。魂を絶対的存在へと駆り立てる宇宙の自己統合力と、

知覚および欲求の対象へと自らを駆り立てる心的、知的、理性的および感覚的な力の対

立がマハーバーラタでありラーマーヤナです。この両者の対立が戦いであり、衝突、小

競り合い、私たちの生活でおこる喧嘩、紛争など、あらゆる争いなのです。 

この二つの力は互いに戦っており、それぞれの力の成功と失敗が宇宙の歴史なのです。

阿修羅的ではなく神的な力、統合しようとする宇宙の力に協力するのが私たちの務めで

あるとバガヴァッド・ギーターの第十六章は教えます。私たちを真の自己、私たちの中

心から遠ざけるもの、自己を非自己に変え、主体である私たちを客体に変えてしまう力

が阿修羅的な力、魔性の力です。あらゆる手を尽くして主体を客体に変えてしまう不可

思議な力なのです。 
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私たちの内にある魂は普遍なるものであり、その魂を覆っているものは全て現象世界の

ものです。しかし、私たちの本質が魂だからといって、この宇宙の力を過小評価しては

いけません。宇宙は普遍的存在からエネルギーを得ています。自身で光を放つことのな

い鏡が太陽の光を受けることで輝いているように見えるように、私たちの五感は、本当

は満足を与えることができないのに、まるで満足をもたらすことができるかのように私

たちを欺き、誘惑するのです。 

私たちは葛藤するこの二つの力の狭間に立たされており、二つの方向に引っ張られる苦

境から抜け出すのは非常に困難なことなのです。導師
グ ル

の恩寵が必要です。バガヴァッ

ド・ギーターにも、求道者に与えられた唯一の方法は有能な師に教えを乞い、真摯に師

事することであると言及している一節があります。そのように真理体得を熱心に求める

求道者には神の恩寵も注がれます。 

ギーターの第三章でプラクリティの三性質
グ ナ

の話が出てきてから、教えの中に何度もグナ

が出てきます。そして第十六章では宇宙全体が、内へ向かう力と外へ向かう力、宇宙の

中心へ向かう衝動と時間、空間、客観世界へ向かう衝動という二つの力の戯れであると

いう新たな教えが出てきます。この内へ向かう力と外へ向かう力は伝統的にダイヴァと

アスラ、神的および阿修羅的な力と呼ばれます。 

善と悪、神的と非神的という言葉は通常、倫理的価値と道徳的な判断に関係する言葉で

す。しかし、通常の人間的な善と悪、あるいは倫理、道徳の概念を超越したギーターの

哲学的あるいは形而上学的な立場においては、善悪や正邪等の名で呼ばれるものは、交

互に内と外へと動きながら、まるで万物を操り人形のごとく、その意図にそって動かす

宇宙の非個人的力が演じる偉大なるドラマの人間的解釈なのです。 

すべての人や物が内に二つの衝動を持っています。私たちは時に自己超越的な気持ちに

駆られることがあります。物との一体によって物事をより包括的にとらえる完全な経験

を得ようとするのです。またある時には、直感力ではなく感覚器官を使うことによって

欲望を満たし、楽しみたいという欲求に駆られ、物の本質から遠ざかり外面性を求めま

す。そして外へ向かうほど、名称と形態の世界への関与が深まっていきます。宇宙の中

心から遠ざかるにつれて、その結果である私たちの苦しみが大きくなっていくのです。 

宇宙の中心から遠ざかれば遠ざかるほど、私たちは、宗教が地獄と呼ぶものへ向かって

行くことになります。そして周辺、時空間の客観世界ではなく、中心に近づくことに資
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する経験段階によって天国に近づくのです。これらの力には始まりも終わりもなく、永

遠に、またあらゆる場所で働くために、これらの力の影響下にないものはありません。 

宇宙の進化と退化はこれら二つの衝動の働きであり、なぜこのように働くのかを理解で

きる人間はいません。人間もこれらの力の影響下にあるため、これらの力の意味を理解

することはできないのです。これらの力は人間の知性や能力を超えるものです。 

しかし、バガヴァッド・ギーターは、名称と形態の世界に意識を留まらせる、外へ向か

う衝動の影響力から脱して、自己の本質である中心に向かうよう努力するのが私たちの

義務であることを力説します。中心に向かえば向かうほど、意識の名称と形態への関与

は少なくなっていき、宇宙の究極的中心では名称と形態は存在しません。 

ここで言う宇宙の中心とは幾何学的な円の中心ではありません。人の理解を助けるため

に使っている言葉ですが、言葉の伝える力には限界があるため、神聖な教えの内なる意

義を完全に伝えることができません。恍惚状態になった神秘家は、神はあらゆる所に中

心だけがあり周辺のないものであるというような、通常の言語の使い方を超えた表現す

ることがあります。 

私たちが宇宙の中心に向かわねばならないと言うとき、それは、あまねく存在する中心

に向かわねばならないという意味なのです。しかし、あまねく在るものなどと聞くと気

が変になってしまいます。 

中心がいたる所にあるということがあり得るでしょうか。馬鹿げた主張に聞こえます。

ここに人間の理解を超える秘密があるのですが、私たちに備わった能力を活用すること

で理解に近づくことが可能です。あらゆる所にある中心に向かうとは、万物、世界全体

と一つになるということです。ここで言う中心とは真我であり、万物の根源のことです。

真の本質が中心なのです。 

私たちは皆、自分が人生における価値判断の中心だと考えているのではないでしょうか。

はっきりと口に出さなくとも、人知れず密かに、この世界は自分のためにあるのだと考

えてはいないでしょうか。あまりに自己中心的な考えだと解釈されることを恐れて、こ

のような考えを口にすることをはばかるかもしれませんが、私たちの自己がすべての中

心であるとする、利己的で歪んだ自己の解釈は、私たちの内にあるより大きな価値、す

なわち自己と呼ぶものの普遍性が投影されたものなのです。 
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傲慢に自分がすべてだと主張する私たちの自己は、その内に秘められたより大きな価値

の落とし子でありながら、その価値を理解できない恩知らずの子供なのです。自分が運

んでいる荷物の価値を知らないロバのようなものです。私たちは、とてつもない宇宙的

な価値と意義を有していながら、それに気づかないロバのような存在です。重要なのは

ロバではなく、ロバが背負っているものです。 

私たちの小さな自己は宇宙の秘密を有しています。心と体がすべての価値と判断の中心

であると考える私たちは愚かな振る舞いをしていますが、私たちの中に宇宙の神秘を解

き明かす鍵があるのです。私たちの中で阿修羅的なものと神的なものの両方が働いてい

ます。言わば、二つの衝動が互いに競い合っています。ですからヨーガの実践は簡単で

はないのです。 

二つの対立する力の中に立たされているためにヨーガの実践は容易ではないのですが、

私たちに与えられた理解力を用いて、外へ向かう衝動への関与から解き放たれなくては

なりません。そして、私たちが神、絶対と呼ぶ、あらゆる所にある中心に近づくために、

内へと向かう衝動と調和して働く意識の努力こそが真のヨーガなのです。 

ギーターの第十六章は古典的かつ叙事詩的表現で神的と阿修羅的という二つの力につ

いて語りますが、その背後にはこのような哲学的および霊的なメッセージがあるのです。

通常、内に向かう力と同調するのは容易なことではありません。内に永遠の実在を秘め

ているとはいえ、実際的に私たちは現象的な存在です。また、進化の過程における各人

の段階は異なりますから、皆それぞれが自分自身の進化の度合いを判断するしかありま

せん。私たちの進化の度合いを判断できるのは自分自身だけです。 

自分が置かれている立場、状況を理解する難しさは並大抵ではありません。クリシュナ

は第十六章の終わりに、聖典、啓示、聖賢の直感的知識が霊の道における拠り所である

と言います。私たちは正しい知識を得るための方法を容易に理解することができません。 

哲学者は正しい知識あるいは物事の本質の理解を得る方法を見出そうとして長い間奮

闘してきました。感覚認識が知識を得る手段なのでしょうか。それとも論理的推理でし

ょうか。あるいは何か別の物との比較でしょうか。直感でしょうか。それとも聖典の教

えでしょうか。何が知識を得るための方法でしょうか。 

宗教は、聖典が権威であり、それ以外に確かなものはないとしてきました。ここで言う

聖典とは単なる書物ではなく、霊的な啓示の重みのことです。そしてまた啓示とは、直
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感的なひらめきにより、私たちの人格の総体的能力に真実のすべてが明らかになること

です。奔放で偏見の影響を受けやすい理性と異なり、簡単に聖典の権威を否定すること

はできません。 

しかし、アルジュナに疑問が生じます。「聖典の啓示が最高の権威であることは分かり

ましたが、聖典の教えに基づかない信仰心に意義はないのでしょうか」。ギーターの第

十七章を読むと、信仰と呼ばれるものが、私たちの人生において重要な役割を果たして

いることが理解できます。私たちは、常に聖典に従って実生活を営んでいるわけではあ

りません。私たちは人生において様々な職業や役割を担っていますが、職責を果たすと

き、あるいはその他の活動において、権威であるとはいえ、『山上の垂訓』、ウパニシ

ャッド、あるいはバガヴァッド・ギーターなどに頼ることはありません。 

私たちには聖典に頼らずとも自らを導く何かがあります。それが私たちの持つ信仰であ

り、自身の能力に対する確信、良心と通常呼ばれるものです。至上者
バガヴァーン

クリシュナは、人

がどのような信仰をするかによって、その人を判断することができると言いますが、信

仰にも様々あります。生きとし生けるものは皆何らかの直感、物事を判断する方法を持

っています。人間以下のレベルもあれば、人間の理解のレベルを超えた知る力もありま

す。ここで信仰について語るとき、それはその場の思いつきや衝動的な考えではなく、

私たちの人格全体から生じる、熟慮の上の判断について言及しています。 

私たちの性質が人生における私たちの信仰を左右します。そして性質はサットヴァ、ラ

ジャス、タマスに分類されます。私たちは皆何らかの確信、信仰、理解と感情を持って

います。皆何らかの信仰を持っていますが、その信仰の性質や深さはサットヴァ、ラジ

ャス、タマスという私たちの性質によって異なります。 

トラの世界は人間の世界とは異なります。たとえば、獣を駆り立てる本能は人間の本能

とは異なるものです。グナの三性質は異なる進化のレベルにおいて異なる度合いで働く

からです。ジャングルの法則はグナの現れの一つのレベルに従って働き、人間社会の法

則は別のレベルで働きます。天使の世界で働く法則は、グナのさらに高次の進化レベル

から生じる基準に基づくものです。 

タマスは最も低いレベルで、ラジャスはそれより高次となり、サットヴァは最も高次の

レベルです。これらの三つのグナにレベルの違いがあるのは、これらのグナを媒介とし

て表現される実在の度合いが異なるからです。タマスは実在の本質を表しません。ラジ
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ャスでは実在が表現されますが、散漫で歪んだ形で表現されています。しかし、サット

ヴァには最も明瞭な実在の表現があります。 

黒いコールタールに日の光が当たっても、光はほとんど反射されませんが、同じ日の光

が濁った泥水に当たるときには別の表現があります。また、ガラスのように澄んだ水を

通してこの光が表現されることもできます。プラクリティのグナを通して表現される実

在にも同様のことが言えます。 

もちろん、完全な平衡状態にあり、意識の散漫さから解放されているサットヴァも、実

在と直接接触しているわけではありませんが、透明のガラスが知覚者と知覚される物と

の間に障害物としてあったとしても、太陽の光をほぼすべて通すと言えるように、サッ

トヴァは実在を完全に反射するのです。しかし、濁った水は光を十分に反射せず、不透

明な物は光を全く反射しません。 

タマスは真実あるいは実在を完全に隠してしまう不透明で不活発なものです。ラジャス

では経験に実在性の要素が入ってきますが、まだまだ不十分です。真理の姿が見えてく

るのはサットヴァだけです。私たちの信仰、信念もタマスのもの、ラジャスのもの、そ

してサットヴァのものがあります。私たちの信仰は動物的なものかもしれませんし、偏

見に満ちたもの、あるいは物事の本質を直感的に洞察する、真理を体得した者が持つよ

うな信仰かもしれません。 

私たちの信念、信仰が、私たちがこの世界で行うほとんどすべてを決定します。私たち

の政治的生き方、社会関係、個人的な振る舞い、宗教的活動、そして神の観念や人生の

目的に至るまで、すべてが私たちの中で働くグナの特性によって左右されるのです。 

進化的に最も低いレベルであるタマスが優勢な人は動物的な思考をします。動物もその

行動を支配する独自の世界観に従っています。私たちは昆虫、爬虫類、ライオンやトラ

のような思考をすることもできます。あるいは、今日私たちが人道主義と呼ぶような観

点で世界を考えることできますし、人間の判断力を超える神のような考え方をすること

も可能です。 

ギーターの第十七章はこのような考えを背景にして、私たちの行為や活動を駆り立てる

三種の信仰について説明します。私たちが何を食べるか、どのような話し方をし、他人

とどのような関係を維持するか、どのような宗教活動を実践するか等、すべては私たち

が持つ信念、信仰という人生の哲学に根ざしています。「私はこう思う」と人は言いま
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すが、この「私はこう思う」というのも、その個人におけるサットヴァ、ラジャス、タ

マスという三つのグナの組み合わせの結果です。 

私たちはタマスが優勢な状態からラジャスが優勢な状態、ラジャスが優勢な状態からサ

ットヴァが優勢な状態になり、人間の理解レベルを超える、より神聖な存在に自らを変

える努力をしなければなりません。自己の状態を判断するのは自分自身です。冷静に判

断すれば、自分がどのようなレベルにいるかが分かるはずです。 

利己的な価値観に基づく、やられたらやり返すという動物的な行動をする人、また、自

分のみがすべての判断基準となり、人や物を自分の道具としてしか考えないという人生

観を持つ人は、タマスが優勢な人です。この世界を自分の人生を満たすことのためだけ

に利用したいと考えるとき、私たちはタマスが優勢になった状態です。他人にも自分と

同等の価値があると考える人は、タマスよりも高次の人間的理解のレベルにいます。す

べては、私たち自身を満足させるための道具でしかないと考えることが正しくないと感

じるのです。これが動物ではない人間のレベルです。 

そして、サットヴァが優勢となる、より神聖なレベルでは、他人を「他人」とは認識し

なくなります。他人ではなく、一つの存在が様々なかたちで現れているだけだと認識す

るのです。神のレベルに客体という「他のもの」はなく、在るのは主体だけです。動物

のレベルでは外的現実だけが考慮されます。人間のレベルでは、主体と客体が対等であ

ると見なされます。神のレベルでは主体と客体の区別が超越され、皆が皆を映し出すよ

うになります。 

これが神聖なる真理の王国であり、黄金時代や千年王国と人が呼ぶものです。宇宙の法

が勝利して世界を支配し、政府や外から強制する法律などの必要もなく、皆が真理を完

全に体現し、鏡に映った自分を見るように皆が皆を映し出す、そのような世界が神の国、

ブラフマローカなのです。 

第十七章の終盤に「オーム、タット、サット」という言葉がでてきます。皆が知ってい

る言葉ですが、その意味を正しく理解しているでしょうか。この言葉は宗教的儀式や祭

祀で必要とされる神聖な言葉だとされています。私たちはオーム・タット・サットとい

う言葉を口にして、神聖な行事を締めくくります。それは神への祈りのように聞こえま

すが、オーム・タット・サットの意味は明確ではありません。ギーターの注解書を読ん

でも、三つの言葉からなるこの言葉が意味することを理解できないかもしれません。私

たちは、意味を理解せずにオーム・タット・サットと口にするだけです。 
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バガヴァッド・ギーターのメッセージの観点で、この言葉の意義を少し深く考えてみま

しょう。ギーターの観点でオーム・タット・サットという言葉を考えるとき、この言葉

は超越と内在という実在の概念を超える、絶対的存在
ブ ラ フ マ ン

の完全なる包括性を表していると

考えられます。 

サンスクリット語のタットという言葉は、一般に遠くにあるものを指すときに使います。

「あれ」がタットです。到達しがたい、すべてを超越する何かという意味で、私たちは

神をタット、あれ、それ、等の名で呼びます。超越する実在は、同時に内在する神とし

て万物の内に秘められていますが、それをサットと呼びます。神は超越的であると同時

に内在的です。神は私たちの上に在ると同時に内にも在るのです。遠くに在ると同時に

近くに在り、外に在ると同時に内に在ります。そして、超越的と内在的という概念、神

が外にも内にもあるというタットとサットの両概念を、より包括的に超越するものがあ

り、それがオームです。 

皆がよく知っているオームのシンボルは、絶対的存在の超越的側面と内在的側面の両方

を超越する神秘的な意味を有しているのです。私たちを超えるものとも、内なるものと

も言うことができない、ウパニシャッドがブーマとよぶ絶対的存在、あるいは満たされ

たもの、完全なるものです。そこには外面的な違いも内面的な違いもありません。時間

と空間および客観世界の制限を受けず、永遠にあまねく存在するものですから、そこに

は超越も内在もないのです。このような人間の理解を超える意味がオームという言葉に

は込められています。 

ですから、言語、理解を超える、聖なるものすべてを象徴する神聖な表現です。それが

オームであり、この世界の価値のすべて、超越するものと内在するもののすべてを包含

するものです。神、絶対的存在がすべてなのです。宗教的な行事、あるいはその他の活

動の最後に、言葉あるいは心の中でオーム・タット・サットという表現で祈ることで、

その行為が完結すると考えられています。神がすべてを完全なものにするため、神なし

ではすべてが不完全になります。満たされているのは神だけであり、したがって神への

祈願が必要なのです。 
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第十八章  魂解放のヨーガ 

バガヴァッド・ギーターの最終章である第十八章は、前章までの教えのある種の続編の

ような内容になっています。ギーターのメッセージを要約するかたちで、その教えが整

理されて的確に書き記されています。最終的にギーターは、義務を怠ってはいけないと

いう点を私たちに教えようとしているようです。これが最も強調されているメッセージ

に思われます。そして、義務についての説明という文脈に付随して、いくつかの哲学的

および倫理的な側面が言及されます。 

バガヴァッド・ギーターの世界観はきわめて現実的なものです。そして、人生の現実が

真理探究の理想に根ざしているゆえに、ギーターの教えはこの上なく包括的なアプロー

チとなるのです。私たちが一つのものに触れるとき、それが第二のものに、第二のもの

が第三のものに関係していることを知り、最終的に、すべてを知らない限り何も知るこ

とはできないという事実に目覚めるようになるのです。バガヴァッド・ギーターの教え

とは、そのような有機的な構造を持つものなのです。 

このような見地から、第十八章はカルマ・ヨーガに関する内容で始まります。カルマ・

ヨーガは個としての行為から解放されて真の知識に自己を確立させることであり、また、

行為の結果を期待せずに行う行為だと考えられることもあります。第十八章の冒頭にサ

ニャーサとティヤーガという重要な二つの言葉が出てきます。語源的にはほぼ同一の意

味を持つ言葉ですが、ギーターではそれぞれが特別な意味をもっています。 

欲望に根ざす行為を放棄し、欲望を伴わない行為のみを行うとき、私たちはサニャーサ、

すなわち個人的動機や欲望に関係するものすべてを放棄している状態にあると言えま

す。同じく放棄を意味するティヤーガは、行為そのものの放棄ではなく、行為の結果を

求めることの放棄を意味します。よって、そこには行為そのものの放棄と、行為の結果

の放棄という違いがあります。ギーターを通して多くを学んだつもりであっても、容易

に理解できることではありません。 

社会関係を生きる手段とし、密かに何らかの欲望に動機づけられた世界観を持つ私たち

人間にとって、行為とは何であるかを理解するのは困難です。どのような教えがあろう

とも、欲望から完全に解放された状態を私たちは心に思い描くことができません。これ

らは私たちに課せられた大きな障害であり、欲望を満たすことを目的としない生き方が

可能となる理解のレベルに達するには超人的な努力が必要とされます。 
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誰しも、何もせずに生きていくことはできません。これがバガヴァッド・ギーターの重

要な教えの一つです。この世界は活動の場、行為、奮闘の場ですから、どのような知識

や智慧を有していようとも無活動の状態を維持できると考えるのは無意味なことです。

この世界は活動の場
クルクシェートラ

ですが、それは無秩序の活動ではなく、法で統制された活動の場
ダ ル マ ク シ ェ ー ト ラ

で

す。 

私たちが行為から解放されることはなく、また、何かの動機に基づく行為をすることも

許されません。ここに私たちの問題があります。この問題の真の重要性が理解できたな

らば、ギーターの教えを理解できたと言えるでしょう。しかし、この問題を理解するの

は容易ではないため、教えの内容をより明瞭にするために、さらなる説明がつづきます。 

避けることはできない行為というものがあります。さまざまある行為の中でも、三種の

行為は決して止めてはいけないとギーターは言います。この三つはヤジュナ、ダーナ、

タパスと呼ばれ、それぞれが深い意味を持っています。直訳するとヤジュナは供犠、ダ

ーナは布施、タパスは苦行を意味します。 

これらはギーターが私たちに課す宗教的な戒律ではありません。ヤジュナ、ダーナ、タ

パスという儀式を行うことが求められているのではありません。これらの三つは、私た

ちがどのような生き方をしていようとも皆に求められる、非常に重要な宇宙の要求事項

です。ギーターの教えの背後には、宇宙的な意味があるのです。 

私たちは至上者、神、絶対的存在との関係において、完成への道を歩み、より大きな存

在になるという供犠を常に行っていなければなりません。個体としての存在と利己心が

なくなるという意味で、神以上の供犠はありません。神の存在は供犠の極致です。イン

ドでは、しばしば神がヤジュナ（供犠）と称されます。これは知識の炎、真理体得によ

って、個体としての存在が完全に払拭されていることを意味しています。 

個体意識を持たない状態の最たるものが神の存在ですから、神へ近づくとは供犠を行う

ことだと言えます。この至上者
か み

に近づくために、徐々に自我を放棄することが供犠で意

図されることです。自分自身を放棄あるいは犠牲にするのがサニャーサおよびティヤー

ガの原理です。個としての人格、自我、「私」という原理を犠牲にする、放棄すること

が、神を求めるうえでの私たちの義務です。私たちには神との関係において義務があり、

その義務とは自己を捧げることです。 
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また、私たちは世界に対しても義務があり、それが慈善、ダーナです。共同生活と相互

尊重が必要とされる世界で生きている限り、必要以上に財産や所有物をため込むことは

できません。他の人たちの福利を尊重し、その存在価値を認めることが慈善の原則です。

これは単に自分の所有物を与えることではなく、他の人たちの中にも、私たちと同様に

真我が宿っていることを知るゆえに持つ、他の人たちを尊重する心です。 

他人を慈しむ心から自然に生じる、与えたいと思う気持ちが布施
ダーナ

の本質です。自分が金

持ちだから貧乏な人に対して慈善を行うのではありません。他の人たちも自分と同じよ

うに重要であり、自分と同じだけ存在する権利があるというのが慈善を行う理由です。

生きとし生けるものに共通する真我の存在を認めるがゆえに行うのが布施あるいは慈

善活動なのです。神、創造主に対する義務があるように、私たちにはすべての生きもの

に対する義務もあります。 

そしてまた、私たちには自分自身に対する義務もあります。自制が自分自身に対する私

たちの義務です。苦行
タパス

とは、感覚的な欲求を満たすことの反対を意味します。自我、心、

五感を甘やかすことは、人格の健康にとって有害です。自制の度合いが高ければ高いほ

ど、五感、心、知性のコントロールがされているほど、私たちは大きな存在になるので

す。 

タパスは、私たち自身に対する重要な義務です。無節制はこの義務に反することになり

ます。欲求を満たすことを自制することで、私たちの義と徳が増すのです。自我を満足

させ、五感の欲求に心を奪われるようになればなるほど、私たちは義から遠ざかってい

くことになります。 

五感、心、知性の苦行、自制、コントロールが自分自身に対する義務です。慈善が外の

世界に対する義務であり、供犠は神に対する義務です。いかなることがあっても、これ

ら三つの義務を放棄することはできません。 

さて、私たちが義務について考えるときには自然と何かの活動を考えます。義務とは何

かに関して何かを「する」ことであり、それは行為です。行為について考えるとき、そ

こには必ず行為の動作主、行為者がいます。私たちは通常、行為者という考えを捨てる

ことができません。供犠にせよ、慈善活動あるいは苦行にせよ、誰しも「私がしている」

という感覚を拭えません。どのような行為であろうとも、行為をしているのは自分だと

感じるのです。「私が供犠をする。私がお布施をする。私が苦行をする」と。これは間

違いであり、このような間違いを犯さぬようギーターは注意します。 
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「私」と呼ぶものは最終的には迷妄であり、私たちは行為者などではありません。万物

を超越し、個々の動作主を内に包含する究極的実在において、そのようなものは存在し

ないのです。出来事はすべて、多くの要素が累積的に影響した結果であり、特定の個人

によって為されているものではありません。 

そこまで突き詰めなくとも、食べ物を消化すること一つとってみてもこれは明らかです。

毎日行われている消化という現象について考えてみてください。食物の消化には体の

様々な臓器、生理機能が関与しています。生理学者は体全体が組織的に機能して消化が

行われていることを知っています。すべての細胞が活動しています。食物の消化プロセ

スにおいて、活動していない体の部分はありません。胃だけが消化活動をしているとは

言えません。 

食物の消化という平凡な活動においても、心臓や肺、血流、そして脳やその他の臓器ま

でもが重要な役割を担っています。行為、活動はすべて総合的で共同的なものです。私

たちの体の中でも個別に分離された活動というものはないのです。これはこの世界でど

のように物事が為されているかを示す一例です。 

肉体という有機体の中で孤立した活動がないように、人間社会、国際社会、そして宇宙

全体においても孤立した活動というものは存在しません。出来事はすべて宇宙的な出来

事であり、状況はすべて宇宙的状況なのです。どこかで何かが起こるとき、それは同時

にあらゆる場所で起きています。 

私たちはこのような考え方に慣れていません。人生の真理を知るには、私たちの知性は

薄弱すぎます。自我の偏見に縛られている私たちは、人生の現実に目を開くことができ

ないでいます。バガヴァッド・ギーターは重要な一節で、どのような出来事であれ行為

であれ、それは多くの要素が関係して起きるものだと言います。 

体はもちろん行為の道具ですし、個体としての意識、つまり「私」の原理も行為に関係

します。感覚器官の関与も小さくありません。行為、行動の背景にある意図も重要な要

因です。これらの要素の重要性を私たちは十分知っています。しかし、何にもまして決

定的な要因となるものがあります。それは、この世界自体の本質、宇宙の構造、創造主

の意志、絶対的存在
か み

の思し召し、あるいは神意と呼ばれるものであり、人間には理解で

きないものです。 
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ですから、自分が唯一の行為者だと思うのは大きな間違いです。私たちの理解を深める

ために、クリシュナはさらに説明を続けます。知識にも様々あり、意志の力や感情およ

び行為遂行の方法にも様々あります。知識についても私たちは明確に理解していません。

知識には少なくとも三種あります。 

知識は高尚な知識と平凡な知識、そして低次の知識に区別されます。すべての行為、出

来事、姿形の背後に単一で共通するものの存在を認識できるとき、最も高尚な知識を有

していると考えられます。さまざまな感覚認識の中にいても、すべてに共通する原理を

認識できるのが最も高い知識のありかたです。五感によって多様性を知覚していても、

内なる英知が多様性の背後にすべてに共通する存在原理があることを知るのです。究極

的には一つのものが多様性として現れているだけです。このような確信を持ち、このよ

うな観点で世界を見ることができるとき、最も高い次元の知識を持っていると言えます。 

しかし、学究的あるいは合理的な人間として論理的知性のみによって多様性を認め、万

物がそれぞれ相互に関係し合う、ある種の相対性を認めるとき、私たちは前述の知識の

状態よりも低い状態にあります。万物の相互関係を認識してはいるものの、同時に姿形

の異なる物を別の存在であるとする多様性を認めているのです。これはいわゆる哲学的、

合理的、学術的、科学的な理解であり、実用上はこれで十分なのですが、最終的には正

しい理解ではありません。 

そして、まるでそれがすべてであるかのように、特定のものに固執するのが最も低次の

知識です。私たちは、お金や地位、その他さまざまな物や財産に激しく固執し、それが

人生におけるすべての価値であると考えます。特定の物に対する激しい執着は最も低次

の理解です。ほとんどの人の知識はこの種のものです。宇宙的な意味での相関関係を理

解できる高尚な理解のレベルに達している人は非常に希であり、それ以上の理解となる

となおさらです。たいていの人は全てはなく、特定の物に固執していますから、最も低

い理解のレベルにいると言えます。これが三種の知識の分類です。 

意志についても同じことが言えます。意志の力によって人生における至上の価値に目標

を定め、その意識を途絶えることなく維持することができるとき、私たちには最も強い

意志、サットヴァな意志が備わっていると言えます。魂の解放
モ ク シ ャ

が人生の目標であり、す

べてはこの最終目標の達成に資するためにあります。意志を絶え間なくこの結論に向け

ておくことができたなら、私たちは最高の意志を持っていると言えるでしょう。魂の解

放という人生の究極目的に、この世界のあらゆるものを結びつけることができるのです。 
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しかし、異なる価値を混同する混乱した意志では、何が人生の指針となる最終目的であ

るかという結論に達することができません。私たちの多くは人生の目標が何なのか分か

らず、結論から結論へと心変わりします。この優柔不断な意志は、より低次であるラジ

ャスの意志です。そして最も低次の意志とは、間違った道に固執し、不義で、悪意ある

活動を価値ある良いことだと見なして行うような意志です。 

感情も同様の分類ができます。感情を刺激する喜びや満足にも三つの種類があります。

最初はいくらかの痛みを伴う努力が必要とされるが、最終的に永続的なものにつながる

喜びが最高のものです。私たちは通常、最初から喜びを求めます。努力には苦痛が伴う

ために、できれば努力なしで喜びを得たいと思います。「なぜ努力をする必要があるの

か」と。忍耐を要することはすべて自我にとって不快なことなのです。人生で価値ある

ものを得るためには必ず努力が必要とされることを私たちは理解していません。 

はじめは苦しくとも終わりには永続的な幸せになるような喜びはサットヴァな喜びで

す。感覚的な接触によって、はじめは幸せでも終わりには苦い経験となるものはラジャ

スの喜びであり、このような喜びを求めたことを後悔するようになります。私たちは目

先の感覚的快楽を求め、その結果に悲しみを招くのです。このような行為に知恵はあり

ません。そして、理解や理性を持たずに感覚的快楽に溺れるのが最も低次の感情です。

人生の意義を理解できずに、ごみの中で転げ回る動物のごとく、タマス、すなわち遅鈍

な理性に溺れているのです。 

行為についてはすでに十分述べましたが、非利己的で非個人性に根ざしたものがサット

ヴァの行為、欲望に根ざしたものがラジャスの行為、バランスを欠き、物事のプラスと

マイナスの両方を考慮しない行為がタマスの行為です。これらが、第十七章までに与え

られた教えや特定の概念をより明確にするためにバガヴァッド・ギーターの師クリシュ

ナが第十八章で語った内容の大要です。 

バガヴァッド・ギーターは単に形而上学的な教義ではありません。人生の価値から乖離

した理想主義という意味での哲学的教えではありません。ギーターは経験的で現実的な

社会的存在とその価値についても触れています。共同社会生活についても言葉少なに言

及されています。知識、意志、感情、および行為について述べられたことに鑑みると、

私たちが有する資質はこれらの四つであると言えます。 

そして私たちの社会生活とは、私たちが生きる世界における、これらの資質の相互協力

の表れなのです。完全な知識を持っている人はいません。完全な意志の力を持つ人はい
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ません。完全に清澄な感情を持つ人はいません。すべての活動に熟練した人はいません。

ゆえに、社会が有機的に機能、存在し、平和であるためには、私たちの体の各部分が協

力し合っているように、協力の原理を実践し、自分が持つ資質を他の人々と共有する必

要性があるのです。 

さもなければ、社会を構成する個人の間に不和が生じ、互いを尊重する気持ちが欠如し、

ときには自分のことしか考えずに他人の幸福を顧みない、戦争にさえ至る事態になりか

ねません。人生の方針がこのようなものであれば、人間社会はどうなってしまうのでし

ょうか。皆が他人を嫌い自分だけのことを考えるようになれば、そこに待っているのは

カオスと破滅です。明らかに、このような状態になってはいけません。 

魂の解放に向かって進化していくというのが宇宙の目的であり、少なくともこの観点

に鑑みるとき進化の段階は全て、有機的に、より包括的な次元へと進化していくこと

です。戦争や破壊がこの世界の目的ではありません。成長、進化、建設的活動、真理

の実現に向けた意図的な動きが宇宙の目的です。このために私たちは知識、意志、感

情、労働を共有しなければなりません。 

このような社会集団への分類は、ときに誤った意味をもってカーストという呼び方をさ

れることがあります。人類への呪いだと強く非難されているカースト制度について聞い

たことがあると思います。どのようなものでも、その目的が歪められて誤った解釈がさ

れると、大きな汚点、残念なものになってしまうことがあります。食事でさえも間違っ

た時間に食べると体に悪影響を及ぼします。適切な時間に適切な方法で実践されなけれ

ば、どのようなものでも不幸な結果を招くことがあるのです。 

社会を知識等のグループに分ける分類は、社会が建設的、協力的、健全に存続してい

くためのものです。これらの社会的分類は伝統的にバラモン、クシャトリヤ、ヴァイ

シャ、シュードラの名で呼ばれますが、今日これらの分類の意味は見失われています。

本来の意図は個を超えたものであり、物事の本質に鑑みた社会福祉のためのものです。 

すべては神自身の非個人的な支配下にあるというメッセージで、偉大な師クリシュナの

教えもいよいよ結末を迎えようとしています。宇宙全体が神を中心に回っており、神は

すべてを知る存在です。したがって私たちの義務とは、全能の神と呼ぶ大いなる存在に、

個としての存在をゆだねることです。そこに私たちの祝福があります。私たちが自己を

主張すればするほど私たちの状況は悪化します。そして大いなる神の存在を肯定すれば

するほど、私たちの個としての存在の重要性は小さくなります。 
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「この考えに自己を没入させ、この理想を成就するために専心するのだ。この神の恩寵

を授かるために全身全霊を傾け行動するのだ。自己を放棄し、この偉大なる造物主の前

にひれ伏すのだ。そうすれば、間違いなく必ず神に到達するであろう。人は心で深く考

えるものになるのだ。胸の奥で感じるもの、それが私たちの行き着く先であり目的地だ。

求めれば、求めたものが与えられる」。 

この燃えさかる知識の炎の中で罪はただちに焼き尽くされます。最終的に罪というも

のは存在しません。罪とは誤った理解のことです。恐ろしい悪魔のごとく、私たちの

外に存在するものではありません。光が欠如したときに暗闇が生じるのであり、暗闇

というものが存在するのではないのと同様です。そして知識の太陽が昇るとき暗闇は

自然に消滅します。暗闇のことで悩む必要などないのです。 

私たちの自我が神の遍在性にすべてを委ねるとき、そこに悪や罪が存在する余地はな

くなります。そこにあるのは燃える悟りの境地のみです。存在のすべてを一挙に、瞬

時に手中に収めるのです。その知識、悟りに至るとき、無限の喜び、永遠の大歓喜を

得ることになるのです。すべてを包括する存在の中で存在−知識−至福と一体になるの

です。 

繰り返しになりますが、バガヴァッド・ギーターは進化のプロセスの中で求道者が通過

するさまざまな段階あるいはレベルの価値について慎重です。人生には、完全に拒絶し

たり放棄したりすることのできる段階がないことを決して忘れないようにしなくては

なりません。すべての存在レベルには相関性があり、それゆえに現象と実体、相対と絶

対を調和させる必要性があるのです。人と神が一つとなって働く必要があるのです。こ

れが一つの二輪戦車に乗り、宇宙の戦場を進むアルジュナとクリシュナの背後にある原

理であり、第十八章の最終節の霊的メッセージが意味するところです。 

人と神が一体となって働くとき、そこに勝利、成功、幸せがあります。あらゆる所で正

義が支配します。正義とは、個人と絶対的存在の調和であり、一つの乗り物に乗り戦う

アルジュナとクリシュナがこれを表しています。乗り物とは体であり、人間社会、ある

いは宇宙全体のことです。活動の場が乗り物であり、それがどのような場であっても、

個体と普遍的実在の間に協調がなくてはなりません。相対的である、あらゆる個体に普

遍性が内在しており、万物にこの普遍性が内在していることを知るのが真の知恵です。

これがバガヴァッド・ギーターの教えなのです。 

ハリ・オーム・タット・サット。 
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